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1.　ＴＳガチ百合Ｖヲタ過激派の爆誕







　突とつ然ぜんだがＴＳというモノを知っているだろうか。

　私も正式名めい称しようは知らんけど、所謂いわゆる『性せい転てん換かん』だ。

　多分トランスセクシャル的なヤツだと思うが、そんなことはどうでもいい。

　問題は、私が男から女へ性転換してしまった事実だ。信じられない。だが、長年未使用だった下腹部に位置する相棒が付いていないのだ。信じるしかあるまい。

　普ふ通つうなら混乱して絶望するだろうけど、私はこの事実をあるがままに受け入れ、齢よわい０歳さいながらにキャッキャッと破顔した。

　私の場合、混乱や絶望よりもとある趣しゆ味みの方が優先順位が高かったのである。

　私はＶＴｕｂｅｒが好きだ。愛していると言ってもいい。

　顔を出さずしてアバター越ごしに配信するジャンル。それがＶＴｕｂｅｒことバーチャルミーチューバーの略である。

　最初は零れい細さいジャンルであったが、徐じよ々じよに周知されていき、一大ジャンルまで成長を果たす。

　私はとにかくＶＴｕｂｅｒが好きで、ブラック企き業ぎようで社しや畜ちく生活を送る中の癒いやしだった。推おしの顔を見れば、疲つかれなど一いつ瞬しゆんで吹ふっ飛んだ。

　しかし、精神的な疲ひ労ろうは回復すれど肉体的な疲労までは回復できなかったようで、最後の記き憶おくは推しの配信途と中ちゆうで意識を失った場面だ。

　多分ぽっくり逝いってしまったんだろうよ。

　人生の意味を見み出いだすこともできなかったし、早々に両親は病気で他界してしまったから、そこまで未練はない。

　生まれ変わってもどこか他人事で、怪あやしまれないように取り繕つくろわなきゃなぁ、なんてぼぅっと考えていた。




　――ＴＳしたと気づくまでは。




　よっしゃ、女の子になったぞおおおおおお！！！

　これで!!　推しのＶＴｕｂｅｒとイチャイチャできるぜええええ！！！　てぇてぇ補給してやんぜえええ!!

　と、心の中で叫さけんだ。

　なぜか？

　転生した世界は前世と全く同じ歴史を辿たどっていて、競馬も芸能人も記憶と一いつ致ちした。

　つ　ま　り　だ。

　ＶＴｕｂｅｒが流行はやるということである。

　運良く私が高校生になる頃ころに流行りだすことを私は知った。

　前述の頭のおかしい叫びの通り、私の願いはただ一つ。

　推しとイチャイチャすることだけである。

　ここはファンとして推しと関わることは避さけるべきなのでは？　……知るかボケ！　やるったらやるんだよ、こんちくしょう！

　私の推しは、女性限定の企業に所属する人物である。

　つまり関わるには女性である必要がある。

　男とコラボもしてるし、関わるだけなら男でもいいんだけど、やっぱりてぇてぇで百合ゆり百合ゆりしたいし。なんなら自分が男だったとして、関わってしまうだけで推しを穢けがしてしまうんじゃないかと懸け念ねんする。

　この際精神が男なのは許してほしい。

　ともかく、現時点で私の夢はＶＴｕｂｅｒになることで決定した。不純な動機とか言う奴やつはいっぺん黙だまって欲ほしい。

　だが、企業に所属するのは並なみ大たい抵ていの努力では不可能だ。誰だれしもが才能の塊かたまりで、凡ぼん才さいの私には難しい。

　だが今の私は赤ちゃんベイベー。

　時間というアドバンテージが私にはある。

　何とか高校生になるまでに技術を死ぬほど習得して、ハイスペックＶＴｕｂｅｒになるんや……！！！！




＊＊＊





86：名無しのＶ好き

あ、そーいやお前ら知ってるか？

肥こえ溜だめの二期生が一ヶ月後にデビューするらしいぞ




87：名無しのＶ好き

マ？




88：名無しのＶ好き

あ、マジだ

つい数分前に発表されたばっかじゃん

耳が早いな




89：名無しのＶ好き

ビジュはまだか

どっちにしてもどんな化け物が現れるんだかｗｗｗ




90：名無しのＶ好き

０期生と一期生がアレだからなぁ……ｗ




91：名無しのＶ好き

肥こえ溜だめクオリティを乞こうご期待




92：名無しのＶ好き

>>91

期待したくねぇｗ




93：名無しのＶ好き

肥溜めってなんぞや




94：名無しのＶ好き

お、新人さんチッスチッーす




95：名無しのＶ好き

教えてやろう！

肥溜めとは、会社の正式名称が長すぎて勝手に名付けられたＶＴｕｂｅｒ会社である

頭のおかしいアホと馬鹿しかいないからそう名付けられた




96：名無しのＶ好き

いつ聞いても草

某ぼうネット小説のタイトル並みに長ぇのよな




97：名無しのＶ好き

初代社長が即そく逮たい捕ほされたのも懐なつかしいｗ




98：名無しのＶ好き

マ!?

なにしたん!?




99：名無しのＶ好き

ライバーに手を出そうとして返り討うちにされた

ちな全治三ヶ月




100：名無しのＶ好き

草




101：名無しのＶ好き

草




102：名無しのＶ好き

公表はされてないけど０期生の全ぜん智ちだよな




103：名無しのＶ好き

んな

それっぽいことを配信で口に出してる

リアルゴリラになんで手を出そうとしたんだ前社長……




104：名無しのＶ好き

そのまま副社長が社長に就任して、『頭のおかしい人しか採用しません』って言ったんだよな、あいつ




105：名無しのＶ好き

どいつもこいつも肥溜めクオリティなんだわｗ




106：名無しのＶ好き

肥溜めの二期生か……ｗ




107：名無しのＶ好き

エグそう




108：名無しのＶ好き

頭おかしいのは決定してるから、どういう方向にぶっ飛んでるのやら




109：名無しのＶ好き

わしゃあてぇてぇが見たいよ……




110：名無しのＶ好き

諦あきらめろｗ




111：名無しのＶ好き

別事務所の見ろ

肥溜めでてぇてぇを期待すんのは間ま違ちがってるぞ




112：名無しのＶ好き

それぞれ好き勝手やってるからな……

まとめ役がいねぇｗｗｗ




113：名無しのＶ好き

クセ強い奴らをまとめる奴とは




114：名無しのＶ好き

いたら化け物で草




115：名無しのＶ好き

まあ、ハズレはないしいちＶＴｕｂｅｒファンとしては二期生も楽しみ




116：名無しのＶ好き

やべぇ奴らなのにチャンネル登録者数の平均が一番高いというね




117：名無しのＶ好き

絶対数が少ないのもあるけど、あれは化け物だわ




118：名無しのＶ好き

平均45・６万だっけ

まだＶＴｕｂｅｒが流行って間もないのにすげぇな……




119：名無しのＶ好き

一いつ般ぱん層も取り込こんでるからな




120：名無しのＶ好き

ガチ恋こい勢もいないし安心して見れる




121：名無しのＶ好き

わかる

変な奴は自動的に駆く逐ちくされるからな




122：名無しのＶ好き

アレのガチ恋とか肥溜めライバーの適性あるよ




123：名無しのＶ好き

女性限定だからな……




124：名無しのＶ好き

社長の趣味なんだからしゃーねー




125：名無しのＶ好き

社長『男はいらねぇ…！』ドンッ




126：名無しのＶ好き

この言葉を言ったのが男であれば感動できた




127：名無しのＶ好き

なんだ厄やつ介かいオタクかよ




128：名無しのＶ好き

社長も肥溜めの適性あるよなｗ




129：名無しのＶ好き

馬ば鹿か野や郎ろう！

あの会社作ったうちの一人だぞ!?

適性ないわけないやろｗ




130：名無しのＶ好き

言えてるわ




131：名無しのＶ好き

全　て　の　元げん　凶きよう




132：名無しのＶ好き

なんにせよ二期生が楽しみやわ




133：名無しのＶ好き

それな




134：名無しのＶ好き

生いき甲斐がいまである（）









2.　メスガキ演技系ＶＴｕｂｅｒ、キャラがブレまくる ＃花依ママ







　遂ついに。遂に辿り着いた。道のりは険しく遠かった。

　ゼロ歳児から苦節十六年。

　優やさしい両親にゴマをすりながら頼たのみ込み、習い事や勉強に邁まい進しんする日々。小中学校は適当に優等生の皮を被かぶりながらフフフと微笑ほほえんでいただけである。

　技術を習熟させ、推しの所属するＶＴｕｂｅｒ事務所を受けて一発合格。これには全身という全身から涙なみだをこぼして大絶叫だった。――両親に病院に連れてかれた。おいこら正常だよ。

　ともかく、私は第一目標を達成したのだ。

　規約やらガワやら色んな些さ事じを終わらせ、遂に今日は念願のデビューの日である。

「緊きん張ちようするぜェ……。おっと前世口調が。いけないいけない」

　性自じ認にんは男のつもりだが、話し方も所作も女性として板についてしまっている。社会で生きていくには悪いことではないとはいえ、元が男であるから若じやつ干かん微び妙みような心情だ。

　今のようにふとした時に男口調が出てしまうことはあるが。

　いけない、と自分を戒いましめつつ機材を確かく認にんしながら配信待機画面を眺ながめる。

「うわぁ……もう二万も同接あるし……。企業勢だけあって人数多いな」

　配信五分前で二万人。

　二万人が配信を見ようとしている。途と方ほうもない数字に、あまり現実感がない。今一想像もできないからね。

　こんなに多いなら緊張するのも……まあ仕方ないでしょ。

　だが！　失敗は許されない。

　この緊張感を楽しさに変へん換かんして見せつけろ！　私という存在を、全世界に！

　今の私は生身の夢ゆめ見み蓮れん華げじゃない。




　私は――花はな依より琥こ珀はくだ。




　私はアバターを画面に投とう影えいする。

　現れたのは、腰こしまであるピンク色の髪かみをツインテールにまとめ、人好きする笑えみを浮うかべた少女だ。人ひと懐なつっこい性格をしていそうな少女は、はにかむとチラリと八重歯が見える。

　極きわめつけはドンッ！　と存在感を発揮する豊満なおっぱい。

　どこからどう見ても男の理想を詰つめ込んだユートピアならぬハッピーセットである。

　衣い装しようは魔ま法ほう少女をイメージしたピンク色のドレス。スカートは膝ひざ丈たけくらいで、背中には真っ白な羽が二対はためいている。


・おお、カワイイ

・これは……いけませんねぇ……ゴクリッ

・早さつ速そく変態湧わいてて草

・清せい楚そ系か後こう輩はいキャラとみた



　流れるコメントに目を移しながら、私はＶＴｕｂｅｒとしての道を踏ふみ出す。

「はい、みなさんこんにちは！　肥溜め所属の二期生！　キラメク魔法をあなたにお届け！　バーチャルミーチューバーの花依琥珀ですっ」

　アバターの設定も、もちろん魔法少女だ。

　配信活動をしながら世界の平へい穏おんを保っている的な。

　基本設定さえ守れば後は何をやらかしても良いのが肥溜めの特とく徴ちよう。やらかしまくるぜ。


・あらカワイイ

・肥溜めらしからぬ清純な空気

・ん？自分で肥溜め所属っていった？

・マジじゃんｗ

・公言したの初じゃね？ｗｗｗ

・いや、草

・自分の所属する事務所を平然と肥溜め扱あつかいする女



「魔法少女嘘うそつけないから。肥溜めを肥溜めって言って何が悪いのさ。愛あい称しようみたいなもんでしょ？」


・イジリ８割やろｗ

・素す直なおｗ

・嘘つけない設定は草

・肥溜めの片へん鱗りんが見えた



　私は肥溜めってあだ名好きだけどな。愛されてるって感じがあって。

　公言したの何気に初らしいけど私のマネージャーも言ってたし大だい丈じよう夫ぶでしょ。多分。

　少し話したけど思ったより緊張しない。本番に強いのかも。練習通り不快にならない程度に収めた甘あまい声を出している。これがキャラに合わせた最適解の声だ。ボイトレ最高。

「まあ、何はともあれよろしくね！　どうやら二期生初めての配信は私みたいだけど、責任重大だね」


・らしいな

・明日と明後日だっけ

・最初はアタオカ度が低いやつからってことか

・ありえる



「今日は初配信ってことで、みんなにキラメク魔法をお届けしようかなって。――一つ良いことを教えてあげるよ」

　声を低くして格好良くなるように調整する。イメージとしては麗うるわしい男装の麗れい人じん的な。


・お？　え？

・人変わった？

・キラメク魔法とは

・声変えたんか？



　コメント欄らんは少しざわついている。

　まあイメージをガラッと変えたからね～。

「推しのＶＴｕｂｅｒとイチャイチャする方法……知りたい？」

　知りたい、だけ声を元に戻もどす。

　悪戯いたずらをするように。声に若じやつ干かん笑えみを含ふくませる。


・知りたいです！

・仕方ないから聞いてやるよ

・そんな方法があるならな！

・なんでちょっと喧けん嘩か腰ごしなんだよ、お前ら

・え、他た企き業ぎようの推しとイチャイチャできるって!?

・裏切ってて草



「素直だなぁ！　欲望に忠実かな？　……ふふ、でも教えてあげよう。どうしようもなく性欲に忠実な君たちに啓けい蒙もうを授さずけよう！」


・キャラが右往左往してる

・嘘だ！　清楚キャラが性欲とか言わないもん！

・（清楚とは言って）ないです

・で、なんや

・はよ教えろ



　私はスンッと表情を真顔に切り替かえ言った。

「男性諸君。ＴＳしよっか。女になればイチャイチャできるよ。後は頑がん張ばってコミュ力鍛きたえよ」


・はぁ!?

・できるわけねぇだろ！

・最後投げやりで草

・さも当たり前のように無理難題押おし付けないでもろて



「できるでしょ～？　気合でさ。君たちって性欲でしか行動できないんだからさ。少しはそのリピドーを努力に向けよ？　クソ雑魚ざこさん♡」

　今いま更さら言おう。




　――私はメスガキキャラで覇は権けんを握にぎる。





・なんだぁこのメスガキは……

・やっぱ肥溜めだったわ

・ムカつくのに声の出し方が可愛かわいすぎる

・ワイらのドＭ精神に火をつけんな



「あ、それと、私の目標を話しておくよ」


・まだなにかあるのか

・変なの来そう



「肥溜め所属のライバー全員堕おとすこと♡」


・それ絶対落とすじゃなくて堕とすですよね……

・草

・メスガキ魔法少女ガチ百合変態とかマジかよｗ

・キャラ濃こいわ！



「みんなは精々歯は痒がゆく私達のてぇてぇを見ながら吐と血けつしてるといいよ。……まあコラボメインってことかなぁ」


・ガチでハーレム築く気じゃん

・肥溜めにはなかったてぇてぇが見れるのか……？

・あの変人たちをまとめられるわけないやろ

・さすがに難しいって



　コメントは面おも白しろがっているのがほとんどだが、さすがに無理だろというコメントが後を絶たない。

　というか、こんな発言は大たい概がい炎えん上じようしそうだけど、肥溜めリスナーは変人耐たい性せいが高く、またてぇてぇに飢うえているため炎上しない。ネタがあれば危険でももっとやれやれと助長するような奴らだ。面つら構がまえが違ちがう。
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　ちなみにこの発言は大体本気である。

　堕とすと言っても難しいだろうし、協力してもらっててぇてぇ雰ふん囲い気きを出すのが精せい一いつ杯ぱいに違いない。やるからには本気でやるけどガードは堅かたいよねぇ。

「最初は全ぜん智ちちゃん堕とすよ！　コラボ許可はもらってるから、四日後にまた会おうね！」


・初手から難易度ルナティック選ぶなｗ

・敢あえて難しい方から行くのか

・全智はやめとけｗ

・クールゴリラがデレることはない……



「難しいのは分かってるけど、だからって諦める選せん択たく肢しはないよ。――こっちは遊びでやってんじゃねぇんだよ」

　秘技、ガチトーンボイス。

　私は声関係を鍛きたえた結果、ある程度ならどんなイメージの声も出せる。

　嗄しやがれた老ろう婆ばも元気いっぱいなロリも、妖よう艶えんな美女も。

　そう。私はどんなキャラでもこなすことができる。

　数ある中から私は最終的にメスガキを選んだ。

　なぜか。

　このキャラならば、何かをやらかしても生意気で済むからである。

　メスガキは生意気と純じゆん真しん無む垢くのハイブリッドだ。

　好こう奇き心しんが強くて物事を知っているようでいるから人を煽あおる。配信者的にも一定の人気を誇ほこるしちょうどよい。


・ひぇっ

・鳥とり肌はだ立った

・かっこよ

・急に格好良いじゃんｗ

・サラッと流してるけどこの音質の変化ヤバい

・企き画かく内容としては面白いなｗ

・個人的に全智とのからみは見たい



「まあ、そんなわけで頑張るね～。みんなも応おう援えんよろしく！」

　初配信は短めに。

　それが事務所の方針だ。

　簡潔に、それでいて自分のキャラと目標を伝えて視し聴ちよう者しやに興味を持たせる。

　放任主義なくせして自社のライバーを伸のばすノウハウだけは一流なのなんでかなぁ～。

「じゃあ、また会おうね」

　そして私は花依琥珀から夢見蓮華へと戻る。

　ヘッドセットを取り外して一段落つく。

「疲れたぁ……。丸っきり演技ってわけじゃないけど疲れるな、これ」

　元男の私が媚こび媚びな甘い声を出すのは相当イタイ。しかし、夢のためにどんなことでも犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごを持っているから、薄はく氷ひようを踏む程度の犠牲ならお茶の子さいさいだ。

「しっかし、全智さんか……」

　私は、肥溜めの先せん輩ぱいに当たる、とある大人気ＶＴｕｂｅｒを想起する。

　肥溜め０期生の全智というＶＴｕｂｅｒは、眠ねむたげな表情がデフォの白はく髪はつ、赤色の眼に猫ねこ耳みみ型のヘッドホンを装着した完全無欠の美少女系ＶＴｕｂｅｒだが、見た目とは裏腹に、どんな配信者であろうと特とく殊しゆ過ぎるとドン引きする配信スタイルで登録者数二百万人を記録している。

　そもそも０期生とは、今の社長――事務所設立当時の副社長が直々にスカウトした、謂いわば選ばれし人物である。

　とは言え本人も、ましてや事務所も特別扱いすることは望んでいない。デビューが一番早かっただけらしい。徹てつ底ていした平等だなぁ、と思う。

　それはさておき、全智さんの配信スタイルは真似まねしようと思ってもできるようなものではない。

　……うーん、真似しようと実行するだけなら可能だと思う。なにせ今すぐできることだからね。

　ただ……やろうとは思わない。

　それは私を含めてだ。リスクが異常な程ほど高い。

「ははは～、私生活配信って頭おかしすぎでしょ。変わってないなぁ」

　彼かの女じよは今まで一度たりとも配信を切ったことがない。

　厳密に言えば二十四時間までしかミーチューブは枠わくを取れないのだが、過ぎればすぐに別べつ枠わくで配信を始める。

『私は全てをエンタメとして昇しよう華かさせる』

　その言葉が初配信の彼女から切り出しとして始まった言葉である。

　そして見事に有言実行した。

「身バレリスクが高すぎるのにねぇ……現に住所はバレてるし」

　ただ彼女はとてつもない金持ちゆえ、怪あやしい人物が来ようとＳＰさんに取っ捕つかまる。高級マンション住みは伊達だてじゃない。

　性格はクール。

　戦せん闘とう力りよくは事務所最強。そして伝説の引きこもり。

　それが０期生、全智だ。主人公かな？

　名前の由来は完全無欠の知ち恵え。ただし受け身で自分を余すことなく知ってもらう。

　ただの変態だよね。

「ＶＴｕｂｅｒのために人生の九割消費した私も立派な変態か。ド変態じゃん。誇りに思ってるから良いけどさ」

　何はともあれ、そんな変態とコラボする変態が私。

　一応オフコラボとして全智さんのお家にお邪じや魔ますることになっている。めっちゃフットワーク軽いの何なんだろ。馴なれ合いは嫌きらい！　みたいな性格してるのに。

　世界が違いすぎるのと、憧あこがれの存在と会えること。その２つで軽くジレンマ状態。たとえ中の人がどんな人物だとしても私にとっては関係ないんだけどね。

　ガワしか見てないから！　……なんかドクズみたいなセリフだな……アバターの話だよ？

　まあ、さすがの全智さんも初顔合わせの時はミュートにするだろうし、打ち合わせと素での挨あい拶さつをしないとね。親しき仲にも礼れい儀ぎあり～ただし実際は親しくないとする～。それは普ふ通つうに礼儀が必要じゃん。

　セルフツッコミを虚むなしくしながら、私はその日を楽しみに待つことにした。
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　いよいよ全智さんと会う日がやってきた。

　事前に何度かメッセージでのやり取りで挨拶させていただいたが、やはり私が憧れる存在のままだった。

　誰にも尻しつ尾ぽを振ふらない孤こ高こうの狂きよう犬けん……ッ！

　それでいて視聴者を大事にする博愛精神。

　包み隠かくさず全てを明らかにする度胸と覚悟。

「格好良いよねぇ……」

　そんな存在と私はオフコラボをするのである。

　オフだよ？　オフ。推おしと会えるんだよ？　神でしょ。前世男だから、なまじ自分と思考と行動が直結厨ちゆうっぽくなってる気がしないこともない……ケド。

「仕事だからオール・オア・ナッシング！」

　名目上は全智さんを堕とすとなっているが、それは対外的なもので、事前にコラボに付き合っていただくだけ、という取り決めを為なしている。まあ、仕方のない話だ。

　会ってくれるだけ懐ふところの深い人だ。

　私は心臓を高鳴らせながら、メモに従って歩く。

　幸いなことに……幸いなことに？　私は自他ともに認める美少女である。転生特典というやつかもしれないが、見た目には人一倍気を遣つかっているし、魅み力りよくは磨みがいてきたつもりだ。

　濡ぬれ羽ば色いろの肩かたほどまで切り揃そろえられた艶つややかな黒くろ髪かみ。ぱっちりと大きい瞳ひとみに、綺き麗れいなまつ毛。頬ほおはふっくらと色づきがよく、常に微び笑しようを浮かべた口元は整っている。

　スタイルは抜ばつ群ぐん。くびれも体全体のバランスも比率が整うように鍛えた。

　おっぱいもバインバインである。

　なにこの究極生命体。

　自分の美び貌ぼうが嫌いやになるわぁ……。

　嫌でも視線を集めるから、外に出る時は大たい抵てい目立たぬようにしている。

　今だってマスクとサングラスにコート、という如何いかにも怪しげな装よそおいだ。着いたら外すけどね、さすがに。不ふ審しん者しやに間違われる。

「……と、着いたか。……え、でっか。最も早はやビルじゃん。想像はしてたけど余よ裕ゆうで超こえてきた。なんかテレビで見たやつだし……」

　凄すさまじい高層マンションに慄おののきつつ、根は小市民な私は震ふるえながらマンションに入っていくのであった。
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「今日は私を堕とすらしい花依とかいう二期生がうちにくるらしい」


・曖あい昧まいで草

・ちゃんと名前覚えてあげて

・あの突とつ飛ぴなやつか

・夢に関しては二期生で一番あたおかだった

・全智堕とすとかｗｗｗ



　その部屋には一いつ切さいの明かりが無かった。

　唯ゆい一いつの光源はパソコンの画面のみ。

　遮しや光こうカーテンは閉じられっぱなしで、薄うすく伸びるパソコンの光は、女と……女の周りに散乱するゴミを映している。

　真っ白な長ちよう髪はつを持つ見てくれだけは美しい女性は、ＶＴｕｂｅｒだった。名は全ぜん智ち。

　私生活配信という意味不明な配信を続けるトップＶＴｕｂｅｒの一人である。

「そんなわけでミュートにしないで迎むかえ入れるドッキリを計画する」


・あー、いつものやつねｗｗｗ

・呆あつ気けなく素の姿を晒さらすアレかｗ

・大たい概がいゴミ屋や敷しき化してる部屋見て逃にげるけど

「ゴミ屋敷じゃない。捨ててないだけ」

・それをゴミ屋敷と言わずして何と言うｗ

・＃片付けろ全智

・＃片付けろ全智

・身バレはだいじょぶそ？



「家に入ったら名前で呼び合う取り決めはしている」

　全智はこの後すぐに、後輩である花依琥珀とオフコラボをする約束をしていた。

　当然彼女はこの部屋の惨さん状じようとドッキリについては知らない。しかし身バレに関しては徹底しているようで、事前にメッセージで事故を防ぐためにＶとしての名前で呼び合うことにしている。個人情報的なアレも言わないようにする、と。

　私生活フルオープンな全智だが、相手には少々ばかり配はい慮りよする程度の気持ちはある。


・あのメスガキの素とは

・案外そのままでやってそうｗ

・声変えられるみたいだし演技じゃね

・何となく性格悪そうｗｗｗ

・それな

・先輩のこと舐なめてそうだわ



「舐めてたらしばくから大丈夫」


・平へい坦たんな声で恐おそろしいこと言うなよ

・できるやつが言ったらそりゃもう冗じよう談だんじゃなくて脅おどしなのよ

・駄だ目めだ……！　野に解き放っては駄目だ……！

・引きこもり定期

・草



　全智はリスナーのネタ臭しゆう漂ただよう発言をスルーして、パソコンの時計をちらりと見た。

　現在時刻は13時40分。約束まで残り二十分である。

「……」

　全智は孤高のＶＴｕｂｅｒである。

　誰だれともつるまず、一人で危険と隣となり合わせな配信を半永続的に行っている。

（……今回も玄げん関かんで引いて終わるかな）

　しかし、全智は必ずしも孤高を貫つらぬきたいわけじゃない。

　孤こ独どくは辛つらい。幾いくら全智といえど同期はともかく後輩から袖そでにされることは辛いには辛い。

　ちなみに理由の７割はゴミ屋敷が原因である。片付けろ全智。

「もうすぐ……」


・全智のオフコラボも久しぶりだし楽しみだな

・さて、今回は部屋まで入ることはできるのかｗ

・無理だろｗ
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　ジリリリと呼び鈴りんを鳴らすと、すぐさまメッセージで勝手に入ってきて、と言われた。

　怖こわい。緊張と高こう揚よう感のミックスでゲロ吐はきそうなんだけど。推しと会えるんだよ!?　緊張しないわけないよねぇ、と。

「ええい、ままよ！」

　重じゆう厚こうな扉とびらを開け、踏み出すは推しの自宅聖地。




　そこで私を迎えたのは――――




「……オゥ」

　――大量のゴミ袋ぶくろたちだった。

　大なり小なり、様々なゴミが眠っていることは一いち目もく瞭りよう然ぜんで、さすがに食品系のゴミはゼロとは言わないが少ないのが救いか。

　しかし、奥おくに覗のぞくのは袋ふくろにすら包まれていないゴミたち無法地帯。

　憧れの全智さんのご自宅はまさかのゴミ屋敷だった。

　いや、ゴミ屋敷なのは前世から知ってたけど、まさかこんなにも酷ひどい状じよう況きようにあるとは思わなかった。ほらあるじゃん。部屋汚きたない系ＶＴｕｂｅｒとかさ。でもあの人たちって最低限人間らしい生活を送れるくらいの綺麗さは保ってるんだよ。

　でも、全智さんの部屋……部屋という方が烏お滸こがましいまでの惨状には、流石さすがの私も絶句した。

「……スゥー」

　瞠どう目もくして深呼吸。

　落ち着くと覚悟が決まった。先輩とか推しとか尊敬の人とかその前に――!!

「全智さあああぁぁん！！！」

　ゴミを踏みしめてリビングらしき部屋に向かう。

　うわっ、暗っ。パソコンの前に座すわってるのが――あ、ドチャクソ美人……じゃなくて！

「……なに」

　長い真っ白な髪を持つ女性。

　転生特典（？）持ちの私と比ひ肩けんしうる美貌。身長は低めで胸も慎つつましいが、どこか醸かもし出す大人の色気があった。

　だらしないヨレヨレの無地の白Ｔとホットパンツを穿はいた全智さんは、控ひかえめに言って最高――エロ――シコ――すごかった。

　……ん？　というかアバターの姿まんまでは!?

　現実と三次元だ。多少の差異はあれども、全智さんの容姿はずっと見てきた全智さん、そのままだった。

　美少女が画面の中から飛び出してきた、って本当にあったんだ……。

　まあ、そんなことはさておき今は――。

「お初にお目にかかります。二期生の花依琥珀です。憧れの全智さんとお会いできてとても光栄ですが掃そう除じさせてくださいッッッ！！！！」

「……？」

　何言ってるんだ、と言わんばかりの目で首を傾かしげる全智さん。前の世界ではハウスキーパーさんが掃除をしていたと聞いたが、今世ではどうも違う様子。

　これも私がいることの差異なのかは知らないけど、こんな環かん境きようじゃ集中できない。

「何か捨てたらいけないものはありますか！」

「ない……と思う」

「分かりました！　必要そうなものがあったら聞きますのでちょっとお待ちを！　あと掃除用具買いに行ってきます！」

「そ、掃除用具なら使ってないけど奥の棚たなに――」

「了りよう解かいです！」

　何がなんだかよく分からない状況に陥おちいっているのか、全智さんは狼狽うろたえながらも受け答えをする。やや綺き麗れい好ずきな私は今の状況において無敵である。

　全智さんの返答もそこそこに、言われた場所で掃除用具を手に入れる。ゴミ袋もいっぱいあるぜ。これは腕うでが鳴る。

「そ、う、じ～♪」

　私は意外と掃除は好きだ。綺麗になっていく姿もそうだし、基本的にやりがいがある。新たな自分に生まれ変われるような気がするのだ。

「私、も……手伝う……？」

　硬こう直ちよく状態から回復した全智さんが、ふらふらと立ち上がって右往左往しながら私に聞く。

「お気持ちは嬉うれしいですが、足元も覚おぼ束つかない様子ですし、ずっと座っていたのでしょう！　その状態で立ち歩いてゴミに足を引っ掛かけでもしたら危ないので私に任せてください！」

　ビシッと敬礼ポーズで言った私に、全智さんは「わ、分かった」とペタンとその場に座る。いつもの毅き然ぜんとした口調の彼女らしくない、と思いつつも今は掃除が先決である。

　なんか口調が迷子だけど、憧れの存在と会えて舞まい上がっている中なぜか掃除をしているって状況だとこうなるって。理解してね。私は未いまだに理解できてないけど。




　それから――




「これ捨てていいですか！」

「う、うん」

「これ捨てていいですか！」

「う、うん」

「これ――」

　という会話を無限にこなして数時間後。

「綺麗になりましたね！　すごく広いです！」

「これが私の家……？」

　リアルビフォーアフターである。

　掃除した私ですら驚おどろくほどの代かわり映ばえである。全智さんにいたっては目をパチクリしながらキョロキョロと視線を彷徨さまよわしている。

　汗あせを拭ぬぐい、やり切った、と一息つく。

　そこで私はあることに気づき、顔を真っ青にする。

「ぜ、全智さん。私、気づいてしまいました」

「……ッ、な、なに？」

　なぜか全智さんの方が動どう揺ようしている。

　透すき通るような白髪を弄いじり顔を背そむける姿は、さながら悪戯がバレた子どものようだ。

「……あの、今更なんですけど、掃除しちゃってよかったんですか……？　なにか大いなる目的があってあの惨状だったとか」

「気づいたことって、それ？」

「はい、ええ。なんか勢いで暴走してしまって……」

　某ぼう深しん夜や番組で見たように、何か目的があってゴミを溜ため込こんでいる人も中にはいる。

　もし、全智さんが押しの弱いタイプの人で断り切れずに私が掃除をしてしまった、という……？

　サァと青い顔が更さらに青くなる。

「いや、感謝してる。こんなに家が広いなんて知らなかった」

　平坦な声。感情が灯ともらないいつもの声。

　でも、その時ばかりは本当に感謝が滲にじみ出ているような気がした。よく表情を見れば、ほんの少しだけど笑えみもある。

　私は安あん堵どでへたり込む。

「良かったぁ～……。そういえば、改めまして花依琥珀です。全智さんの配信はいつもやってますがいつも見てます！」

「……うん、ありがと」

　――また笑った……ッ!?

　微笑ほほえみすら一切出したことない全智さんが!?

　いや、案外オフじゃ笑う人なんだろうね。じゃなきゃあり得ない。

　いやー、クールだけど全然とっつきやすいじゃん。

　配信だけじゃあてにならないんだなぁ、と思いながら、私はふと、

「あ、掃除で結構時間経たっちゃいましたね。その間、ずっとミュートだったと思うんですけど、配信大丈夫ですか？」

　と言った。

　ビシリ、と固まる全智さん。

　数秒後、今度は私が固まる番だった。




「……ごめん。実はずっと配信中。ミュートしてない」




「……スゥーーーーー……」

　よーし、落ち着け落ち着け。深呼吸だ私。

　思考を放ほう棄きするな、考えることをやめた人間は往々にして無力である！

　私はふらふらとパソコンに近寄る。


・あ、見てるー？　メスガキ（笑）さーんｗ

・【速報】初配信から僅わずか数日で正反対のキャラだと分かる

・数時間も全智のために掃除した聖人はここですか？

・おや？　おやおやおや？

・草

・めっちゃ煽ってて草






「――終わった……全てが終わった……ッッ！」

「なんか、ごめん」





・謝あやまれよ全智

・全智が悪い

・なんかじゃねぇｗｗｗ

・てか、全智これ堕ちてんだろ

・それな

・そりゃ（ゴミ屋敷でも引かずに突とつ進しんして）そう（笑え顔がおで掃除までしてくれて先輩に対する礼儀と尊敬がある）よ

・むしろ堕ちろ



　……まだだ！　まだリカバリー可能だ……ッ！

　いける！　諦あきらめるな私！

「ははっ、騙だまされてやーんの、オタクども♡　全部演技だよ？　所謂いわゆる株上げのね。あれれ？　本当に私が優やさしくて可愛くて先せん輩ぱい想おもいだって信じてたのぉ……？」


・声震えてんぞ

・涙なみだ目めが見える

・隠せてなくて草

・逆効果だろｗ

・バレバレやんけｗｗｗ






「ぢぐじ[image: ][image: ]」

「なんか、ごめん……」




　私の悔くやし泣きに、結構本気で反省した声こわ音ねの全智さんが反応した。いやね、こういう事態を想定してなかった私のミスだよ、これ。

　ちっくしょう、ふざけんな。

　泣くぞ、私。

　あ、もう泣いてたわ。

　……どうしよ、これ。
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「……と、いうわけで、二期生の花依がうちに来た」

「その流れに持っていくには些いささか無理があるのでは!!」


・草

・草

・無かったことにしようとしてて草

・無かったことにしたいのは花依の方だろｗｗｗ

・それなｗ



　そうだけど！

　できないじゃん！　もう後あと戻もどり無理じゃん！

　私が強くツッコむと、全智さんは目に見えて落ち込む。

「私も……こうなるとは思ってなかった……」

「うっ、私もミュートにしてほしいとも言ってませんし、確かに全智さん、毎回ドッキリしているので予想してなかった私も悪いです」

「……止めようと思ったけど、思いの外手て際ぎわよく掃除するからタイミングがなかった」

「それはゴミ屋敷なのが悪いです」

「圧が強い」


・それはそう

・全ての流れを踏ふまえても全智が悪い

・掃除に並々ならぬ熱があるな、このメスガキ

・全智が平ひら謝あやまりってクッソ貴重だぞｗ

・いい子



「ハイハイ、私がいい子とかほざく童どう貞ていのオタクは黙だまってね」


・一周回ってツンデレに見えてきた

・もうキレない

・どういうスタンスでいくんだこれｗｗｗ



　私も分からんよ。

　メスガキはメスガキ（笑）になった。かと言って当初のように先せん輩ぱい方がたにもメスガキポジでてぇてぇを補給することは不可能となった。計画全崩くずれなんですけど！

　……とにかく、今のスタンスは先輩方には敬語で。

　視聴者にはメスガキ継けい続ぞくじゃい。

「それで。何をする？」

「と、言われましても……堕としたいですけど、そういう雰囲気じゃありませんし」

「堕としたいのは本心なの……？　キャラ付けだと思ってた」

「当たり前じゃないですか。嘘うそだったらあんなに真に迫せまった顔で言えませんよ。全智さんカワイイですし。隣となりにいますけど緊きん張ちようしてます。……やーいやーい、オタクども見てるぅ？　君らの推しに触ふれちゃってるよ私。羨うらやましいでしょぉ……？」

「切り替かえにプロ根こん性じようを感じる」

「ちょっと黙りやがれください」

　余計なことを言い出した全智さんを雑に止める。

　仕方ないでしょ、こういう感じにしかできないんだから！


・雑で草

・ガチ百合ゆり過激派は本当だった……？

・一番あたおかな夢だけは本当とか真の肥こえ溜だめじゃんｗ

・そりゃ普通でいい子をあの社長が入れるわけないんだよなぁ……ｗ

・黙りやがれくださいは草

・リスナーにはメスガキなのねｗ



　そんなコメントが流れる中、ふと全智さんは無表情のまま私をじっと見つめる。そしてずいっと近寄り、目の前に全智さんの美貌が広がり、ひゅっ、と空気の漏もれる音が出た。

「な、なんですか。心臓に悪いんで近寄らないでください」

「……？　どうして？　ただ、髪かみにゴミが付いてたから取ろうと」

「それならそうと言ってくださいよ。顔面偏へん差さ値ち高すぎてビビるんですから」

「可愛かわいいのは花依も、でしょ？」

「あぁ、この無自覚クール美少女がよぉ……！」

　かぁと顔が赤くなるのを感じる。

　とてつもなく心臓に悪い。ただでさえその場にいるだけで存在感を放つのに、近寄られて甘あまい言葉を囁ささやかれて……むり。

　限界オタク化しちゃうでしょ。


・てぇてぇの気配がする

・肥溜め初のてぇてぇ!?

・花×全という概がい念ねん

・早々に分からされて草生える

・攻せめられるのは弱いとｗ

・ふーん、えっちじゃん



「好き勝手言いやがってオタクども！　考えてみてよ！　ファンだよ、私は！　正直話してるだけでも限界オタク化するのに、耳元で可愛いとか囁かれた時の気持ち分かる??」

「分からない」

「でしょうね！　囁きましょうか!?」

「良いよ」

　え。

　一いつ瞬しゆん思考に空白ができる。

　その間に全智さんは「ん」と私の方へ耳を差し出し、準備を終えている。


・漫まん才ざいかよ

・反はん撃げきされて固まってる花依カワイイ

・てぇてぇ

・やるのか？……ヤるのか？

・百合ゆり豚ぶた沸わいて……花依自身が百合豚なんだが？？？



　……やってやんぜ。やるしかねぇ。

　私だってただの拗こじれた限界オタクじゃないってことを見せないと、リスナーに舐められる。私はイジられる方じゃなくてイジりたいのだ。他意はない。

　私は形の良い全智さんの耳に口を近づけ――意識をガラッと変える。

　声は少し低め。色気のある演出で、

「かわいい」

　と、ただ一言。




「――っ、んぁ」




　すると、弾はじかれたように全智さんは顔を背ける。

　一瞬だけの甘い声。それは、全智さんの隠された性せい癖へきの発はつ掘くつに成功したということになる。

　私は更に畳たたみ掛けようと、逸そらした全智さんの顔を無理やり合わせて見つめる。

「あれ、全智さん。顔真っ赤だよ……？」

「っ、ズルい」

「どこかで耳が良いって聞いたので、試ためしてみて正解でした」

　私が出した声は、この十数年で身につけた最大の特技。

　１／ｆゆらぎを用いた相手の心に訴うつたえかけるテクニックだ。ここぞという時に使う。

　１／ｆゆらぎとは、人が心ここ地ちよいと感じるリズムのことで、普ふ段だんの声でこれを発する人はモテたり、初対面でも警けい戒かいされにくいなどと言った効果があるらしい（ネット知識）。

　これは別段特殊能力というわけでなく、実際に存在が証明されている。


・てぇてぇ……というか今のはワイも意識もってかれた

・えぐすぎ

・なにおっ始めてんだよｗｗｗ
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・全智が紅潮……!?

・マジで堕おとせそうなの草

・花依ハイスペックってマジ??



　養よう殖しよくハイスペックだが。

　配信以外は勉強とレッスンしかしてないが。こうなりたい？　ずっとＶＴｕｂｅｒのことしか考えられなくなるぞ。この先は修しゆ羅らゾ。

「コレ、堕とせそうだよ……」

　小声で呟つぶやく。

　チョロいというわけでもないが、さりとて世間で言われるほど冷れい徹てつで無関心なんて程でもない。

　感情を面に出すことが苦手なだけだね。普通の女の子じゃん。

「その声変えるのって元からできる……？」

「いえ、幼少期から鍛きたえてました。喉のど虐いじめ抜ぬけば案外できますよ！」

「絶対無理……。というかできてもやろうとしない」

「全部てぇてぇのためです」

「目が本気で怖い」


・花依の幼少期が気になるわｗ

・声優でも目指してたんか？　今でも普通にできそうなのに

・ガンギマリしてそう

・てぇてぇのために命懸かけてそう



「……それにしても、全智さん。本当に可愛いですよね。ケアしてなさそうなのに肌はだ綺き麗れいですし、多分女子ガチ勢にぶち切れられますよ、この艶つや」

「ケアってなに……？」

「は、ブチ切れていいですか？？？？」


・女子ガチ勢で草

・伏ふく線せん回収早すぎだろｗ

・確かに顔洗うだけで終わりな気がする

・全智のリスナー全員私生活把は握あくしてるからなぁ……



　お前のことは全部知ってるんだからな！（物理）

　だからなぁ……自分から個人情報を開示してるからね。そこだけは真似まねできない。怖いし。守れる力も……あるっちゃあるけども。

「全智さんは……まあそのままでいっか。すでに完全体ですからね」

「よく分からないけど花依もそのままでいいと思う」

「現在進行系でキャラブレブレなんですが？？？？」

「それが花依」

「煽あおってます？」

　そんな会話をしつつ、もうすでに時刻は夕方を越えて夜になっていた。永続して遮光カーテンだったから時間感覚が不明だった。全智さんはもとより時間を気にせず好き勝手していたみたいだけど。

　すると、隣でくぅ、と可愛らしい音が鳴った。

「……お腹なか減った」

　お腹に手を当てて呟く姿は子どものようで、私はくすっと笑いながら提案する。

「もしよろしければご飯作りましょうか？　和洋中なんでもござれですよ」

「カップラーメンならあるけど……？」

「栄養崩れるんでダメです。早死にしますよ」

「む、分かった。お願い」

「承うけたまわりましたっ」

　ビシッとわざとらしく敬礼をして、笑う。

　つられて全智さんも微笑む。やっぱり可愛い。

　私は掃除をしながら把握した家の間取りの記き憶おくを使って、キッチンに赴おもむく。冷蔵庫も設備全てがでかくて多機能だ。羨ましい。

「はぁ……」

　そして、予想通り冷蔵庫の中に調味料しかないことを確かく認にんして、手早く財さい布ふを持って言う。

「ちょっと買い出し行ってきますね。何が食べたいですか？」

「……はんばーぐ」

「はいはい了解です。行ってきますね」

「ん。お金払はらう」

「良いですよ。大人しく後こう輩はいに奢おごられてください」

　そう笑って私は全智さんの家を出た。

　廊ろう下かの涼すずしい風に当てられながら、私は誰かのために行動をするのはやはり気持ちがいい、と漠然と思った。

　前世でも世話焼きだと言われたが、今世でも発揮されているらしい。

　私的にはそうかなぁ？　と思うが。




＊＊＊




　一方その頃ころ。

「……堕ちそう」


・自じ業ごう自じ得とくで草

・結構深刻な声音してるしｗｗｗ

・最早花依ママじゃんｗ

・何気にちゃんと接してくれたのって花依が初めてじゃね

・リアルラブストーリー見せられてる気分だわｗ









3.　ソロＶＴｕｂｅｒは、それでもメスガキのメッキを塗る ＃堕とせ花依







　夜が更ふける前に全ぜん智ちさんの家からお暇いとまして一日が経った。

　寝ねられないかなと思ったけど引くほど熟じゆく睡すいした。

　今日は祝日だから学校もないし配信でもするか。

「最低、月五回配信って優しい方だよね、結構」

　個人勢でなく企き業ぎように所属している身として、月ごとに『何回まで配信しなさいよ～』というノルマが設定されている。

　企業ごとにピンキリだけど、うちの肥溜めは月五回以上の配信でノルマクリアとなる。良心的だね。

　これは社外秘で、大学生を含ふくむ学生の人が多いからだそう。私も高校生だからスケジュール調整が難しい。非常に助かる仕組みだ。

「もうお昼過ぎてるじゃん……。告知してご飯食べたら配信しよっと」

　と、思ってツニッターを開くと、そこには目を疑う光景があった。

「――ッ!?　フォロワー十七万!?　何事!?」

　初配信後に二万人程ほどだったフォロワーがいつの間にか十倍近くまで膨ふくれ上がっていた。驚きなんてものじゃない。バグを疑うレベルだけど!?

「ってことはミーチューブの方も――――アッ――」

　思わず汚ねぇ声が出た。

　いずれはトップＶＴｕｂｅｒになってやるぜ！　という気き概がいは十分にあったものの、それはステップを踏むことが前提の話。

　一ヶ月で五万人でも目指そうと心の中で誓ちかっていたのに。

「登録者……に、二十万……十七万も増えてる!?」

　待て待て落ち着けクールにいこう、私。取り乱すのは私らしくない。いや、私らしいわ。昨日を思い出せ。

　……とにかく。

　心当たりはただ一つ。

「昨日の全智さんとのコラボが大きいか……。結構全智さんのリスナーが流ながれ込んでるみたいだね」

　確かに二百万人も登録者がいれば大きな飛ひ躍やくもする。

　しかし、予想以上だ。あり得ないとまではいかない数字だが、想像を大きく超こえたのは事実。

「別に最終目標がてぇてぇだし数字は二の次なんだけどさぁ……素す直なおに喜べない!!　私の素バレのお陰かげじゃん！　あれ！」

　メスガキで覇は権けんを握にぎるとかほざいた私をぶん殴なぐりたい。やっぱ素直さって大事なんだね。身にしみて分かったけど天あま邪の鬼じやくで行きたい。

　だって、寄生してるみたいで嬉しくないし。どうせなら自分の力だけとまで言わなくても、胸を張って自分の名前を言えるくらいには成長したい。

　どれだけ研けん鑽さんを積んでも、まだ私はＶＴｕｂｅｒ一年生。

「よしっ、登録者が減らないように頑がん張ばる！」

　どのみちしばらく増えないだろうからね。

　コラボメインでいきたいけど許可出るまで時間かかるし、オフコラボなんかは滅めつ多たにでないと思う。

　と、気合いを新たにしていると、メッセージアプリ【ザ・コード】から通知がきた。

「およ？」




―――

漆しつ黒こく剣けん士しツナマヨ『はじめましてっ。同じ二期生のツナマヨです！』

―――




「わーお、名前負けした陰いんキャちゃんじゃん。どうしたんだろ」

　相手は私の次に配信した肥溜め二期生の【漆黒剣士ツナマヨ】。

　どんな厨ちゆう二に病びようキャラが来るのかと思えば、現れたのはただのコミュ障陰キャだった。私は軽く吹ふいた。名前負けしすぎだろと。

　とはいえ、その初うい々ういしさとあたおかによって人気を博している。やっぱり肥溜めクオリティ。

　ビジュアルは、片かた眼めを隠かくした黒くろ髪かみ青メッシュに、刀を装備した和装美人。極きわめつけに装着された狐きつね面めんは、一部層の性癖に突つき刺ささりそうである。

　漆黒剣士とは……？　と思ったけど、そこはツッコんだら負けな気がする。

　髪の長さはボブで、常に軽く赤面しているのが特とく徴ちようで、話し方と声質含めて非常によく似合っている。

　その鈴すずの音のような透き通る綺き麗れいな声は、私も癒いやされた。




―――


花依琥こ珀はく『はじめまして。二期生の花依琥珀です。どうしたんですか？』

漆黒剣士ツナマヨ『あっ、お返事ありがとうございます！　コラボのご相談がしたくて連れん絡らくしました！』

花依琥珀『コラボですか。マネの許可が降りれば構いませんよ。ただ堕としますけど良いんですか？』

漆黒剣士ツナマヨ『そんなにチョロくないので大だい丈じよう夫ぶです！』



―――




「ほほう、言ったな？」

　私はニヤリと笑いながら大丈夫です、と言い切ったツナマヨにメラメラと燃え上がるモノを抱いだく。

　眠ねむ気けを帯びた目はすでに覚めた。やってやろうじゃないの。

　フフフと笑いながら、私は即そく座ざにマネージャーにメッセージを送る。

　たまたま見ていたのか二つ返事で『問題ありません。同期のコラボであれば許可の必要はありませんよ』との言葉が。

　まあ、先せん輩ぱいとのコラボは変な軋あつ轢れきを生むこともあるしね。

　私は続けてツナマヨに了りよう承しようの返事を送る。




―――


花依琥珀『マネの許可が降りました。空いてる日って分かりますか？』

漆黒剣士ツナマヨ『明日はどうでしょうか！　あと、敬語不要です！　同期なので！　私のは素です！』

花依琥珀『オッケー、ツナちゃん。明日の夜９時からでどう？』

漆黒剣士ツナマヨ『ツナちゃん!?　か、構いません！』



―――




「メッセージ越ごしなのに生き生きしてるねぇ……。反応見る限り、素で配信してるね、多分。良い意味で裏表なさそう」

　コラボの日取りが決まった。

　思いがけずに急きゆう遽きよコラボすることになった漆黒剣士ツナマヨことツナちゃん。

　どう堕とせば良いのか。

　攻こう略りやく方法も含めて、まずはソロ配信を頑張るぞ！

「あ、お昼ごはん食べないと」




＊＊＊




「はい、キラメク以下略、メスガキの花依でーす」


・思いの外雑だった

・雑さに磨みがきかかってて草

・設定全飛ばしやんけｗ

・メスガキは嘘だろｗ



　一時間前に告知しただけだが、同接は一万人ちょっと。今も増え続けているから、新人ＶＴｕｂｅｒとしては異常な数値だと思う。

　あと、とりあえずメスガキは嘘って言わんといてや。

「祝日なのに予定の入ってない可哀かわい想そうな君たちに、優しい優しい私が来てあげたよ～♡」


・あざとい

・ホッコリするの何でだろ



「煽ってんのに落ち着かないで!?」


・分からせ完かん了りよう後だからじゃね

・自業自得

・花依ママー



「誰だれがママだ。童貞オタクの世話なんかしたくないよ。どうせ今だってベッドでポテチ食べながら配信見てるんでしょ？　ちゃんと片付けよ？」


・ギクッ

・ママじゃんｗ

・ふいに醸かもし出す母性ｗ

・童貞言うな



　童貞は大事だよ。

　ＶＴｕｂｅｒに傾けい倒とうしすぎて童貞で生と性を終わらせた私が言うんだから間ま違ちがいない。これ以上ない説得力でしょ。

「まあ、それはさておき。朝起きたら登録者増えててビビったんだけど！　何かの陰いん謀ぼうじゃないかって疑ったよ。これも全智さんの赤面のお陰かぁ～。可愛かったなぁ、あの姿。残念だったね～、ハンバーグ食べてる時のニマニマした微笑み見れなくてさぁ～。全智さんってクールゴリラとか言ってるけど、ただの普ふ通つうの女の子だよ」


・てぇてぇに命懸けてる女は伊達だてじゃなかった

・一生分の栄養補給感謝だわｗ

・まさか肥溜めでてぇてぇが見れるとは思わなんだ

・全智がなぁ……ｗｗｗ

・即そく堕おちだったからなｗ



「だけどまだ足りない……!!　私は肥溜めのＶＴｕｂｅｒ全員堕とすまで欲求は解消しないよ……ッ！　もっと、もっとてぇてぇを寄よ越こせ」


・瞳ひとみイッてて草

・わざわざ白目剥むかせんなｗ

・てぇてぇ欲ほしいから地産地消した女ｗ

・地産地消は草



　私は美少女だからね。

　やっぱり美少女が美少女と絡からむ姿でしか取れない栄養素がある。リスナーも満足するし一石二鳥だよね。

　そうだ。ここらでドＭのリスナーにサービスでもしようか。

　私は声質を変え、高めで舌っ足らずなカワボに調整して、

「ざーこ♡ざーこ♡」

　とハートマークを強調して言ってやった。

　男なんて８割はドＭだ。

　メスガキには需じゆ要ようがある……！　ドンッ……。


・なんでだろうか、声かわいいのに萌もえない

・素がいい子なせいで煽られてもなぁ……

・ＨＡＨＡＨＡメスガキ（笑）



「ボロクソ言い過ぎでは!?　美少女のざーこだよ!?　もっと喜ぼうよ！　私なら軽く昇しよう天てんするくらい興奮するんだけど！　もっと……こう……欲望に正直にならない？？？」


・ナリスギィ！

・その結果百合てぇてぇ過激派あたおかＶＴｕｂｅｒが誕生したんですね理解しました

・草

・お前が言うのかよｗｗｗ

・反面教師にします!!



「見習えよ！！！」

　あー、もう！　口調が乱雑になるんだけど！

　男おとこ勝まさりな美少女なんて私のキャラじゃない！　……再三言うけど私のキャラってなんだよ、ちくしょう！

「ぐぬっ、折せつ角かく今日は君たちに耳寄りな情報を伝えようと思ったのに。告知して驚おどろかそうと思ったのに」


・拗すね花カワイイ

・かわいい

・かわいい



「ここでかわいいは望んでないの!!　[image: ][image: ]……花依、好き。愛してる。……よしっ」

　全智さんの声をコピーし、絶対に言わないであろう愛の言葉を自分に囁くことでメンタルを回復する。これぞ本当の地産地消。


・は？　ちょ、え？

・全智？　いんの？

・まさかだけど声真似……？

・いや、さすがにこれを声真似って言うには無理だろ……

・地産地消すんなよ

・絶対に言わないであろう言葉だなｗｗｗ



「言ってない気がするから言うけど、誰のどんな声であっても真似できるよ。男声は喉のど傷つくからあんまりやりたくないけど出来るし、一度聞いたらある程度完かん璧ぺきに真似できるよ～」

　これぞまさしく努力の賜たま物もの。

　……まあ、この体自体がかなりハイスペックだったのもある。声の音域が広いから出しやすいうえに、自身がイメージした通りに調整できるから、才能もあったかもね。でもこれは努力だ。

　強い意志の下で行った研鑽は、たとえどんな要因があったとしても努力に変わりはない。そうじゃなきゃやる意味がないでしょ？


・まじかよ

・何となく想像はしてたけどチートだろｗ

・エグい逸いつ材ざいを入れたな、肥溜め

・これだけで食っていけるのになんでＶＴｕｂｅｒを……あ、てぇてぇか

・理解早くて草



「ほほほ、そうと分かれば敬いな～。――と、おっとそろそろ時間だね。告知タイムよ～」

　私は配信画面に、ドンッと漆黒剣士ツナマヨの立ち絵シルエットを置いて言う。

「明日の夜九時にコラボだよ！　相手はこのシルエットの人！　分かるかなぁ～？　まあ、楽しみに待っててよ！」


・来たああああぁぁ！！！

・堕ち被ひ害がい者しや二人目来たあああ!!

・果たして今回は堕とせるのか！

・よりにもよってあいつかよ！ｗ

・癖くせ強い奴やつらから狙ねらう習性でもあんのかｗｗｗ

・頑張れ

・＃堕とせ花依

・＃堕とせ花依



　散々言われてるよツナちゃん。

　私も明日が楽しみになってきたなぁ～。

　一体どんな物語があるのか。

　コラボは私の力だけじゃ成功しない。相手がいてこそ生まれる物語がある。

　期待に胸を膨らませて、私はニヤリと笑えみを深めた。







4.　現実世界においても発揮されるガチ百合過激派







　これでも私は華はなの女子高生、という伝説の存在だ。

　ＶＴｕｂｅｒのために中卒で過ごすことも考えなかったわけじゃないが、二秒ほど逡しゆん巡じゆんして諦あきらめた。

　単純にデメリットが大きいことと、社会経験を積むことは成長に繋つながると知っていたから。

　今でこそ人生二周目だけど、前世は男だったし、女子高生としての経験も大切だしね。そのお陰である程度女の子として馴な染じめているのもある。

「だとしても学校がめんどくさいのは共通認にん識しきだよねぇ……。だるい」

　朝起きて、鈍にぶい思考の中でそんなことを呟く。

　両親は仕事でいない。というか滅多に帰ってこない。これぞラノベ主人公のようなご都合主義！

　……別にＶＴｕｂｅｒやってることは知ってるし不都合なことはないんだけどね。声聞かれたところで誇ほこりを持って心血注いでるわけだし恥はずかしくない。

「朝だけが面めん倒どうだよ……」

　とにかく女の子は支し度たくしないといけないことが多すぎる。それだけで一時間は平気で溶とかすから舐なめるんじゃないよ、女の子。

　男の頃が羨ましくもあり、もっとケアしておけば良かったと後こう悔かいしたり。

「よし、今日も可愛い」

　粗あら方かた準備を終えた私は、鏡を見て決めポーズ。

　いつも通り見るもの全てを虜とりことする美少女が映っている。ナルシストとでも何とでも呼ぶといい。可愛いのは事実だから！

「行ってきまーす」

　誰もいない家にゴートゥースクールの挨あい拶さつをして、私は学校へ向かった。

　生足が寒いでゴザル。




＊＊＊




「相変わらず痴ち漢かんされそうなくらいにエロいね。おはよう」

「その挨拶はなくない？　褒ほめてないよね、貶けなしてるよね」

　友人の一人がニヤリと笑みを浮うかべて挨拶をしてきた。

　茶ちや髪ぱつのボブ。

　いつもニヤニヤと悪戯いたずらな笑みを浮かべるのが特徴の、外見上はどこにでもいそうな少女。

　奴は川かわ内ない江え里り子こ。

　私は親しみと敬意を持って、奴を川内と呼んでいる。

　そんな川内の挨拶は、同性でなければセクハラ待ったなしである。同性であってもこれはセクハラでしょうよ。

　とはいえ、痴漢されそうというのはあながち間違いでもない。ラッシュ時の公共交通機関に乗れないからね。確実に痴漢されるから。

　男子の好み全てを煮に詰つめた姿をしている私。

　現に教室にいる男子たちから好色な視線が届くわ届くわ。おっぱい見すぎだぞ野や郎ろうども。

　唯ゆい一いつそんな目で見ないのはクラス一のイケメンだけだ。

　まあ、奴は性癖が拗れてるしね。

「今日一限から体育だぜ？　ダルくない？」

「そう？　私体育好きだよ？」
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　友人は体育が嫌きらいなそうだが、私は前世からのきらいもあって得意だし好きである。男子に負けないくらいの身体能力は持ち合わせてるし。養殖ハイスペック舐めんなよ。

「えー……蓮れん華げは無防備だからそんなこと言えるんだよ。男子と合同の時なんかマジで胸しか見てないよ、あいつら」

「見るだけなら見せとけば良いんだよ。手には届かないんだから」

「うわっ、無む慈じ悲ひ。ははっ、名言っぽくて面おも白しろいんだけど！」

　私は百合ゆりガチ勢だ。

　友人はそういう目で見ないように意識を分ぶん離りしているから、特にどう思うこともない。

　ケタケタと笑う友人に呆あきれながらも、私は教室の隅すみにいるギャルっぽい二人組と目が合う。

　二人はケッ、と吐はき捨てるような素そ振ぶりを見せつつ、わざとらしく視線を逸そらす。嫌われているのは明白であった。

「ん？　あー、あの二人、蓮華のこと嫌ってるもんね。気にすんなよ」

「直球で言い過ぎじゃない？　別に何もしてないんだけどね」

「嫉しつ妬とよ、嫉妬。蓮華が幸喜くんのこと狙ってんじゃないかって思ってんのよ」

「イケメンくんには興味ないよ。あっちも同じだろうし」

「どうだろうね～」

　女子の面倒なところは、特に何か仕出かしたわけじゃないのに因いん縁ねんをつけられ嫌われる。……女子だけじゃないか。高校生としての共通の問題かな。

「あ、俺おれの話、した？」

　会話に入ってきたのは件くだんのイケメン、佐々木幸喜だ。

　黒髪の俺様系とワンコ系と気弱系を纏まとめて合成した感じ。イケメンは心の中といえど描びよう写しやしたくない。目が腐くさる。

「してない。自意識過か剰じよう乙おつ」

「これ川内。落ち着きなさい」

　去れ去れと言わんばかりに嫌けん悪お全面で煽る川内を止める。君のその行動のしわ寄せがギャル二人組に嫌われる原因なんだけどね。全部が全部じゃないけど。

　というか川内、イケメン嫌いすぎでしょ。

「あぁ、いやごめん。邪じや魔まする気はなかったんだけど……そこ、俺の席だから……」

「あ」

　川内が座すわっていた机はイケメンの席だった。

　私も気づかなかった。だからチラチラこっち見てたのか。

　私は川内の頭を引っ掴つかんで下げさせる。

「謝あやまれ川内」

「ごめんなひゃい……」

　イケメンはあぁ、うん、と川内が避よけた後に座り文庫本を取り出し読み始めた。

　その文学男子とも言えるべき姿に、周りの女子たちは『ほぅ……』と息を漏もらし、男子たちは怨えん嗟さの籠こもった瞳で『チッ』と舌打ちをする。

　だが私は知っている。




　――こいつが百合系ラノベを好んで読み、そのせいでリアルの女子に恋れん愛あい感情を抱けなくなった悲しき業を。




「優やさしくしようよ、川内」

「やだよ、イケメンって鼻につくんだもん」

「ただ単にイケメンって種族を嫌ってるだけでしょ。個人を見なさい」

　むぅ、と膨れっ面つらの川内の頭を撫なでながら私はイケメンに心の中で合がつ掌しようした。
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　――ところで話は変わるが、面倒事は降って湧わくものだと思う。

　持論でも何でもなく、単なる経験則からの事実だ。オカルト的な話と交わらせると、面倒事に巻き込こまれる時は大たい抵てい首の裏にピリッと謎なぞの痛みが走る。

「あー……面倒事来ちゃったか」

「どうした？」

　川内が私の表情を見て首を傾かしげる。

　今は放課後。ちょうど帰ろうとしている時に走った首裏の痛み。こういう時の勘かんはよく当たる。

「川内。ちょっと用事あるから先帰っててくれない？」

「ん、良いけど早く追いついてよね」

　何かあると察したのか、微かすかに心配を瞳に宿して渋しぶ々しぶと教室を出た。

　そのタイミングで立ち塞ふさがる二人の女子。

　朝方睨にらんできた二人組のギャルだ。

「ちょっと良い？」

「校舎裏についてきてほしいんだけど」

「話がある」

「逃にげようったって無む駄だよ」

　……うん。うん。

　一人ずつ喋んなや。

　そのまま素直にホイホイ付いて行って、連れて行かれたのは典型的な校舎裏。

　人もいないし、草木は荒あれ果てて雰ふん囲い気きがある。

「いったいどうしたの？　こんなところまで連れてきて」

　さて、と二人に向き直って問い掛かける。

　尚なおも睨みつけてくるギャルたちに辟へき易えきとしながらも、ここまで行動を起こしたなら何かあるだろうと相手のアクションを待つ。

　すると、金きん髪ぱつと銀ぎん髪ぱつのギャルのうち、金髪の方が気の強そうなツリ目で私を睨んで言う。

「気に入らないのよ。お高く止まってさ。今日だってわざと幸喜くんの近くに座ることで繋がり持とうとして必死かよ」

　いや、深読み……。場所選んだの川内だし。

　……まあ、こんなことだろうなと思った。いつだって嫉妬は行動に移せば攻こう撃げきとなる。その手段が口こう撃げきであれ物理的な攻撃であれ面倒なものだよ。

　私が可愛かわいいのが悪いのか……多分そうだね！

　続いて銀髪の方が言う。

「確かにあんたは可愛い。でも、それが気に入らない。あんたなんかに幸喜くんは似合わない。私たちも似合わない。誰にも付き合って欲しくないの、幸喜くんには」

「なるほど？」

　なんだただの厄やつ介かいオタクか。

　リアルに推おしがいるだけで私の同類じゃん。そりゃ、推しに美少女が近づいたら穏おだやかじゃいられないよね。分かる。

　この学校面倒な奴ら多すぎじゃん。私然しかり。

　あと、イケメンくんは二次元の世界にいるから誰とも付き合わないと思うよ。

　……まあ、唐とう突とつに『嫁よめができた』とか言ってこの二人の脳が破は壊かいされることがあるかもしれないけど。

　そこは仕方ない。

　……ただ、毎回こういうことが起きるのは面倒だ。

　メンタル的にも時間的にも勿もつ体たいないでしょ？

「黙だまってないで何とか言ったらどうなのよ」

　金髪ギャルの言葉に、私は行動で示す。

　３メートルほどだった距きよ離りを縮めてゆく。『な、なんだよ』と二人が狼狽うろたえるのも構わずに、私は壁かべ際まで二人を追い詰つめる。

「ねぇ、二人とも。もしも私が――女の子のことが好きって言ったらどうする……？」

　声を変える。

　ハスキーボイスinゆらぎ。

　二人をまとめて壁ドンし、耳に息を吹きかける。

「「――ッ、ひぅ」」

　二人揃そろって顔を真っ赤に染めて、腰こしが抜ぬけたようでその場にへたりこむ。意外と可愛いところあるじゃん。

　数分待って二人が回復すると、彼かの女じよたちはフラフラしながら一字一句同じ言葉を言う。

「「た、多様性の時代なんで良いんじゃないですか……」」

「そうくるかぁ……はははっ、まあ冗じよう談だんだよ。ただ、恋愛も興味ないし、あなたたちの気持ちも分かるには分かるから、近づかないでって言うならそうするよ。元々委員会が同じなだけで大した関わりはないし」

　それでどう？　と二人に問うと、まだ衝しよう撃げきから覚めていないのかふるふると力無さげに頷うなずいて去っていった。

　行動としては褒められちゃいけないもんだけど、正面切って理路整然とした理由と正直な気持ちを伝えてきたのは好感度が上がる。別に怒おこってもいないし、これはこれで青春っぽくて私は好きだよ。

　……問題は私がＴＳガチ百合ＶＴｕｂｅｒっていう中身の問題だけど。







5.　名前負けした百円おにぎり系ＶＴｕｂｅｒ ＃演技はＶＴｕｂｅｒ







　私は確かにＴＳガチ百合Ｖオタ過激派ＶＴｕｂｅｒだけども、何も強ごう引いんな手段で堕おとそうとは思っていない。あくまで、わか……[image: ][image: ]、同意のうえでライトに堕ちて欲しいと思っている。

　そういう条件であれば、まさしく全ぜん智ちさんにしたような『世話焼き系、最も早はや家族……!?』は悪くない。ぶっちゃけゴミ屋や敷しきだったから不ふ可か抗こう力りよくなんだけど。

「ツナちゃんは……んー、あれでいくか。上手うまく行けば即堕ちはできそうだけど、そんなにチョロいかなぁ」

　見事にフラグを建築してくれたから無事に回収してくれたら嬉うれしい。

　でも、今回はオフコラボじゃないから直にアピールできない。私の話術と工く夫ふうがすべての鍵かぎを握るだろう。

　ＶＴｕｂｅｒなんだからアバターで堕としたいよね……！　まさしく真のてぇてぇ……ッ！　リスナーが求めてるやつだ。

「フッフッフッ……！　楽しみだなぁ」

　堕とす堕とさないに限らず、実際にＶＴｕｂｅｒとして配信をすることは楽しい。夢だったからね。夢を叶かなえるために努力してた時も楽しかった。

　でも夢を叶えた後の方が楽しいなんて幸せだよねー。

　憧あこがれの舞ぶ台たいに私は立っている。

　だから胸を張って、私は全ての人に報むくいるんだ。
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「や、闇やみに呑のまれた漆しつ黒こく剣けん士し、ツナマヨですっ！　きょ、今日は初めてのコラボでしゅっ……あ、噛かんじゃった……」


・これは紛まがうことなき陰キャ侍ざむらい

・かわいい

・名前負けしてて草



　和装美人ことツナちゃんの立ち絵が表示される。

　今回はツナちゃんの枠わくでコラボすることになっている。事務所側の希望らしいから、私の登録者を上手く流入させる魂こん胆たんかな。

　早さつ速そく陰いんキャ具合を披ひ露ろうしているツナちゃんに苦く笑しようしながら、私も立ち絵を表示させて言う。

「あざとくて草」

「酷ひどい……!?」


・おめーよりはあざとくねぇよ

・おま言うｗ

・素で陰キャのツナマヨを見習え



「素で陰キャとか絶対見習いたくないじゃん。それはツナちゃんのアイデンティティだよ」

「陰キャがアイデンティティって複雑なんですけどぉ……！」

「持ち味持ち味」

「馬鹿にしてますぅ……」

　私のリスナーらしき人がいじってくるけど、ぶっちゃけツナちゃんの方がオモチャにされている節がある。

　消費税込みの百円おにぎり、とか言われてるからね。長い上に安い扱あつかいされてるの酷い。


・ツナちゃん!?　君たち仲良いのかｗ

・これは意外な組み合わせ

・花×ツナの概がい念ねん

・全智「じー」



「ん？　呼び方？　昨日ねー、敬語じゃなくて良いよって言われたからそうした。扱いは適当よ」

「え、信しん頼らいを込めた呼び方じゃなかったんですか。結構嬉しくて小こ躍おどりしてた私の純情は」

「陰いんキャ乙おつ」

「グハッ……」

　昨日初めてメッセージ交かわした相手に信頼も何もないでしょうよ。個人的に気に入ってはいるけどね。配信も見てるし。

　肥こえ溜だめは同期も先輩も含ふくめて全員分見てるからね。堕とす研究のためってのもあるし、忘れてるかもしれないけどＶオタだからね、私。


・ツナ虐助かる

・テンポ良いなｗ

・無む　慈じ　悲ひ　ｗ

・これぞ１００円クオリティ



「そ、それは置いておきます。今回は、私を堕とすって言った花はな依よりさんを返り討うちにするために考えてきたんです」

「ほほう。何をだね。【ザ・コード】でそんなにチョロくないので大だい丈じよう夫ぶです！　と啖たん呵かを切った実力を見せてくれるんだろうねぇ……？」

「ぴぅ！　そ、そ、そんな大層なものを期待しないでください!!」

　たのしい。

　おっと、知能指数下がった。危ない危ない。

　良い反応をしてくれるもんだからついついからかってしまう。これがツナちゃんの武器の一つか。コラボはやりやすいだろうねぇ。


・花依にクソビビってるｗ

・ただのメスガキ（笑）だぞｗｗｗ

・どんな時でも（笑）は忘れないファンの鑑かがみ



　そんなコメントが流れる中、少し合間を置いてツナちゃんは切り出した。

「な、名付けて！　堕とされる前に堕としてしまおう作戦です！」

「で？」

「悩のう殺さつです、悩殺！　……うっふ～ん」

　艶なまめかしい（本人談）声で唐突にツナちゃんは悩殺（本人談）を始めた。

　私がどう反応していいものか困っていると、ツナちゃんは涙なみだ目めが画面越ごしに垣かい間ま見みえる声で叫さけびだす。

「なんか言ってくださいよぉ……」

「いや、ごめん。展開が急すぎて。よわよわすぎない、ツナちゃん。メスガキの私が煽あおれないレベルで虚きよ弱じやくだよ」

「うぅ……ソロならそこそこできるのにぃ。初めてのコラボで舞まい上がってることを勘かん定じように入れてくれません……？」

「私の初めてのコラボが大失敗したこと煽ってんの？　ねぇ」

「ひぃ、あれはあれで成功じゃないですか!!　結構好きですよ！　あの花依さん。私もリアタイでママって呼んじゃいましたし！」

「そんな情報は求めてないの。悩殺はどうでも良いから次いこ」


・弱すぎてｗｗｗ

・守ってあげたいって思う前に守れない（迫はく真しん）と諦めるレベルｗ

・扱い雑スギィ！

・あれは成功でしょｗ

・数字的には成功じゃね。メンタルは知らん

・ま、まあ？　全智堕とせたし良いんじゃね？ｗｗｗ



　うるせー！

　失敗って言ったら失敗なんだよ！

　あの配信で私がしたことって、掃そう除じして料理作っただけなんだが？？？　家事配信？　雑談コラボのつもりで来たんだよ！！！

「で、では互たがいの趣しゆ味みの話でもどうでしょう」

「いいねいいね。ツナちゃんから言っちゃって」

「分かりました！　では僭せん越えつながら語らせていただきたいと思います！」

「お、その堅かた苦くるしさは侍っぽい」

　どうやら趣味を言い合う回のようだ。合コンかな？

　……ただまあ、これをツナちゃんに語らせるとヤバいことになるんだけどね。知ってて私はやってる。

　堕とすために。

　コメントも予想通り加速する。


・これはヤバい

・花依ヤバいって。止めろ

・趣味だけは語らせたらあかん

・あーあ、これはもう配信終わったな

・これから風ふ呂ろ入ろうと思ってたのに徹てつ夜や確定じゃん……






　ここからツナちゃんの独どく壇だん場じようが――




「私は小説だとか漫まん画がとか読み物が好きでして！　特に異世界ファンタジーが大好物なんです！　よく自分をキャラに投とう影えいさせたり、オリジナルの設定を作って妄もう想そうしたり！」




　――始ま――




「そうですね……ふへへ。私はこの状じよう況きようだとか弱き王女様とか！　花依さんは護衛騎き士しなんかも似合いそうですね。気が強くて芯しんがあるので。あぁぁ……なんかインスピレーション湧いてきましたぁ！

　――あぁ、旅の途と中ちゆう、王女は賊ぞくに襲おそわれ窮きゆう地ちに！　力も何もない彼女は涙なみだで震ふるえながら『やめてください！　誰だれか助けて』と叫びます。しかし、残念ながら叫びは届かず、頼たのみの護衛騎士は賊と戦いの最中！　私は賊のギラつくような下げ卑びた視線に恐きよう怖ふで慄おののきます！　賊の汚きたない手が私に迫せまる中！　颯さつ爽そうと現れる賊を打だ倒とうした護衛騎士がこう言うのです！」

　――らない。

　今だ。意識と声を切り替かえる。

　ツナちゃんの設定を思い出せ。今の私は護衛騎士。

　凛り々りしく、強い。姫ひめを敬愛する……声は高めで凛々しく。気の強い女騎士をイメージ。

　さあ、大変だ。姫ひめ様さまが危ない。

　そんな時に私騎士は何を言う？

「「――ご無事ですか！　姫様！」」


・！！？！！？！！？！！

・え、待って、花依!?

・鳥とり肌はだ立った

・そういう展開！　おもしろ！

・確かに演技の出番か

・心なしか情景が目に浮かんだ
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「……っ」

　息の漏れる音が聞こえる。

　正気に戻もどったのだろうと察した私は、掴みは成功したと微かに息を吐く。

　――漆黒剣士ツナマヨには妄もう想そう癖へきがある。

　それも配信中に没ぼつ頭とうしてトリップするほどに重度な。

　彼女は初配信で趣味を語り、その結果主人公最強モノの女主人公の妄想を11時間続けて話した。

　最後はヒロインとキスをして終わる、というものだったために百合適性はある。

　それを知っていた私は、敢あえて趣味に誘ゆう導どうすることで一ひと芝しば居いを打つことに成功した。

　彼女は初配信の後日、誰にも理解されずに敬遠される悪い癖なのだと語った。このＶＴｕｂｅｒならば受け入れられるのではないかと思ったのだと。でも、楽しくて長時間話してしまった。これからは控ひかえるようにすると。

　でも、私は悪い癖だとは思わない。

　妄想なんて誰もがする。テロリストが学校に入ってきて、自分が颯爽と打ち倒たおす。男の子なら誰もが通る道だ。

　ピンチに駆かけつけるイケメン。私はともかく、女の子なら通る妄想の道のはず。白馬の王子様的なね。

　それが拡大しただけの話。

　他人が否定しようと私は否定しない。それだけ想像力があるのだと称しよう賛さんしたいね。

　でも、言葉で言っても伝わらない。

　それはツナちゃんの根深い問題のはず。

　今彼女はトリップから復帰し、またやってしまったと後悔しているだろう。

　だからこそ――

　――行動で見せようか。

「続けようか、ツナちゃん」

　声を戻して私はツナちゃんに語りかけた。

　嘘うそじゃない。本音で語る。こういうタイプは往々にして嘘に敏びん感かんだからね。私が前世でそうだったように。

「……い、良いんですか？」

「もちろん」

　不安げに問うツナちゃんに即そく答とうし、続きを促うながす。

「ぐすっ……え、えぇ！　お望みとあらば続けましょうとも！　そうです！　『あぁ、来てくださったのですね、私の騎士様！』」

「『あなた様のためならどこにでも。私は姫様の護衛騎士なのですから』」




　――五時間後。




「――おしまい」

　ツナちゃんのその一言で私から演技が抜ける。

　襲う虚きよ脱だつ感。演劇のような形式だったから、かなりの体力が消しよう耗もうされた。鍛きたえてる私ですら疲つかれたのに、終始元気だったな、ツナちゃんすごいな。

　演劇が終わり、コメントも加速する。

　これだけの長時間だったのに、同接はほぼ変わっていない。三万人もの人がいる。

　作業しながらイヤホンで聴いていた人が結構いるらしいが、それでもこれはツナちゃんと私が繋げた演技の成果だ。


・なんだろう。すごかった

・普ふ通つうに感動したんだけど。即そつ興きようでしょ、これｗ

・天才たちの遊ゆう戯ぎを垣間見たｗｗｗ

・面白い。本出せるだろ。むしろ出せ

・↑５・７・５で草

・演技派の花依はともかく、ツナマヨの演技もうまくね？

・物語に没頭できたの初めてなんだがｗｗｗ

・またやってくれ

・これだけ飽あきない長時間配信は初めてだわ



　コメントは絶賛の嵐あらしだった。

　重箱の隅をつつけば批判も出るだろうけど、そんなものは些さ細さいなことに過ぎない。

「楽しかったねぇ、ツナちゃん」

「うぅ、ぐすっ、はい！」

「なんで泣いてんのさ。劇の主役が泣いてちゃダメでしょ？」

「だってぇ……こんなの初めてでぇ……嬉しくて。本当に嬉しくてぇ」

「はいはい、よしよし。泣かないの」


・てぇてぇ

・てぇてぇ

・やっぱママだろｗｗｗ

・ツナマヨ初期勢のワイ、目にゴミが入る

・↑ハンカチやるよ

・気持ちはわかる



　泣き続けるツナちゃん。

　別に大したことはしてないんだけどね。純じゆん粋すいにツナちゃんのファンだし。

　私のいた歴史ではツナちゃんはいなかったから新しん鮮せんだったし。バタフライエフェクト的な何かかもしれないけど、それならそれでいい。

　ただ私の眼の前にいるのは、全智さん然り歴史の記録なんかじゃない。生きているＶＴｕｂｅｒだ。そこの分別は大事。

「どうして」

「ん？」

「どうして花依さんは乗ってくれたんですか。私の悪い癖くせに」

「悪い癖なんかじゃないじゃん。コメント見てみなよ。うちのざーこリスナーもツナちゃんのリスナーも称賛してるでしょ？　これは純粋にツナちゃんの力だよ」


・誰がざーこリスナーだ

・部分的にメスガキ（笑）になるなｗ

・称賛するだろ、そりゃ

・実際面白かった

・ツナマヨの初期勢だけど、一人語りも人気あったぞ。リアタイはともかく、アーカイブでちゃんと見てくれるくらいには



「で、でもそれは花依さんがいたからの話で」

「まったくゴチャゴチャと陰キャはうるさいなぁ……」

「ひどい!!」

「褒められてるんだから素す直なおに受け取っておけば良いでしょ。私は好きだよ？」

「うぇっ、えぅ……その」

「ツナちゃんの配信がね」

「あっ、そーゆーことですね、ええ、分かっていましたとも」

　何を勘かん違ちがいしたのか言葉に詰まるツナちゃんに、私はニヤリとあくどい笑えみで訂てい正せいした。けけけ、引っかかってやーんの。


・これはまさしくてぇてぇ

・悪女ですねぇｗ

・急に早口になんの草

・あっさり騙だまされるツナマヨｗｗｗ

・ここ切り抜き確定やろ



　私はひとしきり笑って、ふいにツナちゃんにもう一度問とい掛ける。

「ねえ、楽しかった？」

「はい、とても」

「じゃあいいじゃん。それで。楽しさに難しく理由をつける必要なんてないよ」

「うん……」

　粛しゆく々しゆくと頷くツナちゃんの頷きは、本当の素だと私は思った。いいね。素直な娘こは嫌いじゃない。


・泣きそう

・なんでお前メスガキキャラやってんの？

・全てのリソースをてぇてぇに捧ささげた女

・草

・悪感情をてぇてぇに使用したから残ったのが聖女なんですね、分かります



　うるせー定期。

　全てのリソースをてぇてぇに捧げたのは間ま違ちがってないけどさ。馬鹿にされてるじゃん、絶対。

　……と、もう深夜だよね。

　そろそろ終わらないと明日の学校に響ひびく。

「ツナちゃん。時間時間」

「ハッ……！　もう深夜でした！　これで今日の配信は終わりたいと思います！」

「はいはい、バイバーイ」

　これで終わりかなと思っていると、最後にツナちゃんはある言葉を残して配信を切った。

「そ、そのありがとうございました。私、チョロいかもしれません……で、では！」


・堕ちたな（確信）

・一枠で堕とす女

・堕ちただろ（確信）

・これで二人目か……






＊＊＊




　配信が終わり、私は椅い子すの背もたれに体を預けながら呟つぶやく。

「途中から堕とす気なかったんだけどなぁ……」

　まあいいか。

　これでツナちゃんも少しは自分に自信が持てただろうし。

　無事にツナちゃんは登録者を急増させた。

　謙けん遜そん無しで私とツナちゃんの努力の甲斐かいがあった。私だけじゃツナちゃんは伸のび悩なやんでいただろうし、ツナちゃん一人だと道は切り開けなかっただろう。

　これぞまさしくＶＴｕｂｅｒ同士の助け合い。一種のてぇてぇだね。私もぐっと来たよ。

「同じ箱内で登録者に差がつくのは困るもんね。会社的にもライバーの精神的にも」

　うちの肥溜めは癖が強く、独立性が高いからそこまで数字というものを気にしていないだろうけど、企き業ぎよう勢として利益を還かん元げんしなければならない。遊びでやっていない。誰もが本気でＶＴｕｂｅｒを楽しんで、工夫をこらしている。

　私だって自身の願望を武器に、新人ながらＶＴｕｂｅｒとして頑がん張ばっている。

　一リスナーとして視し聴ちよう者しやのニーズに応えることもできるし、これまで様々な努力を養ってきた。これは私が誇ほこれる事実だ。

「ふむふむ、コラボがメインといってもね。アポが取れなきゃどうしようもない」

　ツナちゃんとのコラボから一週間が経たち、その間に一回だけソロで配信を行ったが、何か物足りないと思ってしまう。

　リスナーは満足してたけど、私の性質的にはコラボで輝かがやくと思うんだよね。少し厄介だな～。

　むむむ、と悩みながら案を練っていると、ちょうど良いタイミングで全智さんから【ザ・コード】の通知が入る。




―――


全智『コラボしよう』

花依『構いませんけどいつですか？』

全智『明日』

花依『明日ァ!?』



―――




「いやいや急すぎない？」

　全智さんも私が高校生であることは知っているはずだ。

　だからこそ土曜日を狙ねらったのだろうけど……いくらなんでも急……ってツナちゃんの時も翌日やったっけ。あんまり人のこと言えないじゃん、私。

「まー、でも渡わたりに船だね。まさか全智さん側から誘さそってくれるとは思ってなかったケド」

　全智さんは今までコラボは受け身だった気がする。

　どこか一線を引いている感覚があったから、今回、私を通してその壁を少し壊こわしてくれたのだとしたら……望外の喜びだ。

　私は一応予定を確かく認にんして、白紙であることに遠い目をしながら了りよう承しようの返事を入れた。

　……いやね？　いつＶＴｕｂｅｒの仕事とかコラボ入るか分からないから、敢えて空けたんだよ、うん。決してクラスメイトからハブられてるわけじゃなくて。

　本当だから!!

「いやいや、余計なことを考えるなよ私。とりあえず全智さんとのコラボ対策をしなければ」

　コラボの内容に関しては私に一任するらしい。これまた責任重大だなぁ……変なことしても怒らないと思うけどね。

「この前のコラボで全智さんは堕とすには堕とせた。だけど日が経つにつれて堕ちメーターは下がっちゃう。だからこそ！　……完堕ちさせねばならない……ッ！」

　鬼き気き迫せまる様相で私は力強く呟く。

　私の夢のため。それは堕として終わりじゃない。

　いわば――――堕としてからが勝負。




＊＊＊




Ｓｉｄｅ　全智




「今日は花依が来る。ぶいっ」


・珍めずらしく普通に可愛いと思ってしまった

・久しぶりにママが帰ってくる娘かな？

・待ちきれないのが画面越しに分かるわｗ

・可愛い

・本当に堕としたんだな……

・イィ……

・しみじみとしてて草



　なんのことだろう。

　私はただ楽しみなだけ。

　私が理解できない唯ゆい一いつの人、後こう輩はいの花依琥こ珀はく。本名は知らないし興味もない。

　彼女は温かい。陽だまりのような笑え顔がおと、困ったように苦笑する花依を見ると、胸がきゅうってなる。

　分からない。

　前回コラボした時に、花依はこの世界の誰よりも輝いて見えた。

　片付けてくれたから？

　ご飯を作ってくれたから？




　――ちがう。




　花依は私を私として見てくれた。

　固定観念なんかない。あるがままの私として見てくれた。

　笑ってくれた。その温ぬくもりで触ふれてくれた。私にとってたった一回でも、初めてだから。

　だから、楽しみ。

　でも、胸の奥おくにある燃えるような熱い気持ちはなんだろう。

　私はその感情を知らない。

　知ってしまえば戻れなくなりそうだから。







6.　料理配信は涙とともに ＃おふくろの味







　相変わらずでかいなぁ、と全ぜん智ちさんの住むタワマンに呆あきれつつも慣れた……と言っても二回目の扉とびらを潜くぐる。

　こんな家に住めたら……とは小市民の私は思わないけど夜景は綺き麗れいだろうなと思う。

「なかなか重いねぇ、これ。買いすぎちゃったかな」

　両手に持つスーパーの袋ふくろは、ギチギチに食品が詰つめ込こまれていて、私のか弱い細ほそ腕うで（握あく力りよく50㎏）が微かすかに悲鳴を上げる。

　スタイル重視でそこまで筋肉つけてないのが仇あだになったか……！

　さて、もちろんコレはコラボで使うモノである。

　また私が料理すると思ったよね？

　ふふふ……ちょーっと違ちがうんだよねぇ……。

「少し怖こわいな……」

　私は扉の前でうぅむ、と唸うなりながら内心で戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。

　それもそのはず。

　再び全智さんの家が汚家になっている可能性もあるにはあるのだ。というか八割そう思っている。

　長年積み重なった前回とまではいかなくとも、それなりにゴミは詰まっているのではないか。

　……まあ、そうなったらそうなったらで掃除すれば良いんだけどね。

　と、ため息を吐ついて開けた全智さんの家は――

「おぉ」




　――前回掃除した後のままだった。




　まるで娘が初めて掃除をしたような謎なぞの感動に襲われつつ……こんなこと思ってるからママとか言われるんだよ私。

「全智さん、お邪じや魔まします」

「ん」

　小さく頷うなずいた全智さんは、パソコンの前の定位置でお菓か子しを食べていた。

　その傍かたわらに置かれたのは、かなりでかいゴミ袋ぶくろ。

　……なるほど、直接そこに捨ててるから綺麗なのか。

　これはこれで効率が良いかもね。成長の一つとして受け入れよう。

　この人私より年上なんだけどなぁ……。

　それにしても全智さんは相変わらず可愛かわいらしい。

　今日も変な文字の入った独特のＴシャツにホットパンツ……って、さてはこの人、同じ服を何着も着回してるタイプだな？

　……アバターの服装は変わってないし、リアルの服装を今言うわけにはいかないけど、後で絶対着きせ替え人形にしてやる。

「どうしたの……？」

「いえ。全智さんの成長を実感していただけです。ちゃんとゴミをゴミ袋に入れるということをできるようになったんですね」

「む、心外。それくらい常識」

「非常識が何を言ってるんですか。説得力皆かい無むなんですが」

　立ち止まってしげしげ眺ながめていると、疑問に思った全智さんから『常識』というワードが出てきたために思わず反論してしまう。

　実際、箱入り（物理）感があるのが否いなめない。

　その割にはコスパのいいカップラーメン食べてるのは謎なんだけどねぇ。まあ、プライベートな所に立ち入る気はない。


・花はな依よりママがきた

・口数が多いなｗｗｗ

・一人の時は大たい概がい４文字までしか喋んないからなｗ

・もうママだろ、やっぱり

・非常識扱いは草

・実際そうだろｗ



　コメントも私が来ると急に加速した。

　私生活配信も一定人数の同接はあるが、コメントは緩ゆるやかに流れる。動きがないからね、仕方ない。

　全智さんのすごいところは、その私生活配信の中で工く夫ふうして企き画かくをしたり、日常の中で面おも白しろおかしくしているところだ。

　全部が全部面白いわけじゃない。

　だからこそ安心してゆったりと見ることができるのだ。

「花依。今日は何するの？」

「ふふふ、今日はこれです！」

　両手に持ったスーパーの袋を全智さんに見せつけると、全智さんは目に見えて興奮したように体をふりふりと揺ゆり動かす。いや、可愛すぎでしょ。なにその動き。

　心なしか目も輝いてる。

「全智さん、そんなに私の料理が気に入ったんですか？　感情が隠かくせていませんよ」

「……っ、ちがうから。ぜんぜんたのしみにしてないから」

　微かに頬ほおを赤くした全智さんに私の嗜し虐ぎやく心が疼うずく。

「へぇ～、じゃあこれから作るのやめようかなぁ～」

「……！　まって、美味おいしいから……ちょっと楽しみにしてた、かも」

　慌あわてた様子で弁解を図はかる全智さんの瞳ひとみは不安げに揺れていた。新手のツンデレかな？　可愛いかよ。

　そんな新しい一面を見ることができて満足した私は、ニヤリと口元が弧こを描えがく。

　全智さんは拗すねたように「いじわる」と呟くと、そっぽを向いて頬ほお杖づえを突つく。


・ここが天国か？？？？？

・浄じよう化かされた

・襲おそいかかるてぇてぇの数々

・完堕おちしてんの草

・もうデロデロじゃんｗｗｗ

・全智が感情を表に出している……



「あはは。冗じよう談だんですって。それに、今日はただ料理するだけじゃないですから」

「そうなの……？」

　全智さんが首を傾かしげて問う。

「そうです！　企画を一任したのは全智さんですからね。覚かく悟ごしてくださいよぉ？」

「信じてるから大丈夫」

「おぅ……そぅですか」

　思わぬ反はん撃げきに顔が熱くなる。

　今のはずるい。


・反撃食くらってて草

・微び分からせｗ

・てぇてぇの風がすごい

・全智側からのてぇてぇ補給があるなんて……!!

・ざーこ

・煽る花依がリスナーから煽られる事実ｗ



　いやいやいや、今の仕方ないじゃん!?

　不ふ可か抗こう力りよくだよ！

　リスナーの煽りに心の中で叫ぶ私。

　普ふ段だんのギャップがすごいんだよ、全智さん。私とコラボしてる時と、ソロで配信してる時の熱量がさぁ……自分で言うのも恥はずかしいケドも。

「どうして顔赤い？　熱ある？」

「鈍どん感かんは創作の中だけにしましょうよ」

「？」

「伝わらない……!!」

　きょとん、と首を傾げ、長い白はく髪はつが艶つややかに動くのを呆ぼう然ぜんと見る私。あぁ、もうなんでこんなドチャクソ美人なの！

　女の子に染まってきた私だけど性対象は女の子。

　だけど、男のままの性欲でもないから銭湯とか行っても興奮はしない。シチュエーションに心が動くタイプだからね。

　それでも！　余りに顔面の暴力がすぎる！

　ぱっちりとした目に、日本人離ばなれした圧あつ倒とう的てき美び貌ぼう！

　均整の取れた体つきに、どこか男心がくすぐられる白髪美人。

　アバターの姿ですでに心奪うばわれてるんだから、ほとんど姿が変わらないリアル全智さんに魅み力りよくを感じないわけがないよね、って話!!

　……はっ！　トリップしてた。

　……私はごほんと咳せき払ばらいをして心を落ち着かせ、企画説明に入る。

「題して！　『花依琥こ珀はくのお料理教室！』イエェェェーイ！」

「わーい」

　わーいが余りにも平へい淡たんすぎないか。

　……よしっ！　乗ってくれるだけマシ！


・ママのテンションが高い

・料理教室……？　嫌いやな予感しかしないが？

・全智に料理ができるわけないじゃんかｗ

・どうやってやんの？　実じつ況きよう？



　お、良い質問がきた。

　もちろん、実際に録画して撮とるのはリスクが高い。水すい滴てきに反射しただけでも特定されるからね。実写は危険だ。

「適てき宜ぎ写真をツニッターに載のせていくよー！　登録しなくてもウェブ上で見ることができるから安心してね、ざこオタクども」


・急にメスガキ（笑）要素入れてもな……

・反射が怖い



　隣となりで全智さんがぼそっと「反射大だい丈じよう夫ぶ？」と耳打ちしてきたので、私はバッグからスマホ棒を取り出し全智さんに見せる。

「（これで遠くから撮さつ影えいしますっ）」

「（分かった）」

　それでもリスクはあるにはあるが、顔さえバレなければ問題はない。住所はバレてるようなものだからねぇ……。

　引っ越こさない？　全智さん。

　あと、撮るにしても三枚程度だからね。

「じゃあ、始めます。基本は実況なので全智さんもリアクションしてくださいよ」

「がんばる」

　ぐっ、と拳こぶしを握にぎる全智さんに微かな不安を覚えつつ、なかなか楽しそうな表情なので「まあいいか」と不安が浄化される。

「まずは手を洗いましょう」

「うん」

　全智さんが台所で手を洗っている間に、私はリスナーに作る料理を発表していく。

　ちなみにパソコンから離はなれてもマイクがあれば声は伝わるし、コメントはスマホから見ることができるので特に支障はない。

「今日はしょうが焼きを作ります。そこまで難しくないし、野菜を切って、肉を焼いて盛り付けして……これぞ料理！　って工程を味わえるからオススメだよ」


・身も蓋ふたもねぇなｗ

・ちょっとは取り繕つくろえよｗ

・気持ちは分かる

・調整は難しいけど、ただ作るだけなら簡単

・ただ作るのが難しいんだがｗｗｗ



「料理は奥が深いからね～。どんな簡単な料理でも工く夫ふう次し第だいで美味しくできる。どうせ君たち男飯軍団でしょ？　私たちのキャッキャウフフのてぇてぇ料理配信に慄くといいよ」


・メスガキ（笑）定期

・あれ、普通に優やさしくねｗ

・最近キャラブレ激しいな

・あってないようなもんだろ



　おいこら。

　あってないようなもんとは無礼でしょ。これでも頑張ってるんだけど！　全智さんと絡からむと可愛すぎてキャラ忘れるんだよ。

「手、洗った」

「よし、じゃあやりましょうか。大事なのはレシピに忠実、ですよ。アレンジは基本をできるようになってからです」

「分かった」

　前回キッチンの掃そう除じをした時に、一度も使っていないであろう調理器具と冷蔵庫に並べられた種類豊富な調味料があることは確認済み。

　見る限り、常温保管されてる調味料もあるし、食材だけ買っていけばいいのは楽だね。消費期限も大丈夫だし。

「じゃあ、全智さんは砂糖と醤しよう油ゆとサラダ油を用意してください」

「任せて」

「あ、その前に髪かみ縛しばっちゃいますね」

「ん」

　髪ゴムで全智さんの長い髪を縛ってポニーテールにする。ただの私の趣しゆ味みである。

　あ、めっちゃ可愛い。

　全智さんも大人しく髪を結ばれる姿は、本当に子どものようで愛らしさと美び貌ぼうのダブルマッチが私のキュンメーターに響く。


・日常てぇてぇや

・全智の信しん頼らいしてる感じがいいわぁ

・なんだろう。なんだろう

・↑語ご彙い力消失してて草

・てぇてぇ



　結び終わった後に、全智さんはゴソゴソと調味料を漁あさって、醤油とサラダ油と――

「全智さん、それ砂糖じゃなくて塩」

「なんで見ただけで分かるの」

「粒つぶの大きさですよ。塩の方が一ひと塊かたまりが大きいんですよね」

「なるほど。初耳」

「別に舐なめれば分かりますケド」

「なんかやだ」

「じゃあ、容器に入れて保管した後に見分けつくようにしましょうよ。これまでどうやって見分けてたんですか」

「舐めてた」

「おっと……？　キレてもよろしいので??」

　そんな会話をこなしながら料理は進んでゆく――

「ちょ、全智さん焦こげてる、焦げてる！」

「食べれればセーフ」

「炭ですけど。がん細さい胞ぼうの元ですよ、それ」




　――肉を焼きすぎて炭に変えたり。




「なんで生クリーム入れてるんですか!?」

「あまくなればおいしい」

「可愛い……じゃなくてッ！　余計なアレンジは厳禁って言いましたよね!?」

「ごめん……」

「あー、もう最初からやりますよ！」

「ごめん」

「こういうハプニングも楽しいので！」

「そっか……じゃあ、次はチョコ入れよう」

「許可出したわけじゃないんですが？？？？」




　――変なアレンジに挑ちよう戦せんしようとする全智さんを宥なだめたり。




　そんなハプニングを重ねて四時間後。

　しっかり失敗した料理は私が食べ、何とか形にできる程度のしょうが焼きを作ることができた。

　私の額には玉のような汗あせが流れ、同じように汗を掻かきながらも全智さんは「むふー」と満足げだ。

　その表情が見られただけで私は満足ですよ……。

　いちいち可愛いな、この人。

「かんッ、せいッ！」

「できた」


・おめでと

・めっちゃ時間かかったなｗ

・夜ご飯にはちょうど良い時間

・花依はもう食えないだろｗ

・食材を無む駄だにしないママの鑑かがみ

・吐きそうになってたけどなｗｗｗ

・それは言わない約束



　えぇい、好き勝手言いやがって。

　全智さん主導になるように工夫していたら思ったより時間がかかったよ。後こう悔かいはないし、途と中ちゆうで言ったように楽しかったから全然良いんだけどね。

「後でツニッターに載せておくよー」

　私はスマホ棒で写真を撮り、マネに送る。

　反射とか問題がなかったらツニッターに載せるという寸法だ。ここは徹てつ底ていしなきゃね。

　私は全智さんと顔を見合わせて、食しよく卓たくテーブルに二人分のしょうが焼きを置く。そして調理中に炊たいたお米とサラダをセット。

　栄養ダイジ！

　幸い全智さんに好き嫌きらいはないとのことで良かった。

　しょうが焼きを作るってことも事前に言えば良かったなぁと少し後悔してる。久しぶりにガバを発揮してしまった……。

「楽しみ」

「ふふふ、自分で作った料理は格別ですよ」

「うん。お腹なかすいた」

「待ち切れないようですね……。じゃあ、食べましょうか」

「「いただきます」」

　二人で手を合わせて、私はしょうが焼きを一口。

「ん、美味しい！　美味しいですよ、全智さ……ん……!?」

　思わぬ出来に興奮した私は、次の瞬しゆん間かん、しょうが焼きを食べながら涙なみだをこぼす全智さんを見て絶句する。

「ど、どどどど、どうしたんです!?　不味まずかったんですか!?　まさか自分のにだけブートジョロキアでも入れたんですか!?」

「ううん、おいしい。……遠い昔にママと作ったしょうが焼きを思い出した」

　え、過去捏ねつ造ぞうされてる？　とすでにママに成り切っていた私は考えたが、これは全智さんの過去だ。

　一いつ瞬しゆん配信中だけど大丈夫かな、と焦あせったけど身の上話は結構なＶがしているから問題はない。

　――ただ、こんなに弱々しい全智さんは初めてで。

　私は席を移動して、全智さんの隣に座すわる。

　美しい過去を想起する全智さんに言葉は不要だ。

　今はただ寄り添そう。

　何があったかなんて聞くわけない。聞いてほしくないって分かるから。

　コメントがにわかにざわつく中で、私はしばらく涙を流す全智さんの隣にい続けた。




＊＊＊




　その夜、コラボが終わって家に帰ってきた私の下へ全智さんからのメッセージが届く。
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―――


全智『みっともないところ見せてごめん』

花依『いえ。今日は本当に楽しかったですから』

全智『昔……病気で死んだ母がよく作ってくれたのがしょうが焼き。その味を思い出すことができた。ありがとう』



―――




　私は返答に困った。

　私は何もしていない。確かにレシピは自前だけど、これは昔母から教わったもので、やり方とかコツは教えたけどそれだけ。




―――


花依『私は何もしていませんよ。思い出せたのも、全智さんが頑張って調理したからです。私がお役に立つことができたなら嬉うれしいです。でも、きっと全智さんの想おもいの強さがあったから……とてもお美しいですよ、それは』




全智『うん、そうだといいな』



―――




　ふと脳のう裏りに優しげな笑えみを浮うかべる全智さんの姿が浮かび上がった。穢けがれを知らない天使のように、彼かの女じよは美しい。

　それでも悲しみを知る一人の人間なんだ、と私は改めて感じた。




「ありがとうはこちらこそなんだよ、全智さん。私が社しや畜ちく時代を絶望することなく生き抜ぬけたのは、あなたのお陰かげなんだから」




―――

全智『ありがとう。だいすき』

―――




　そんなどこかノスタルジーな気持ちは、最後に送られてきた一文ですべてが吹ふき飛んだ。

「ホぁッ!?!?」







7.　二期らじお！







「――じゃあ、またいつか会おうか」


・半年ぶりの配信も終わりか……

・次はいつなんだｗｗｗ

・おつ

・世界一配信しない企き業ぎようＶ



　雑多なコメントが流れる中、腰こしほどまである長い金きん髪ぱつと真っ白なトーガを身に纏まとう妙みよう齢れいの美女――背中には純白の翼つばさが生えた―――アバターが手を振ふっている。

　配信を切り終え、パソコンの前でぐぐぐっと体を伸のばすスーツ姿の女性はため息を吐く。

　首ほどまである艶やかな黒くろ髪かみに、凛り々りしい目つきをした美人。できるキャリアウーマンのような装よそおいと雰ふん囲い気きを纏っている。

　彼女は全ぜん智ちと同じ０期生の『天使』である。

　そしてその正体はＶＴｕｂｅｒ事務所【ＶＴｕｂｅｒで覇は権けん握にぎってみた～所属するＶＴｕｂｅｒ全員癖くせつよ美少女な件～】の社長、天あま原はら司つかさだ。

「――社長。仕事サボって配信してたんですか？」

「失敬な。これも仕事のうちだよ。最近は二期生も加入して盛せい況きようのようだからね。同じ視点からでないと分からないこともあるだろう？　ン？」

「ハァ……言い訳がましいですよ」

　彼女が先さき程ほどまで配信をしていた場所は、都内の景色を一望できる社長室だ。

　社長でありながら登録者52万人の人気ＶＴｕｂｅｒ。

　この数字は数ヶ月に一回の配信頻ひん度どにしては異例である。尤もつとも最初の方は週に一回は配信をしていたが、ライバーが増えるに連れて忙いそがしくなっていっただけだ。

　眼鏡をクイッと直しながら苦言を呈ていす秘書に言い訳を口にするが、天原も言い訳だと理解しているのかそれ以上の言葉を重ねることはない。

「まァ、忙しいのは事実だが。この配信のために今日の仕事は終わらせている」

「それなら良いんですけど。そのやる気を普段から出してほしいものですよ」

「やる気というのはやるべき時にしか発揮しないものさ。何事も楽したいって感情は人間の通説だろう」

「そうやって変な持論でウダウダ逃にげてばっかいるから仕事が溜たまっていくんです。計画性を持って取り組みましょう」

　天原は「君は私の母親か何かか？」とあからさまに苦く渋じゆうを表面に出して、げんなりした顔で傍らに置かれたワインを飲む。

　そんな天原の姿に秘書は呆れつつも、「そういえば」と問い掛かける。

「二期生の花はな依より琥こ珀はく。どうして入れたんですか」

「どうして？　それはまぁ、私のお眼鏡に適かなったからとしか言いようがないねぇ」

「あれは社長の琴きん線せんに触れる類のモノじゃないでしょう。私から見てもあたおかとは思えません」

「私の選考基準をあたおかか否かと判断されるのは癪しやくだが」

　まあ、あっているが、と天原は耳にかかった黒髪を指で弄もてあそびながら意地悪な笑みで秘書を見る。

「あれは立派にアッチ側の人間さ。確かに癖は強くない、が。……世界から逸いつ脱だつしている存在としか思えないね、私は。彼女は一貫性が強すぎる」

「言葉の使い方を間ま違ちがえているのでは？」

「いいや、そうとしか表現できない。彼女は余りにも何かを貫つらぬき通すという意志が強い。てぇてぇのため。多分あれはそのためなら何でもするよ。そういう意味でも倫りん理り観かん然しかり、精神力然り。普ふ通つうとは間違いなく言い切れない」

「……随ずい分ぶん彼かの女じよを買ってるんですね」

「おや、嫉しつ妬とかい？」

　天原は秘書の言葉にハハハと笑いながら答える。

「馬鹿なことを言わないでください。真面目な話をしているんです」

「至って真面目さ。君もＶＴｕｂｅｒなら分かるだろう？」

「何がですか」

「見てみたくないかい？　アレは自然と人を集める。バラバラだったうちのライバーは今や花依琥珀を起点として纏まり始めている。……未まだ序章だが、その手はいずれ私たちの下まで伸びることだろう。堕ちなきゃいいねぇ……君も、私も」

　天原は心底楽しそうだった。

　自身がＶＴｕｂｅｒを愛してやまないことも原因の一つだが、あれほど孤こ独どくに籠こもっていた全智の殻からを一発で消し飛ばした花依琥珀のことは、ただ一人の人間として興味の対象になった。

　少しじっとりとした雰囲気の中、秘書はジト目で呟つぶやいた。

「いや、社長、ドＭだから堕ちますよ、絶対」

「それは……それさ。まあ、私より君を堕とす方が苦労しそうだが」

「私は誰だれにも心を開く気なんてありません」

「おっと、ツナマヨと同様のフラグだよ、それ」

「回収しません」

　彼女らは社長と秘書、というよりダメな姉とクールな妹のようなものだが、目はどこまでも真しん剣けんだった。

　ＶＴｕｂｅｒの運営として、ＶＴｕｂｅｒとして、ただ一人の人間として。




＊＊＊




「え？　私の誕生秘話？」


・面接でなんて言ったん？

・花依のことだから変なこと言ってそう

・いつも変だろｗ



「おちょくるのもいい加減にしなよね、オタクども」

　ソロ配信中、コメントに面接での経けい緯いが知りたいというものがあった。

　……確か他のライバーも面接については言って大丈夫だったし、私もセーフかな？

「まあ、君たちがこれをどう聞いて受け止めてもＴＳしない限りはＶＴｕｂｅｒになれないんだケド、そんなに知りたいなら……私のこと知りたいなら話してあげても良いよぉ～？」


・ハイハイ、メスガキ（笑）

・わー、知りたいでーす（棒）

・設定を忘れないで偉えらいぞー！



「設定じゃないから!!　私は正しよう真しん正しよう銘めいのメスガキ！　いや、自分でメスガキって言うのはどうなんだろう……まあ、いいか」


・ブレてんじゃねぇかｗｗｗ

・自分で見失うなよｗ

・草

・自分で言ったから自じ称しようが付きますね、お疲つかれ様さまです

・あーあ、他た称しようだったのに



「え、なにこれ私が悪いの、これ。というか前回のソロ配信の時も自称したじゃん。……って、自称じゃなくて本当だけどね！！！」


・必死かよ

・メスガキの仮面すら被かぶれなくなってきてるぞｗ

・もう手て遅おくれだろ



　いいや、まだ間に合う。

　生意気で煽あおるだけがメスガキじゃない。そうだ。まだ私は真のメスガキになり切れていないだけだよ。言い訳じゃないから。必死じゃないから!!

「で、誕生秘話だっけ。まー、良いけどそんなに面白い話じゃないよ？　普通に書類審しん査さ通って、面接しただけ。ひたすらてぇてぇがしたいんです、って熱く語っただけだよ？」


・その様子想像するだけで十分おもろい

・面接官ドン引きやろｗｗｗ

・いや、社長だから引かないやろ

・むしろ花依の方が引きそうｗ



　そうそう。最終面接は社長が担当してくれた。

　私に対しても敬語で大人って感じだったなぁ～。意外にまともじゃん、って思ったね。

「後はなんか知らないけど受かって。今ここに立っていられるってわけ。全智さんもツナちゃんも堕とせたし最高だよ。嫉妬で震ふるえてなーい～？」


・いや、全然

・貰もらってあげて

・肥こえ溜だめ所属ってだけで自動的にガチ恋こい勢は消去される世界やぞ

・カプ厨ちゆうはいるかもしれんがｗ

・全部花依×Ｘだろ

・↑代入方式やめろｗｗｗ



「ツナちゃんとは毎日メッセージでやり取りするし、全智さんにはまた料理作りに行く約束してるし。もう、二人とも可愛かわいい」


・分かる

・おめーがガチ恋勢じゃねぇか

・もう付き合ってます？？？

・次は誰行くん？



　次かぁ……もう一人の同期にアポ取りたいんだよね。

　……私が前世から知ってるＶＴｕｂｅｒだし、今の様子を見る限り是ぜ非ひとも絡みたい。
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「同期コラボ？」

『ええ、はい。花依さんとツナマヨさん、クラシーさんの三人で』

「それはリアルに会ってということですか？」

『はい。お三方都内住みですので、事務所で収録したいんです』

　ふ～む？

　ソロ配信をした翌日に突とつ如じよマネージャーから電話が来たと思えば、同期でのリアルコラボの話だった。

　個人間でやるというよりは、企業勢としての企き画かくっぽい。

　事務所には二回くらいしか足を踏ふみ入れたことがない。家で用足りるし、歌ってみたもまだするつもりはないから収録スペースもいらなかった。

　まあ、何にせよ受けることは決まっている。

　私に配はい慮りよしてか今週の日曜日に収録するらしく、そこまで時間の拘こう束そくないからね。

　いっちょ企業勢としての責務を果たそうじゃないか。

「分かりました。是非とも参加したいです」

『そうですか……！　良かったです。基本はお題に添って話したりするだけなので気負わなくても大丈夫ですよ。……司会進行は花依さんにお任せすることになるかもしれませんが……』

　マネージャーが申し訳無さそうに言った。

　だろうね、と私は同期二人の姿を思い出しつつ苦く笑しようした。

「覚悟、というか予想していたので大丈夫です。企画進行とか嫌いじゃないですし、むしろ若じやく輩はい者ものの私がそんな大役に就つくことができるなんて得え難がたい経験になりますよ」

『ありがとうございます……。ほんっとうに花依さんには助かってますよ。協調性のきょ、の文字すらないライバーたちをまとめられるのは花依さんだけですから……』

「なかなか切実ですね……ご苦労されているようで。それにしても、確かに事務所を挙げてのコラボというのは珍めずらしいですよね」

　苦労人臭しゆうがするマネージャーの言葉には怒いかり、悲しみ、呆あきれの実情が籠もっていた。

　というか私、肥溜めのライバーでコラボしたの二人だけなんだけど。なのに全員まとめられることが前提になってる!?

　いやいや、さすがに大人数は無理だよ？

　基本的に真面目なツナちゃんと非常識だけど思いやりはある全智さん。

　まだこの二人だから何とかなってるものの。

『そうですね……基本的にカオスになりがちなのでコラボは自由方針にしたんです。そしたら誰もコラボしませんし』

「あぁ……一時期からコラボが減ったのはそういう……。まぁ、我が強いですから仕方ありませんよ。変に縛り付けて軋あつ轢れきを生むことは避さけないといけませんよね」

『そうなんですよ。……っと、話が逸それましたね。そろそろ時間ですから、詳くわしい日時とかが決まれば連れん絡らくします』

「分かりました。お仕事頑がん張ばってくださいね」

『はぁ……癒いやし。失礼します』

　どこか残念臭を漂ただよわせながらマネージャーは電話を切った。

　なんか知らない間にマネージャー堕おとしてそう。ただ常識人の皮を被りながら立派な社会人を労ねぎらってるだけなんだよね。

　ブラックとまではいかなくても、それなりにメンタル削けずられそうな職種だし、若いながらよく頑張ってると思うよ。前世社畜の私が言うんだから間違いない。

「さてさて。リアルツナちゃんか。楽しみだなぁ」

　配信の時よりキョドってそう。

　あー、でもさすがにツナちゃんといえど仮面は持ってるか。初対面の人とも話せるくらいはでき……る？

「あとはクラシーさんか……。クラちゃん……」

　彼女は私が前世の頃ころの二期生だ。

　今は登録者４万人と私とツナちゃんに差をつけられているが、私の知るクラちゃんじゃない。

「爪つめを隠かくしている……なんでだろ。確か、最初の方のアーカイブ消されてたし初配信とか見れないんだよなぁ」

　今は見られるけど、私が知っているクラちゃんとクラシーさんは同一人物であって違ちがうのだろう。

　きっとこの先に何かがあって彼女は変わった。

「んー、わからん。まあ、いいか。クラちゃんも私の推おしだし。まだ堕とさないけど」

　私の知る完全体つよつよＶＴｕｂｅｒになってから堕とそう。

　壁かべは高く、難なん攻こう不ふ落らくであるほど燃えるというもんだよ。てぇてぇだって苦難の先にあるものだ。
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　とあるマンションの一室。

　防ぼう音おん壁へきに区切られたその部屋は、ピアノやヴァイオリン、フルートなどの様々な楽器が置かれていた。

　部屋は広く、多種多様な楽器が置かれていても圧あつ迫ぱく感はない。

　燃えるような赤い瞳ひとみを持つ少女がいる。

　赤毛をツインテールにまとめたハーフの美少女。

　身長は１４５㎝ほどだが、真っ赤なドレスを大きく押おし上げるくらい胸がでかい。ヘビー級。爆ばく弾だんと言ってもよいだろう。

　彼女は今、真剣な表情でピアノに目を向けている。

　見るものが見れば気け圧おされる存在感を放つ彼女は、ヘッドマイクを装着している。傍かたわらには『配信中』と表示されたパソコン。




　デデデデデデデッッ！！！！！




　徐おもむろに彼女はピアノを掻き鳴らす。

　時に雄ゆう弁べんに、時に恐おそろしく。

　フランツ・シューベルト作曲（リスト編曲）【魔ま王おう】


・初手魔王は何回聞いても笑う

・声より先に魔王が届くＶＴｕｂｅｒとはｗｗｗ

・音楽系ＶＴｕｂｅｒって歌うんじゃねぇのかい！って思ったわｗｗｗ

・ピアノ経験者ワイ、相変わらず震えるほど上手うまい

・魔王ってムズいん？

・結構ムズい。そんでもって弾ひけても表現とかその他諸もろ々もろが稚ち拙せつだったらあかん

・で、クラシーは？

・死ぬほど上手い



　戦せん慄りつしたコメントで荒あれる中、彼女……ＶＴｕｂｅｒ、クラシーは曲の終しゆう盤ばんに差し掛かっていた。

　汗を流しながらも弾くその姿は美しく、また鬼き気き迫せまる様子はまるで何かに追われているようだ。


・ピアノ経験者しかこのエグさが分からんから登録者が少ないんよな

・クラシー自身が弾いてんのは間違いないけど、ピアノを敬遠する人は結構いるからな



「ふぅ……」

　曲が終わり、汗を拭ふきながらクラシーはパソコンの前まで移動する。

　同接は四千人。

　決して少ないとは言えない人数であったが、同期と比べると些いささか見み劣おとりすることは事実。

　クラシーもそれは重々承知のうえだ。

　彼女には登録者を増やす術すべがある。しかし、それは術があるだけでクラシーにとっては自身のトラウマを抉えぐることと同等だ。

「ＶＴｕｂｅｒのクラシーよ。今日のあたしの演奏はどうだったかしら？」


・すごかった（小並感）

・なんというか心が荒れたｗ

・相変わらず結構なお手前で



「ありがと。やっぱり疲れるわね、この曲。如何いかに体力ゲーと言われるのが分かるわ」


・それだけじゃないだろｗｗｗ

・高難易度曲を体力ゲー呼ばわりｗｗｗ

・完かん璧ぺきじゃなくて独自の色を出して弾いてるのがポイント高い



　それでもクラシーは満足していた。

　たとえリスナーに隠し事をしていることに引け目を感じていても。それでも演奏で満足させられているから。

　あたしはあたしなんだ、って錯さつ覚かくすることができるから。

「……あ、そうそう。引きこもりのあたしだけど、来週放送の二期ラジオに出演するわよ。花依琥珀さんと漆しつ黒こく剣けん士しツナマヨさんとも初めましてね」

　クラシーにとって配信とは一人で行うものだった。

　勿もち論ろん、知識としてコラボがあることは知っていながらも、お世辞にも協調性がない自分の性格を熟知したうえで、その話が回ってこないだろうと思っていたのだ。

　だがそんな考えは花依バカによって崩くずされ、ただひたすらに憂ゆう鬱うつだった。


・あのクラシーが……成長したなぁｗ

・後方親おや父じ面で草

・全智二歩手前だからなｗ

・一歩じゃないのかｗ

・それは四六時中配信し始めたら

・いや、草



（適当に撮とって帰れば済む話だわ。どんなことでもあたしはあたしでいるだけ）

　だがクラシーは未だ知らない。

　てぇてぇのために人生を捧ささげた女の行動力を。

　全てを贄にえにハイスペックを得た女の推しに対する異常なお節せつ介かいを。




　花依琥珀リスナーのおもちやを、知らない。
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　私たちが収録するのは、『二期らじお！』という二期生全員でコラボしたラジオ番組のようなものらしい。

　事前収録だからコメントを見て話せないが、お題と時間が決められているために楽ではある。私一人だと長尺になってダラダラしちゃうからね～。

「いよいよ今日かー、楽しみだなぁ」

　すでに出で掛かける準備を終えた私は微笑ほほえむ。

　鏡に映るのはどこからどう見ても完璧な美少女そのもの。

　事務所は駅の近くにある高層ビルの二階から四階のスペースにある。

　歩いていける距きよ離りだから気負わなくていいなぁ。

　公共交通機関を使う時は最大限に注意を払はらわないといけないし。

　もし痴ち漢かんなんてされたら、それはもうセルフＮＴＲみたいなものだよ。ＮＴＲ絶許委員会の私は、そういう悲しい話は勘かん弁べん願いたい。

「時間はまだまだあるけど、折せつ角かくだし駅で買い物でもしようかな」

　基本的にインドアだから、人混みのある駅近くに行くことは少ない。というか酔ようし面めん倒どうだから用事のある時くらいしか行きたくない。

　今は絶好の機会といってもいい。

「よーし、最後に鏡チェック」

　今日の私の服装は、格好良いを重視したものである。

　白のトップスにネイビーのチノパンツ。

　私は結構お胸がボインだから、体の線を拾わないように余よ裕ゆうのあるトップスが好きだ。それでも視線が集まるのは避けられないけど、パツパツサイズを着たらそりゃただの痴ち女じよだからね。

　幼いた気いけな少年、青少年の性せい癖へきを安易に捻ねじ曲げるのは私とて避けたい。

　別に見られるだけなら本当にどうでも良いんだけどね。

　私も気持ちは分かるし、こんな美少女がいたら思わず視線で追ってしまうのも無理はない。

　そう、理解のある美少女とは私のこと。

　とりあえず行くかぁ……。
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　駅に着いた。

　相変わらず人でごった返しているし、時折下げ卑びた視線が届くけど気にすることなく堂々と歩く。

　ここまで美少女だとナンパする方も勇気が必要らしく、あるにはあるけど回数自体はそこまで。時間取られるから速そつ攻こうで無視だケド。女の子だったら考える。

「なーにしようかなぁ」

　近くのデパートに入って、ぶらぶらと店てん舗ぽを冷やかして回る。流行のチェックも欠かせないね

「ん？　ふーむ……」

　歩いていると、人通りの少ないトイレ近くで女性が男性に詰つめ寄られていた。

　男は典型的なチャラ男で、金髪ピアスでクソダサい英字プリントの服を着てる。

『Please show me to the bathroom as it looks like it's going to leak.』って意味本当に分かってる……？

　漏もれそうだからトイレに案内して、的なやつだけど……すぐそこにあるよ？　案内しようか？

　対する女性は、赤色のワンピースを着た美人だった。

　赤あか髪がみ赤目。見る限りハーフっぽく、身長は低くツインテールがよく似合っている。

　これまた美人――――でっっっっか。

「おっぱいでっか」

　爆ばく乳にゆうじゃん……私超こえてる……。

　容姿も平均以上で、あの超視覚的暴力おつぱい。ナンパされるよね、それは。

　シンプルなワンピースだけど肌はだは出るタイプだし、あの人自分の魅み力りよくを理解してるのかねぇ。いや、彼かれ氏しとの待ち合わせだったかもしれないけど。

　……男に慣れていないのか萎い縮しゆくした様子だし助けないわけにはいかないかぁ。どのみち自分で切り抜けられないタイプなら助けるけど。

　私はコツコツと少しばかりの威い圧あつ感を出してその場に向かう。

　男は私の足音に気づいて振り返り――一瞬で鼻を開いて口元をニヤけさせた。どれだけ典型的な反応をするんだよ。素す直なおか。

「私の知り合いに何か用？　この後急ぎの用事があるんだケド」

　声は素で。ただし少し低く。

　明らかに不ふ機き嫌げんのオーラを出して男を威圧する――が、こいつ私のおっぱいしか見てないな。踏み潰つぶしてやろうか。

「え、お姉さん、この人と知り合い？　良いじゃん、一いつ緒しよに遊ぼうよ」

　急ぎの用事って言ってんのに話通じないのかな。

　私はため息を吐つきながら、何とか穏おん便びんに済ませるように取り計らう。

　ぶっちゃけ殴なぐりかかってきても軽く勝てるけど、暴力沙ざ汰たになって時間取られるのはヤだし、触さわりたくない。ココ大事。

「ごめんね、二人分しか予約取れてないんだよね。半年前から応おう募ぼしてたから、ね？」

　私は口裏を合わせて欲ほしい、と赤毛の女性に視線を向けてウインクをする。

　女性は暗い表情をしながら、意図を察したのかコクリと頷うなずく。

「……ぅん」

　うーむ、どこか声に聞き覚えあるけど小さかったし解わからないな。とりあえずこれで納なつ得とくしてもらいたいんだけど。

「あー、その後はダメ？　それか連れん絡らく先さきくれない？　迷めい惑わくにならないようにするからさ」

　それが迷惑なんだっての。

　トイレの居場所すら分からない人は黙だまってほしいんだけども。

　……うーん、面倒だなぁ。

　よし、逃げるか。

「ちょいと失礼」

　私は女性をお姫ひめ様さま抱だっこする。その間一秒。

　流れるように女性の体幹を崩し一いつ瞬しゆんにして抱かかえる。

「え」

　男が目を丸くしてる間に、私は脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

「ちょ、待……足速っ!!」

　追いかけてくる男を一瞬で突つき放はなして、私はその場からの脱だつ出しゆつに成功した。

　こちとらハイスペックやぞ。身体能力も含ふくめてね。

　ふははは、と心の中で高笑いをしつつ、ある程度まで逃げて女性を降ろす。

　何が起こったかよく分からない顔をしている。うん、無理もない。

「手て荒あらな真似まねしてすみません。酷ひどく粘ねん着ちやくされそうだったので」

「……ううん、助かったわ。ありがとう。震えるだけだったあたしと違って、年下なのに強いのね」

　女性は暗い表情のまま言った。

　私と二人きりになってようやく素を出せたのか、その口調はやけに女性に似合う。

　……というか。

　いやいや、まさか。

　うぅむ、でも事務所近いしあり得なくはないのかな。それにしたって偶ぐう然ぜんすぎる。人の巡めぐり合わせというのは不思議なものだ。意図せずに会うことになるとは。

　二期生、音楽系ＶＴｕｂｅｒクラシー、その人。

　口調も声質も。全てが一いつ致ちしている。

　すぐに気がついた。喋しやべり方かたも特とく徴ちようあるしね。こんなんじゃすぐリアルバレしそうだけど大だい丈じよう夫ぶかな、この人。普ふ段だん外出ないのは知ってるケド。

「どうしたの？　固まって」

「ああ、いえ。少し考え事を」

「そう……敬語はいらないわよ。年も近いでしょ？」

「……うん、分かった。災難だったね、お姉さん」

　やはりクラシーさんは私に気づいていないようだ。

　それもそのはず、リアルよりも花依琥珀は声が甘あまく高い。メスガキキャラでやるうえで作った声だからね。

　全智さんと話す時も微び妙みように声を変えている。身バレを避ける一いつ環かんでもあるけど、純じゆん粋すいにオタク受けしそうな声を演出したかっただけ。私が好きなんだけどね！

　……よし、とりあえずこのまま気づかせない方向で行こう。

「ええ、助かったわ。少し情けない話だけれどね。何かお礼をさせてもらえないかしら」

「……うーん、そこは気にしないでって言いたいけど、お姉さん気にするだろうし、近くの喫きつ茶さ店てんでお茶でもどう？」

「あら、ナンパかしら？」

　ニヤリと笑って言った言葉で、初めてクラシーさんは笑え顔がおを見せた。とても魅力あふれるいい笑顔だ。年上お姉さんの余裕ある笑顔。こういうの、嫌きらいじゃないです。

「ちょっとした興味ってやつ。私、今暇ひまだからお姉さんに付き合ってほしいなぁ、って」

「そういうことなら喜んで。あたし、ここらの地理に詳しくないのよね。……だから迷まよい込こんでナンパされたのだけれど。とにかく場所は任せるわ」

　本当に災難だなぁ。

　人通りのあるところのナンパは回かい避ひしやすいけど、人通りのない場所でのナンパは粘ねん着ちやく質しつなことが多い。

　えっちが目的だったり、彼かの女じよが欲しいのかは分からないけど、その必死さが迷惑なんだよねぇ……潔いさぎよささえあれば良いんだよ。元男として気持ちだけは本当に分からないでもないからさ。

　その後、私は（密ひそかに検けん索さくして）喫茶店に案内した。

　ムーディな雰囲気があるいいお店だ。コーヒー豆の香りが鼻び孔こうをくすぐってたまらない。

　私たちは席に座すわってコーヒーを一つずつ頼たのんだ。

「お姉さん、都外から来たの？」

「違うわ。都内に住んでるのだけれど、あまり家から出ないものだから……」

「そっか。まあ、迷いやすいからね、ここらへん。地図も見づらいし。あぁいう時に一回断っても諦あきらめないタイプは連絡先だけ教えて即そくブロックするのがオススメだよ。お姉さん美人だし、対処だけはちゃんとした方がいいよー」

「ええ、わかってるわ。でも、思うように体と口が動かなくて……。ダメね。外は怖こわいわ」

　クラシーさんは男に慣れていないようだ。様子を見て察していたけど本当だったみたいだね。慣れていないというか怖いのかな？　何か昔あったんだろうね。

　一度染しみ付いた恐きよう怖ふを拭ぬぐい去ることは難しい。

　トラウマは簡単なことじゃあ解消することはできないから。嫌いやな思い出がフラッシュバックして思考を凍とう結けつさせる。

　……よく、分かるよ、私も。

　暗い雰ふん囲い気きに包まれたために、私は話題を変えて話す。

　クラシーさんも余り思い出したくないようで、若じやつ干かん食い気味に乗ってくれる。

　それから少しの間、他た愛あいもない話をして時間を過ごした。
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　集合時間まではまだ余裕がある。

　まだ話に興じていようと思ったのだが、そのタイミングでツナちゃんから『迷いました助けてくださいお願いします神様仏様花依様ぁ……！』とメッセージが来たので切り上げることにする。

「……そろそろ時間だからもう行くね」

「そう……今日は本当にありがとう」

　クラシーさんは私の勘かん違ちがいでなければ名残なごり惜おしそうに見つつ、かぶりを振ふって微笑んだ。

　フフフフフ……そろそろネタバラシといこうかな。

　別に事務所で直接会ってからでも良いんだけど、このままだとまた迷ってナンパされそうだし、ついでにツナちゃんも迎えに行こう。

「また外に出るのが不安になったら私を呼んでよ。いつでも力になるから」

「……会って少ししか経たっていないのに迷めい惑わくをかけるわけにはいかないわ」

「会って少しでもこんなに話したら友達でしょ？」

　曖あい昧まいに微笑むクラシーさんは、きっと年下なのに自分の都合で迷惑云うん々ぬんと考えているのだろう。私には分かる。

　だからこそ、憂うれいはなくしておこう。

　私はクラシーさんに近づき、じっとしているように伝える。

　そして耳元で私は囁ささやく。

　花依琥珀として。




「それに――また会うことになるからね、クラシーさん」

「――っ、あな、たはまさか」




　弾けるように飛び退すさったクラシーさんにクスクスと笑いながら、改めて手を差し出し挨あい拶さつする。

「二期生の花依琥珀でーす。よろしくね、クラちゃん」

「く、クラちゃん？　そ、それはともかく、いつから気づいていたのかしら？」

「声聴きいた時だねぇ、そのままだし」

「どうして言ってくれなかったの？」

「だって、同じＶＴｕｂｅｒだって知ったらここまで朗ほがらかに話せなかったでしょ。私は花依琥珀だけど、その前にまず私としてあなたと話がしたかったの」

　すると、驚おどろいたような視線が私の瞳を貫つらぬいた。

「私として……？」

「？　そうそう。折角の同期だし仲良くしたいじゃん？」

「あたしは一人でもやっていけるわ」

「私は一人ではやっていけないからね。私の都合に付き合ってくれてありがと」

「はぁ……正直、事務所の場所すら分からなかったから安心したわ」

「うんうん♪　うちのもう一人の二期生が道に迷って泣いてるから一緒に合流しよ。っていうか方向音おん痴ち多すぎない？」

「面めん目ぼくないわ」

　最終的に若干折れたクラちゃんが、呆れを含ませたため息を吐いた。

　それじゃあ、ツナちゃんを迎むかえにいきますか。

　クラちゃんの手を引きながら、私達はツナちゃんを迎えに行くべく動き出す。

　メッセージによると、どうやら駅のトイレでぷるぷる震えながら打ち込んでいるらしい。存在弱すぎない？

　どうやら人混みに酔って、道に迷っているうちに限界が来たらしいけど、真っ先に私を頼たよったことは偉い。

「まったく、手のかかる娘こだなぁ」

「あなた本当に最年少なのかしら……」

　精神年ねん齢れいはそこそこいってるからねぇ～。

　肉体に引っ張られてる傾けい向こうがあるから、そこまで年齢を意識したことはないんだけど、まあ人生二周目の強みはあるにはあるよ。

　クラちゃんと話しながら、私たちはツナちゃんが指定したトイレに到とう着ちやくした。

　……初対面がトイレって。肥溜めだからなの？　そこまで事務所を愛さなくてもいいのに。

　と、まあそんな冗じよう談だんはさておき、珍しくトイレは一つを除いて空室だった。間ま違ちがいなくその一つにはツナちゃんが入っているのだろう。

「ツナちゃん～？　いるー？」

　その瞬しゆん間かん、勢いよく扉とびらの鍵かぎが開き、中から飛び出してきた黒くろ髪かみロングの女性が私を抱だき締しめた。

「花依しゃあああん！！！！！　ひぐっ、えぐっ、私もうこのトイレから一生出れないんじゃないかって……って美少女!?　リアル美少女!?」

「くっつかないでよ、鬱うつ陶とうしい」

「びど[image: ]」

「冗談だって」

　女性改めツナちゃんは、私より少し身長が高く、白のハイネックとグレーのカーディガンでシンプルなトップスに青のプリーツスカートを穿はいている。

　涙なみだでぐしゃぐしゃになった顔を見ても、顔立ちは整っている。私程ほどとはいかないまでも、十分すぎる美少女だ。思いっ切りブーメラン発言じゃん。
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　あと、ここ重要なんだけど。

　すっごいおっぱい当たってる。

　しかもちょうど良いサイズ。両手に収まる感じの。

　それが私の腰こし辺りにむにゅん、と押し当てられている。その無自覚で無む作さく為いなボディタッチに少々クるものがあった。

　おのれツナ野や郎ろう。こんな手札を隠していたとは。

　だけど、されるがままは私のポリシーに反する。

　やられたなら何倍もやり返さねば気が済まない。

　柔やわらかいおっぱいは私の思考を上手く逸らしていたが、最も早はや慣れた。

「そんなに泣いて……私が待ち遠しかったのかな？」

「だって。頼りになるの花依さんしかいませんし。地図も読めなくて、藁わらを掴つかむ想おもいで花依さんに連絡したんです」

「ふ～ん、頼りになるの私しかいないんだぁ」

　なかなか可愛いこと言ってくれるじゃん。

　ツナちゃんは、どうも相手をその気にさせるのが上手い。いや、多分無自覚なんだろうけど、そのピュアさが嗜し虐ぎやく心に火を点つけるのだ。

　私はニヤリと笑いながら、私の腰にしがみつくツナちゃんを立たせる。

　やはり立ったらツナちゃんの方が身長は高い。なんだろう、よく漫まん画がにあるクソ美少女な八尺様的な。そこまで高いわけじゃないけど……１７５㎝はいってるかな？

　私の身長が１６０㎝だから結構見上げる形になる。

　じー、とツナちゃんを観察する私を首を傾かしげながら見ていたツナちゃん。その長ちよう躯くをトンッと軽く押して、壁際にまで後退させる。

「な、な、な、何をしているんでしょうかぁ……！」

「私しか頼りにならないならさ――こーんなことしても良いよね？」

　ツナちゃんとコラボした時に演じた女騎き士しの声を再トレースして――いわゆる壁ドン＆顎あごクイをする。ベタな物語が好きなツナちゃんには効こう果か覿てき面めんだと思ったが……

「カヒュッ――！　顔面の暴力！　圧あつ倒とう的てき美少女の暴力ですぅ……！」

　すごい効果覿面じゃん。予想通りにいきすぎて一周回って笑えるんだけど。

　ツナちゃんはボッ、と顔を紅潮させて叫さけびながら白目を剥むく。

　そのままズルズルとへたり込んでいくので、ついには私がツナちゃんを見下ろす形になる。

　壁ドンを継けい続ぞくさせたまま、私は唇くちびるを妖よう艶えんにペロリと舐なめる。

　おーおー、思春期男子みたいな視線が届いてるねぇ。

　だが、年上としての最後の砦とりでか、ちらりと私の後ろで呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすクラちゃんを視し認にんして両手の人差し指でバツを作る。

「だ、だめです！　私としてはそのぉ、やぶさかでないんですけどぉ……!?　後ろの御ご仁じんがガッツリ見てらっしゃるのでぇ……!?」

「大丈夫。同じ二期生のクラシーだから――ふぅ～」

「あひょぉっ!?!?　何も大丈夫じゃないんですがぁ……！」

　息を吹ふきかけると、ビクリと体を震ふるわせる。

　若じやつ干かん涙なみ目だめになってるのは非常にそそる。

「あのぉ……流石さすがに同じ二期生の方に見られながらというのはハードルがお高めと言いますか！　こういうのはもっと仲を深めて――」

　私はツナちゃんの顔を手で挟はさんで無理やり目線を合わせる。

「今は――私だけを見て」

「はいぃぃ！」

　おもしろ。

　年上美女を弄もてあそぶのたーのーしーいー！　クズと呼んでもいいよ。この楽しさだけは経験しないと分からないからね。

　さて、からかうのもここまでにしようかなぁ、と思ったタイミングで、ようやく後ろにいたクラちゃんが声を発する。

「いや、ちょっと待ちなさいよ。何見せられてるのかしら、私」

「なーに、ちょっとした戯たわむれだよ。クラちゃんも交ざる？」

「交ざらないわよ……。ハァ……これが噂うわさの完堕ちというやつかしら」

「私堕ちてませんがぁ……!?」

「涎よだ拭れふいてから言いなさい」

　テンポのいい会話にケタケタ笑いながら私は腕うで時ど計けいを指し示し言った。

「じゃあ、そろそろ収録行こっか。方向音痴さんたち」

「「くっ」」

　私が助けたのは事実だから何も言えないよね～。

　待って、これメスガキっぽくない!?　あ、わ、初めて成功したかもしれない。
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「「「うへぇ……」」」

　奇くしくも私たちの声は重なった。

　全員、目の前の高層ビルを見た感想である。曲がり間違っても感かん嘆たんじゃなくて『本当にここに来ていいのか』という気き後おくれだ。

　それなりに儲もうかってることは知ってたけど、ここの三階フロア分って相当だよ。しかもここ支社だしね。

　本社の社長室があるのは、とある高層マンションの最上階。社長の職場件自宅らしいケド。結構特とく殊しゆな形態だよね。なんで分けたんだろ。

　無言で私たちはエレベーターに乗り三階で降りる。

　すると、一人の女性が私達を出で迎むかえた。

　ピチッとしたスーツを着き込こんだ黒髪ボブの女性。タレ目で優やさしげな雰囲気があるが、現在は隈くまで疲つかれが色いろ濃こく見える。

　私たち二期生のマネージャーその人である。

「あ、みなさん早いですね。ちょっと複雑なので迷っていないか心配でした」

「あはは～、さすがに大丈夫ですよ」

　クラちゃんとツナちゃんは同時に視線を逸そらした。分かりやすい反応は避さけようか、君たち。仮にも年上でしょ。

　ちなみに道中聞いた話によると、クラちゃんは19歳さい。ツナちゃんは21歳だそう。

　一番子どもっぽいのにツナちゃんが最年長なのは驚いた。というか全体的に年ねん齢れい層そう低いよね。

「そうですか！　それは良かったです。駅まで迎えを寄よ越こすか迷ったんですけど、花依さんなら何とかしてくれるんじゃないかと思いまして」

「私任せですか。や、別に良いんですけどこれでも最年少ですよ、私」

　クラちゃんとツナちゃんはまたも同時に視線をそらした。何回やるのさ。もういいって。

「とりあえず、時間も迫せまっているので打ち合わせしましょうか。収録室で会議しましょう」

　そう言うと、すたすたマネージャーは歩いていく。

「あのマネージャーさん私を見る目が怖かったんですけどぉ！」

「私は可哀かわい想そうな目で見られたわね。なんでかしら」

「君らが常識からかけ離はなれてるからでしょ」

　そんな会話をコソコソとしながら着いた場所は、様々な機材が置かれた収録スペースだった。

　椅い子すが四脚きやく置かれていて、円えん卓たく上のテーブルが端はしに構えている。

「本日は事前に連れん絡らくしたように、『二期らじお！』という題材で私たちの公式ミーチューブで配信する用のものです。オープニングトーク、フリートークコーナー、そして事前に集めた質問に答えていく形式です。司会進行は花依さんに依い頼らいしました」

「はーい、よろしくお願いしまーす」

　打って変わってクラちゃんツナちゃんの両名は、真しん剣けんな表情でこくこくと頷く。大事な場面の時に意識を切り替かえる。それはとても大切なことだと私は思う。

　自然体でいるタイプもいるけどね。私とか。

「今回は事前収録ですので、コメントを見て話すことはできませんが、その代わりに編集でカットすることも可能です。緊きん張ちようせずに落ち着いて臨のぞんでください。収録時間は一時間ですが、実際に流すのは三十分程度の尺です。間とか失言を削けずればそれくらいになると思いますから」

　なるほどね。

　まあ、三十分のものを三十分で撮るわけないよね。ライブ配信とは違ちがうんだから。違いを理解して進行しないとグダグダになりそうだなぁ。

　ふんふん、と頷きながら説明は続いた。

「――とまあ、こんなところです。質問はありますか？」

「はい」

　クラちゃんが手を挙げる。

　礼れい儀ぎ正ただしく肘ひじまで伸のばした挙手だ。

「今回のコラボの意図は何かしら。同期の登録者の差を是ぜ正せいするためと私は睨にらんでいるのだけど」

「その意図がないといえば嘘うそになりますが、私どもとしても新しい試みなので、今回は試金石としての役割もあります」

「あたしたちは生いけ贄にえかしら？」

　クラちゃんは怒いかり、というより不機嫌だった。

　自由意志の下で配信を行ってきたからか、急に組織のしがらみに囚とらわれることを嫌ったのか。……まー、自分だけ登録者が少なかったらそう思うのも仕方ないよね。

　私はマネージャーに助け舟ぶねを出す。

「クラちゃん。私はそういうしがらみとかどうでもいいと思ってるんだ。ただ楽しみたいだけ。私はクラちゃんともツナちゃんともコラボしたい。それじゃあダメ？」

　紛まぎれもない私の本心をぶつける。

　堕おとす堕とさないの意志は、今日に限って介かい在ざいしない。ただ前世の頃ころからの推おしの一人である音楽系ＶＴｕｂｅｒ、クラシー。私はそんな偉い大だいな人物と一緒にコラボがしたい。

　そして、ツナちゃんとも初めてのオフコラボになる。

　これは事務所がくれた大事な機会だと私は思っている。

「そ、そうですよ。私も猛もう烈れつに緊張していますけど、配信するのは楽しいんです。特に花依さんとの初めてのコラボは刺し激げき的てきで楽しくて。わ、私はクラシーさんともコラボがしたいです……！」

　やるじゃん。

　密かにツナちゃんを褒ほめつつクラちゃんの様子を窺うかがう。

　彼女は諦めたようにため息を吐くと微笑んだ。

「ごめんなさい、少し熱くなってしまったわ。私も嫌ってわけじゃないの。あなたたちとは会って間もないけど、交かわした会話は楽しかったから。だから……その、よろしくお願いするわ」

　微かすかに頬ほおを染めるクラちゃんに尊みを感じつつ、そのリビドーを何とか抑おさえ、私とツナちゃんは「うん！」と頷く。

　今初めて、ほんの少し。

　微かな進歩でも二期生がまとまった。

　私は確かにそう思った。




＊＊＊




「みなさんこんにちばんわ！　始まりました『二期らじお！』。司会は私、花依琥珀とその他二名でお送り致いたします～」

　いよいよ始まった『二期らじお！』は私のちょっとした冗談から幕開けとなった。

　事前台本は皆かい無むに等しいけど、何だかんだ配信になったらコミュ力が上じよう昇しようする二人に期待したい。何かあったら私がカバーすればいいしね。

　収録室にはマネージャーとスタッフ数名がいる。

　テレビの収録のようで少しワクワクする。

「ひぇ、飛ばされた……!?」

「同じ二期生をその他扱あつかいするのはどうなのかしら」

「はははっ、冗談だって。はい、ツナちゃんとクラちゃんです」

「雑ぅ!?　に、二期生の漆黒剣士ツナマヨですぅ……」

「同じく二期生のクラシーよ」

　パラパラと拍はく手しゆが外がい野や陣じんから鳴り響ひびく。

　こういう緩ゆるい雰囲気は結構好みだなぁ。リスナーも寝ねっ転ころがりながら是ぜ非ひとも聞いてほしい。

「いやー、始まったね。どう？　二人とも緊張してる？」

　タイトルコールも終わり、オープニングトークに移る。

　私はまず、ガタガタ震えているツナちゃんと泰たい然ぜんとしているクラちゃんに視線をやる。

「み、見ればわかりますよねぇ……!?!?!?」

「うーん……論外！」

　私は涙なみだ目めで震えるツナちゃんをチラリと一いち瞥べつすると言い切った。

　そしてツナちゃんはいつもの叫び。

「ひどい!!」

「あたし、緊張していないツナマヨさんを見たことないわ」

「クラシーさんまで……!?」

「デフォで緊張って、とんでもないデバフ抱えてるよね」

「好きで抱えてませんがぁ!!」
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「さてさて、ツナちゃんイジリもここまでにして次のコーナー行くよー」

　弱々しい目つきで睨むツナちゃんだが、眼力が弱すぎて可愛かわいらしく見つめてるようにしか見えないなぁ。

「ほらほら、ツナちゃん。私に見み惚とれないの」

「見惚れ、見惚れ……見惚れてませんが！」

「いや、本当に見惚れてたんかい」

　軽く呆あきれながら良い玩具おもちやになってくれるツナちゃんから目を離す。

「次は、フリートーク……ってさっきと変わらなくない？」

　すると、ニヤリとクラちゃんは私に視線を合わせて言う。

「つまり？」

　分かってるじゃん、クラちゃん。

　つまり――

「ツナちゃんをイジれる……??」

「やめてくださいよぉぉ!!」

　室内が笑いに包まれる中、私たちのコラボは成功の切り出しを見せた。
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　フリートークはツナちゃんを弄いじりつつ、均等に話題が行き届くように司会の私が上手うまく工く夫ふうした。

　思うようにいかないことが常だから、何かしらのトラブルが起きるかなぁと身構えたけど、ツナちゃんとクラちゃんとのトークがテンポよくいったお陰かげで、今のところは順調だ。

「――で、トイレに引き籠こもってたツナちゃんが『花依ひゃあああん！！！』って出てきたんだよね」

「今の似すぎる声真似いります!?!?　あと、私そんなんだったんですか……??」

「あれは見るも無む惨ざんだったわ。後ろにいる私のことも見えてなかったんじゃないかしら？」

「うっ、だって花依さんが壁かべドンとかしてくるのが悪いんですよぅ」

「呆あつ気けなく堕ちて腰こし砕くだけになってたのはどこのどちらさんかなぁー？」

「そんなやり取りを蚊か帳やの外で見せられていたのは誰だれだったかしら」

「「すみません……」」

　途と中ちゆうでクラちゃんの存在を忘れてたのは悪いと思ってる、うん。ちょっとね。ツナちゃんがチョロいのが一番の原因だと思うんだよ。

　私は悪くない!!

「まあ、総合してもクラちゃんツナちゃんの二人が道に迷ったのが全ての理由じゃない？」

「「うぐっ」」

「いや、このラジオが始まる前も結構引き合いに出してたんだけど、案内してる時もふらふら違う方向に歩いてたじゃん？　気分は犬の散歩だったよ」

「あながち否定できないのが悔くやしいわ」

「犬……花依さんの犬……」

「ちょっと良いって思ってない？」

「いぇ、ぇ、いぇ！　思ってませんとも、はい！」

　少し頬を赤らめて別次元に旅したツナちゃんを呼び戻もどす。指し摘てきすると大げさに否定してきたが、あれは認めてる反応でしょ。

　へぇ～、犬、ねぇ？

　ツナちゃんがドＭ気質なのは……まあ、接すれば分かるけど私は別にドＳってわけじゃないし。振る舞まうことはできるし、それなりに楽しいけどね。

　演技を勘かん定じように入れるならＳでもＭでも自由自在だよ。

「ツナちゃんはとりあえず放っておいて次のコーナーいくかぁ」

「次は質問コーナーだったかしら？」

　司会の私を立てるようにクラちゃんが言ってくれる。

「そう！　リスナーから事前に集めた質問を厳選したよ」

　いよいよきたか、と私を除く二人は微かに緊張を浮うかべる。

　なにせこれまではある程度の道に添そって話してきたが、質問は完全に初見。

　新しん鮮せんさのためだとかマネは言ってるけど、結構難しいの分かってるのかねぇ……。私たちデビューしてから一ヶ月も経ってないんだけど。

　ちなみに私もしっかり初見である。

　さっきスタッフから手て渡わたされたのは、質問の紙が入っているだろうボックス。随ずい分ぶんアナログだなぁ……。

「質問……私なんかに来ます……??」

「慰なぐさめてあげる」

「来ない前提なのね……」

　心配げなツナちゃんだけど、その可能性はないと思う。

　厳選してるのはスタッフだし、撮とれ高だか的に必ず全員分の質問は入ってるだろうし、全員に対する質問も多いはず。

　あとは司会の私がどれだけ回せるかって話だね～。

「それじゃあ、早さつ速そく……ほいっ。『初めてオフで会った時の印象は？』だってさ」

　その質問に私たちは少し考えると、意外なことにツナちゃんが真っ先に答えた。

「えっと、花依さんは救世主。クラシーさんは傍ぼう観かん者しやです」

「だろうね。場所が場所だもん」

「見ることしかできなかった私への当てつけかしら？」

「目が怖い……っ！　ち、違うんですよ。じょ、状じよう況きよう的てきにそう答えるしかなかったと言いますか……！」

　しどろもどろに言い訳するツナちゃんをジト目で見る。

　とことん墓ぼ穴けつ掘ほるなぁ……。わざとじゃないかと勘かんぐってしまうけど、反応を見ると本気で言っているのだから面おも白しろい。

「じゃあ、次クラちゃん！」

「そうね……花依さんは救世主で、ツナマヨさんは憐あわれ？　かしらね」

「ちょっと、待って。なんで私、救世主固定なの？？？」

「だって、状況的にそうだもの」

「だけどさぁ……どっちも大したことしてないんだけどなぁ」

　一応ナンパされたことはボカして、私がクラちゃんを助けた程度の情報をフリートークの時に出した。無いとは思うけど特定されたら困るからね。

　だとしても、その状じよう況きように陥おちいれば誰もが助ける程度のことしかしてないし、ツナちゃんに至ってはただ迎えにいっただけなんだケド。

　そんなことを思っていると、ツナちゃんが戸と惑まどいながら叫ぶ。

「え、これ、私の憐れって印象はスルーされるんです!?」

「憐れ以外に何があるの、逆に」

「妥だ当とうだと思うわ」

「私の扱い酷すぎませんか!!」

　今いま更さらじゃん。事実しか言ってないし。

　イジられるのが嫌いならここまで酷ひどく言ってないけどさ。ツナちゃん、鼻ヒクヒクさせて喜んでるじゃん？　多分長年構ってもらえなかった弊へい害がいなんだと思うけど、人って簡単に変身（ドＭ）できるんだね。

　言わぬが花だよ。

「ちなみに私が思った印象はねぇ……クラちゃんは爆ばく弾だん兵器」

「ちょっとどこ見てるのかしら」

「おっぱい」

「そこは隠かくしなさいよ！」

　大声を出してサッと胸を隠したクラちゃんが若じやつ干かん距きよ離りを取る。

　逆にエロいよ。

　クラちゃんのアバターは青あお髪がみロングの爆ばく乳にゆう美少女だから、ここでおっぱいについて言げん及きゆうしても問題はない。

「ツナちゃんはふにゅん」

「全部特定部位じゃないですかぁ!!」

「安易に抱きついてきたツナちゃんが悪いと思うよ。私何もしてないもん」

　ギャーギャーと騒さわぎながらも笑う私たち。

　羨うらやましがるといいよ、リスナー諸君。

　さて、次いこう。

「それじゃあ、次。『私は箱はこ推おしなのですが、この度花依何とかさんのせいで単推しになりそうです。どうすれば良いでしょうか』。これ、私への質問だね」

　うーん、そうだなぁと思案する。

　答えはすぐに出た。

「私推せば箱推しになるよ。全員堕とすし。あと名前覚えろ」

「酷い暴論を見た気分だわ……」

　呆れを含ふくませた視線で私を見るクラちゃんと、如何いかにも口笛を吹きそうな格好で視線を逸らすツナちゃん。うん、君もう堕とされた側だもんね。何も言えないよね、そりゃ。

「サクサクいくど。『クラシーさんの魔ま王おうを聴いてから毎日聴いていないと体が震えてきます。どうすればよろしいでしょう』だってさ、クラちゃん」

「これ思ったのだけれど、質問じゃなくて相談じゃないのかしら」

「細かいことは気にしたら負けだよ」

　私もそう思うけど、そういうもんだと割り切れば別に大した感情は湧わかない。

「はぁ……知らないわよ。ずっと私の演奏を聴いていたら良いじゃない」

「ははは、大だい胆たんだねぇ！」

「こく、はく!?」

　私とツナちゃんで囃はやし立てると、微かに頬を紅潮させたクラちゃんが否定する。

「そういう意味で言ったわけじゃないわよ」

「そうそう、クラちゃんは私のだからね」

「あなたのでもないわ」

　ほほほ、いずれ堕とすから覚かく悟ごしておきな～。

　今はまだその時じゃないからねぇ。

　話していて分かったけど、クラちゃんは腹になにか一物を抱かかえている。私にはまだそれを明らかにさせることはできない。ピースが揃そろってないから。

　……これは初めて壁にぶつかりそうだ。




　――と、今はラジオ中だ。




「じゃあ次～。お、良かったねツナちゃん。『コミュニケーションが苦手です。緊張せずに人と話すにはどうしたらよいですか。ツナマヨさん』」

「わ、私に聞きますぅ!?!?　えと、何を言ってもブーメランとなって私に返ってくるのですが！　どう足あ掻がいても被ひ害がいを受けることが決定事じ項こうなのですが！　というか、そんな方法あれば私が知りたいですよおおおぉ！！！」

　意地悪な質問に、ツナちゃんの魂たましいの叫びが響く。

　せつない……悲痛な叫びだよ。

「どんまい（笑）」

「口でかっこわら、と言うところに悪意が籠もってるわね」

「ぜー……ぜー。コミュ障治したいっっ！」

「内輪で話せるなら良いじゃん。そうやってしっかりと我を出して話せてることは尊敬してるよ」

　髪かみを耳にかけながらふんわり笑ってツナちゃんを見る。

　案の定、ボッと顔を赤くしてニマニマしながらきょどるツナちゃん。

「うぇっ、ええとその……ありがとうございます……は、恥はずかしいっ……」

「ちょっろ」

「何回引っかかるのかしら」

「えぇ!?　今の嘘なんですかぁ!?!?」

「本当だけど秒で絆ほだされるあたりチョロいなとは思ってる」

「うぐぐ……嬉うれしいと思ってしまう私が情けないですぅ！」

　クラちゃんはもとより、ツナちゃんに関しても私は色々と認めている。

　人間性だったり、配信者としてだったり。基本的にツナちゃんへの好感度は高い。可愛いし、それでいて年上なのがたまらない。

　もし高校の先せん輩ぱいとして出会っていたら、間違いなく私はグイグイ攻せめて堕とす自信がある。

「さて、次～。お、私への質問だね。なになに……『花依とかいう化け物は一体どんな幼少期を過ごしたらこうなるんですか？』失礼すぎない？　誰が化け物だよ」

　養よう殖しよくハイスペックの自覚はあるけど、化け物扱いするほどのことをやらかした記き憶おくがない。

　首をひねっていると、恐おそる恐るといった様子でツナちゃんが手を挙げた。

「はい、どうぞツナちゃん」

「そ、そのぉ……化け物は一いつ旦たん置いておいて、花依さんがどんな幼少期を歩んできたのかは興味あります……」

「確かに、化け物は置いておいて、どんな過去を歩んだらこうなるのかは興味があるわね」

「一旦置いておいてるけど否定はしてくれないんだ」

　なんで目を逸らすのさ。ちょっと。

　まあ、普ふ通つうの人は推しのいるＶＴｕｂｅｒ事務所に入るために幼少期から鍛きたえはしないよね。人生２周目だからこそ……女の子として生まれたからこそ、この野望を叶かなえてやろうと魂に誓ちかった。謂いわば、壮そう大だいな人生計画である。

　人生を肥こえ溜だめに捧ささげようとしてるんだから、私の想いも大たい概がい重い。

「私は普通の女の子だよ？」

「「それは嘘です（よ）」」

「全否定!?　そういう意味だったら、ツナちゃんもクラちゃんも普通じゃないじゃん」

「「うぐっ」」

　私の至し極ごく当たり前のツッコミに、二人は謎なぞのダメージを食くらっていた。別に悪い意味で言ったわけじゃないんだケド。

「そもそもさ。普通である必要なんてないじゃん。普通の基準なんて人それぞれだし、個性が強いから肥溜めに入れた。自分のスケールを普通に落とし込こんだらダメだよ。きっとそれは成長を阻はばむ重りになる」

　……ちょっと上から目線の講こう釈しやくだったかな？

　でも、実際私はそうだと思う。

　そりゃ自分は特別なんだ。選ばれた存在なんだ、的なイタい厨ちゆう二に病びようにまで発展したらどうしようもないけど、ある程度のアイデンティティは必要だ。人は人より優すぐれたものを持っていると自信に変わる。

　ＶＴｕｂｅｒだって自信がなきゃやらない。

　自分を変えたくて。自分を受け入れてくれる世界が欲ほしくて。それだって、一歩を踏ふみ出せたのは自信があってこそ。

　ツナちゃんもクラちゃんもそれが少し足りないんだけどね。二人とも可愛いし立派な特技があるんだから誇ほこればいいと思う。……それが難しいんだケド。

　話し終えた後、チラリとツナちゃんとクラちゃんを見ると、二人は考かんがえ込んだ様子で俯うつむいていた。

「……花依さんってちゃんと考えてますよね」

「え、罵ば倒とう？」

「ち、ち、違いますぅ!!　そういう意味じゃなくてですねっ！　わ、私はぼんやりとした願望でＶＴｕｂｅｒになろうと思いましたから……」

「そうね……意味を追い求めてる私たちと違って、意味を理解しながら活動してる貴方あなたは凄すごいと思うわ」

　なかなか難解なことを言うね、クラちゃんは。

　まあ、要はＶＴｕｂｅｒになった意味を、配信活動を通して探しているのがツナちゃんとクラちゃんで、私は明確なＶＴｕｂｅｒになって何をしたいか、という願望を下に突つき進すすんでいることを言っているんだと思う。

　目標とか将来像って難しいよね。あーやだ、前世の就職活動を思い出す……。

　私が遠い目をしていると、あっ、と何かに気づいたツナちゃんが言った。

「結局、花依さんってどんな幼少期を過ごしたんですかぁ……？」

「そういえばその質問だったわね」

　確かに。なんか真面目な話になって忘れてた。

「ん～、簡単だよ？　ひたすら喉のどを虐いじめ抜ぬいて。人付き合いもしながら修しゆ行ぎよう＆修行の日々を過ごすだけ。さあ、今すぐ君も花依琥珀になろう！」

「なれるかぁぁぁぁぁああ！！！」

　ツナちゃんが今日一番の声量でツッコミを果たした。うん、元気が一番だね。

　なんてことを考えていると、スタッフさんから『そろそろ時間です』とのカンペが出された。

　なかなか雑なオチも着いたし、私はエンディングトークに移る。

「まあ、そんなわけでね。二期らじお！　だけど、そろそろ終わりの時間がやってきました。どうだった？　二人とも」

「ひたすら恥ち辱じよくを味わいました」

　ツナちゃんが即そく答とうした。でしょうね。

「コラボそのものが初めてだったけれど、存外楽しかったわね。またやりたいわ」

「おぉ、それは良かった。……私も楽しかったよ。こんな機会を与あたえてくれたマネとスタッフさんには感謝だね。それじゃあ、二期らじお！　は終わり！　みんなありがとねぇ～」

「あ、ありがとうございましたっ！」

「ありがとう」

　そんなこんなで私たちの初めての二期生コラボは幕を閉じた。







8.　二期らじお！ ～視聴中～








１：名無しのＶヲタ

作れと言われた気がした




２：名無しのＶヲタ

>>1

スレ立て乙おつ




３：名無しのＶヲタ

>>1

ナイス




４：名無しのＶヲタ

通常の応おう援えんスレだとすぐ埋うまるからな




５：名無しのＶヲタ

最近の勢いすごいわ




６：名無しのＶヲタ

ＶＴｕｂｅｒが普ふ及きゆうしてきてワイは嬉しいわ




７：名無しのＶヲタ

>>6

何様だよｗ




８：名無しのＶヲタ

>>6

まあ、コアなオタク文化だ、って認にん識しきがまだ強いんやが




９：名無しのＶヲタ

ガチ恋こい勢を積極的に取り入れる企き業ぎようならともなく、肥溜めは肥溜めだからなｗｗｗ




10：名無しのＶヲタ

>>9

納なつ得とくでしかないｗｗｗ




11：名無しのＶヲタ

唯ゆい一いつ無む二にのあたおか事務所ｗ




12：名無しのＶヲタ

そんなあたおか事務所の二期生がコラボか…




13：名無しのＶヲタ

期生まるまるのコラボって今まであったっけ？




14：名無しのＶヲタ

>>13

あったにはあったけど纏まとまりなさすぎてエンタメとして成り立ってなかったｗ




15：名無しのＶヲタ

司会役というか取りまとめる人がいないんだよな




16：名無しのＶヲタ

我が強すぎる件ｗ




17：名無しのＶヲタ

今回は花はな依よりいるから大だい丈じよう夫ぶだろ（）




18：名無しのＶヲタ

>>17

その花依が問題なんだよなぁｗ




19：名無しのＶヲタ

あいつもう二人堕としてるからな

一ヶ月経たってねぇぞｗｗｗ




20：名無しのＶヲタ

>>19

化け物で草




21：名無しのＶヲタ

さすがてぇてぇに全てを捧げた女だ……面つら構がまえが違う




22：名無しのＶヲタ

人生の目標がてぇてぇだもんなｗ

ワイらの需じゆ要ようと供給は上手く釣つり合ってるけどなｗｗｗ




23：名無しのＶヲタ

>>22

カプ厨ちゆうという火種は撒まき散らされたけどなｗ




24：名無しのＶヲタ

ワイ花×全




25：名無しのＶヲタ

ワイ花×ツナ




26：名無しのＶヲタ

>>24

>>25

花×全＆ツナだロォ……!?




27：名無しのＶヲタ

>>26

欲張りセットで草




28：名無しのＶヲタ

ハーレム築きそうなのは本当の話ｗ




29：名無しのＶヲタ

いいよもう全員堕として

その先をワイらは見たい




30：名無しのＶヲタ

>>29

間ま違ちがいないｗｗｗ




31：名無しのＶヲタ

それに尽つきる




32：名無しのＶヲタ

そろそろ始まんじゃね？




33：名無しのＶヲタ

尺が一時間もあるからな




34：名無しのＶヲタ

二窓してるやついるー？

あれなら実じつ況きようするで




35：名無しのＶヲタ

>>34

ま？

授業中で動画見れんから実況してくんね？




36：名無しのＶヲタ

>>35

授業中にスレ書かき込むなよｗｗｗ




37：名無しのＶヲタ

これは強者




38：35

ワイは学校のリアル百合ゆりっぷるを見ながらバーチャルの百合も見てる




39：名無しのＶヲタ

>>38

は？　羨ましいんだが？？？




40：名無しのＶヲタ

>>38

まだ時間ある

詳くわしく話せ




41：百合ップル観察人

ええで

ワイは寡か黙もく系イケメンオタクなんやが




42：名無しのＶヲタ

>>41

嘘うそ松まつ




43：名無しのＶヲタ

自分のスペック偽いつわるのやめろ




44：名無しのＶヲタ

現実がダメだからってネットでイキんなよ

虚むなしくなるぞ（ ）




45：名無しのＶヲタ

ボロクソで草




46：百合ップル観察人

いや、まあ信じる信じないは自由やしええんやけど

とにかく、学校一の美少女と普通の女子との百合があるんよ




47：名無しのＶヲタ

>>46

ほう




48：名無しのＶヲタ

関係性としてはいい感じじゃん




49：名無しのＶヲタ

ふーん、えっちじゃん




50：名無しのＶヲタ

それのどこが百合なん？

距きよ離り近い女子は普通だろ、別に




51：百合ップル観察人

>>50

いやそれがな？

距離はむしろ近くないんよ

スキンシップもあんまりしてるとこ見てないし、美少女の方は普通女子のことを名字呼び捨てで呼んでるし

ただ、本当に気き兼がねない関係って感じで、端はたから見てて信しん頼らいしあってるのが分かる

ぶっちゃけあれはイチャついてるのとそう変わらんわｗｗｗ




52：名無しのＶヲタ

>>51

解かい釈しやく一いつ致ち




53：名無しのＶヲタ

百合やん！




54：名無しのＶヲタ

親友百合ってええよな

しかもまだ気持ちに気づいてないパターンだろうし




55：百合ップル観察人

>>54

せやで

だからワイは教室で百合ラノベ読みながら観察してる




決して間に入らぬようにな！！！




56：名無しのＶヲタ

>>55

うーん、観察人の鑑かがみｗｗｗ




57：名無しのＶヲタ

百合の間に挟はさまる男は許さん




58：百合ップル観察人

ほんそれ




じゃあＲＯＭってるから実じつ況きよう頼たのんだわ




59：実況人

よし、ワイに任せろ




60：名無しのＶヲタ

>>58

お前はちゃんと勉強しろｗｗｗ




61：名無しのＶヲタ

お、始まるやん






　――二期らじお！　で生み出されたてぇてぇの数々に、掲けい示じ板ばんは大盛り上がりを見せた。







9.　川内江里子の憂鬱







Ｓｉｄｅ　川内江里子




　私はどこにでもいる普通の女子高生だ。

　見た目も運動も何一つ秀ひいでちゃいないけど劣おとってもいない。男子だったらラノベ主人公じゃねーかと最近は思ってる。

　そんな私だけど、自じ慢まんできることがたった一つだけある。




　――私の親友がドチャクソ美少女だということである。




　川内江里子なんてどこにでもありそうな名前と違ちがって、親友の名は夢ゆめ見み蓮れん華げなどと超ちようオサレネーム。

　黒くろ髪かみの正統派美少女で、性格は結構サバサバしてる。美容にも健康にも気を遣つかえるし、笑え顔がおはとてもキュート。

　テストは常に百点で博識。それは傲おごることもなければ過度に謙けん遜そんすることもない。ただの事実として気にしていない。

　そして巨きよ乳にゆうだ。私は一度その手で掴つかみ取りたいと思っている。夢パイを。あれ、語ご呂ろがいい……。

　それはさておき、全方位にこの美少女すぎる親友をアピールしたいなぁ、と日々考えているけども、なんで私と親友になってくれたのかが非常に分からぬ。

　私の長所なんて、少々思考がギャグ気質なだけだろ。

　なんの役にも立たねぇなおい、と自じ虐ぎやくできる唯ゆい一いつの長所に蓮華が食いついた……!?　んなまさか。

「私の顔になにかついてる？」

　ぼうっと蓮華の美少女フェイスを見ていると、隣となりを歩く蓮華が首を傾かしげる。その仕草だけで牛ぎゆう丼どん食えるわ。

「いんや、なんでもないけどさ。蓮華って本当に美少女だよねぇ。ケチつけれないくらい」

「ははっ、なにそれ。私の顔にケチつけるつもりなの？」

「やっぱり無理だったわ！」

「まあ、容姿には自信あるからね」

　こう言い切れるところも尊敬している。

　あるがままの事実を脚きやく色しよくも謙遜もなしに答えることができる。日本人的視点から言えば、調子乗ってんのか！　とか言われそうだけど、私は蓮華のあけすけな部分が好きだ。

「いやぁ、これで彼かれ氏しいらないって言うんだからすごいわ。選び放題だろうに」

「あー、普通に興味ないんだよね」

「だろうなぁ……」

「川内は最近どうなの？　恋れん愛あいとか」

「私ぃ!?　いやいや、むりむり。好きな人とかもいないし、いてもそもそも付き合えないし」

「そう？　結構モテるタイプだと思うんだけど」

「えぇ……」

　嫌いやみを感じさせない偽りなき言葉だった。

　本当にモテるって思ってるんだろうなぁ……いや、なんの手て違ちがいか告白されたことは中学校の時にあったけどもよ。

　恋愛とかよく分かんなくて断ったんだが。

「私は蓮華と一いつ緒しよにいるのが一番楽しいし。男とかいらねぇわ！　我が親友美少女で十分だぜ」

　アハハと笑う親友を尻しり目めにおどける私。

　今言ったことは全て本音だけども、最近私はこんな完かん璧ぺき美少女と親友でいて良いのか、という疑問が常々湧わき上がる。

　全てが凡ぼん庸ような私に対して、蓮華は余りにも眩まぶしすぎる。

　庶しよ民みんはその光に目を焼かれ、近づくことすら許されない……なーんてメルヘンチックなこと考えたりしちゃって。

　ははは、私に似合わねぇ！

「まあ、川内に彼氏ができたら私がチェックするかな。死んでも守り切れるかどうか」

「チェックが重すぎる！　そんな覚かく悟ごで恋愛するやつなんて稀け有うでしょ。ただでさえラブが薄うすいとか言われてんのに」

「私は川内のためなら死ねるかな。状じよう況きようによるケド」

「うぇっ、ちょ、何言ってんの」

　冗じよう談だんはやめろと出かかった言葉は、目を据すわらせる蓮華を見て沈しずんでいった。場の勢いで言ったのもあるけど、丸きり嘘うそじゃないのは理解できた。

　……親友の愛が重くない？　私の自うぬ惚ぼれ？　気の所為せい？

　すると、ふっ、と表情を緩ゆるめた蓮華が私の髪かみをすくい上げながら言った。

「まーたこのお馬鹿は釣り合いがどうとか考えてそうだったから。私の唯一無二の親友は川内だけ」

　唯一無二の親友と言われ、体がかぁと熱くなる。

　嬉しさと気き恥はずかしさ、混ざる疑問と分からない想おもい。

　誤ご魔ま化かすように小さな声で私は否定する。

「で、でも魅み力りよくとか無いじゃん？　私」

「あっはは、面おも白しろいこと言うね。川内は可愛かわいいし優やさしいし気き遣づかえるし癒いやされる。何気ないいつもの行動が私にとっては嬉しいよ」

「うっ、ぐぐぐ……ぬぬぬぬぬぬ」

「続けて言うと――」

「分かった！　分かったから！　さすがに……恥はずかしい」

　手で顔を覆おおうと、手のひらから伝わる体温がやけに沁しみる。熱い。いったいこの親友はどれだけ美少女でイケメンなんだ。

「え、カワイイ。照れてる？　川内照れてる？」

「もう、やめてぇ……」

　前言撤てつ回かい！

　好きだけどこうやって悪戯いたずらすんのやめろ!!

　自分の魅力分かった上で最適解の行動取るの策士すぎるでしょ。どこに脳みそ使ってんの、まじで。

　――ゴンッ!!

　何か近くから物音聞こえたけど、どうせどこかの百合ヲタが歓かん喜きの悲鳴を上げてるだけでしょ。







10.　でろでろに全智さんを甘やかそう ＃せんしてぃぶ







　私は半分一人暮らしのようなものだ。

　両親が帰ってくるのは決まって私の誕生日と、お盆ぼんと正月。

　愛されているのは日ひ頃ごろの超ちよう絶ぜつハイテンションを見れば分かるからいいんだけど、あの両親私のＶＴｕｂｅｒの活動見てやがる。

「すごい。久しぶりにキレそう」

　両親から送られてきたのは私が『全員堕おとす』と叫さけんだ切り抜きの画像と『（笑）』の一文字。明らかに馬鹿にしてきてやがる。

　許さん。

「……両親といえばだけど、全智さんは……いや、深入りはダメだね」

　料理配信を行った時の全智さんの様子を見れば大体予想はできる。だからこそ、それ以上を詮せん索さくするのは全智さんを傷つけてしまうだろう。

　彼かの女じよはきっと愛に飢うえている。クールな一面に隠かくされた本ほん性しようは、一人になりたい気持ちと誰だれかと話したい相反する感情だ。

「ほっほっほ……愛に飢えているなら愛せばいい。この私がね。誰かの代わりなんかじゃない。私が私として全智さんを愛そう」

　そうと決まれば行動するに限る。

　料理配信を行ってから一週間以上が経過した。そろそろ寂さびしがってる頃ころ合あいに違いない。私には分かる。

　後方彼氏面だよ。対面では２回しか会ってないケド。




―――


花はな依より『コラボしません？』

全智『わかった。暇ひまな時にいつでも来て』



―――




「返信早っ。てか、暇な時にいつでもって……」

　うーむ、明日は土曜日だし行こうかな。

　あ、そうだ。




―――


花依『では明日どうですか？』

全智『かまわない』

花依『お泊とまりも？』

全智『!?!?!?』



―――




「よし、了りよう承しようって意味だね。多分」

　私はスマホの電源をぶつりと切った。

　文字にまで感情が現れるようになるとは花依さんは感動ですよ、うん。

　どんどん普ふ通つうの少女らしく可愛くなるのは私的にもベリーグット。もうこれ育成ゲームでしょ。

　ただ変な性せい癖へきを植え付けてる気がする。

　き、気にしないでいこう。




＊＊＊




「花依が……泊とまりに……くる……??」


・放心してて草

・てぇてぇの過か剰じよう供給注意報だな

・手のひらで踊おどらされてんのおもろいｗ

・堕ちきってるのに何回堕とす気だｗ






＊＊＊




　よし。

　私はボストンバッグとクソ重いレジ袋ぶくろを持って、全智さん宅の扉とびらを開けた。

「こんにちはー」

　ゴミは……少ない、よし。

　全智さんはいつもの場所に座すわっていたが、どこかソワソワしている雰ふん囲い気きが見受けられた。

　あー……なるほどねぇ。

　ニヤリと笑う私の心に嗜し虐ぎやく心が芽生える。

「あれれ、全智さん。そんなにソワソワして、私が泊まりに来るからって楽しみにしすぎじゃないですか？」

「ち、ちが……くないけど、泊まりとか初めてだから」

「は？　カワイイ」


・花依来た途と端たんに人格変わってんだろ

・もう可愛さしかないんよ

・てぇてぇ

・花依も軽く反はん撃げき食くらってるしｗｗｗ

・全智の攻こう撃げきは全部無自覚だからなｗ



　頬ほおを赤らめてモジモジとする全智さんには尊みしか感じられなかった。想像以上の反応だ。耐たい性せいつけてなかったら私の方が堕ちてたよ、危ない。

　私は一ひと先まず場の空気を整える意味で咳せき払ばらいをする。

「ゴホン。とりあえず……ってアレ、今日髪かみ縛しばってるんですね」

「うん……この前花依が縛ってくれたの気に入った」

「おー、それは良かったです」

　全智さんのアバターも桃もも色いろの長ちよう髪はつだけど、この前の料理配信を受けて絵師さんが、髪を縛った全智さんを描かいてくれたのだ。

　だから切り替かえも自由自在ということで、まさしく現実とリンクしている。いい仕事するじゃん。

「今日は本当に泊まる？」

「ええ、なんてったって今日のコンセプトは特とく殊しゆですからね」

「なにするの？　花依の企き画かく、全部幸せになるから楽しみ」

「そ、そうでございますか、ハイ」

　ふんわり笑う全智さんに思わず赤面する私。

　どこか既き視し感かんのあるやり取りだけれど、何度だって全智さんの無自覚デレには慣れる気がしない。くそぅ、負けた気分だよ。


・また無自覚で照れさせてるぞｗ

・花×全は両者の照れが見れるからたまらねぇ

・てぇてぇすぎる

・天国かな？

・絶対に挟まらないから２００ｍ先でずっと見てたい

・↑キモいって言おうと思ったけど解釈一致なんよ

・話さなくて良い。認にん識しきしなくていい。ただ見ていたい…

・草



「気を取り直して！　今日のコンセプトは、でろでろに全智さんを甘やかそう！　おやすみからおはようまで！」

「……!?」

「どんなことでもやりますよ。家事全部。全智さんの要求に完璧水準で応えてみせます」

「ど、どんなことでも……？」

「ええ、どんなことでもです」

　何を想像しているのかよく分からないけど、全智さんの喉のどがゴクリと鳴った音が聞こえた。この状況が異性であればえっちぃ願いごとの出番だよね。

　まあ、全智さんに限ってそれはありえない話だケド。


・なんでも……!?

・ちょ、それは花依マズイんじゃ

・さては最近の全智の独り言を聴きいていないな……？

・まあ、言わぬが花だろｗｗｗ

・面白くなりそう



　最近の独り言？　まあいいや。

　兎とにも角かくにも全智さんを愛しまくろう計画の第一段階として、お願い事を聞いて頼たよってもらえるようにしようとのこと。

　全智さんは再び顔を赤らめながら、純白の長髪をいじっている。

　相変わらず服装はゆるめで、少し寒くなってきたからか丈たけの長い黒のワイドパンツに無地のパーカーを着ている。

　上から覗のぞく限り、恐おそらく下着を着けていない。

　やばい。エロい。

　見ないように心がけるけど、如何いかんせん無防備だ。

　……あー、もうツナちゃんと同じになっちゃうじゃん。思春期の猿さるになるのは勘かん弁べん。

　え、ツナちゃん？　思春期じゃない猿？　冗談だって。

「あ、とりあえず昼時なのでご飯作りますね。リクエストありますか？　結構食材も持ってきたんで大だい丈じよう夫ぶですよ」

　全智さんは微かすかに悩なやんで答えた。

「オムライスたべたい」

「了りよう解かいです～。ちゃちゃっと作っちゃいますね」

「私も手伝う」

　ふんす、と気合を入れるように腕うでまくりをする全智さん。例の配信から時たま料理をするようになって自信がついたみたい。

　遠えん隔かくから私が教えることもあるし、簡単な工程なら安心して任せられる。

「分かりました。じゃあ、卵溶といてもらってもいいです？」

「まかせて」

「ふふっ、じゃあ始めますか」

　気合いの入った全智さんというのが思いの外面白くて、可愛くて笑ってしまった。


・なんだこの神聖な領域は

・付け入る（コメントする）隙すきがねぇ……!!

・夫ふう婦ふか??　夫婦だろ？？？？



　そんな阿あ鼻び叫きよう喚かん（良い意味）のコメントが広がる中、危ない手付きはあったけど何とかオムライスを作り上げることに成功した。……序じよ盤ばんに全智さんが卵の殻から割りに失敗して盛せい大だいに落ち込こんでたケド。

　ちょっとしたコツを掴まないと卵の殻を綺き麗れいに割るのは難しい。特に焦あせってたら失敗しちゃうかもね。

　私は片手で綺麗に割れるけど！

「できた」

「おー、フライパンの扱あつかい上手うまくなりましたね」

「うん、練習した」

「偉えらい偉い」

　全智さんのサラリとした髪を撫なでる。

　くすぐったそうに体を震ふるわせながら、はにかむ全智さんは私から見ても幸せオーラが感じられる。尊みがすごいです。


・カハッ……！

・てぇてぇ

・語ご彙い力が木こっ端ぱ微み塵じんになるのだが

・たすけてぇぇ



　コメントも死し屍し累るい々るいとしている。無理もない。

　私みたいにてぇてぇ耐性を養わなければ即そく殺される。全智さんは攻こう撃げき力りよくだけなら９９９９はあるからね。

　防ぼう御ぎよ？　紙でしょ。ぺらっぺらよ。

　私たちは食しよく卓たくへ移動して皿を置く。

　ふんわり柔やわらかな卵の載ったチキンライス。黄おう金ごん色いろに輝かがやく艷やかな卵は努力の証しよう拠こである。

　若じやつ干かんの感動を覚えていると、全智さんがおずおずとケチャップを手て渡わたし言った。

「その……だいすき、ってケチャップで書いてほしい……い、イヤだったら無理しなくても――」

「――もちろん書きますとも!!」

　ひったくる勢いでケチャップを強ごう奪だつした私は、丁てい寧ねいさを心がけてオムライスにメッセージを書く。

　なんて愛くるしいお願いなんだ。私じゃなきゃ死んでた。えぐい。心をてぇてぇで抉えぐってくる。

　寂しさも楽しさも嬉うれしさも、全てを私に共有してほしい。悲しいことがあれば埋うめてあげたい。




　そう――これは母性だ。




「だ、い、す、き……と。どうです？」

「ありがとう」

「アッ――」

　浄じよう化かされた。

　全智さんの可愛らしい唇くちびるが弧こを描く。伝えられた言葉と相乗効果で、その破は壊かい力りよくは凄すさまじい。


・ハッ！　正気に戻もどった！

・コメントを打つことすら勿もつ体たいなかったわ……

・てぇてぇ！

・これで一年は仕事頑がん張ばれる



　危ない危ない。

　久しぶりに限界オタク化してた。いつでも余よ裕ゆうに冷静にじゃないと私じゃない。

　指を咥くわえて幸せを享きよう受じゆするより指を使って幸せを掴み取るのが私だ。目の前に極ごく上じようのご馳ち走そうがあるのに食す（意味深）ことをしないなんてダメに決まってる。

　よし。変なこと呟つぶやいたら落ち着いた。

「じゃ、食べましょうか」

　笑顔で全智さんを見つめる。

　すると、先さき程ほど同様にもじもじと遠えん慮りよがちに何かを言おうとした。

　あ、嫌いやな予感する。

「その……食べさせてほしい」

「アッ――オッ――くっ、耐たえた」

「どうしたの？」

「――抗あらがってました。どんとこいです」

　私から提案するわけじゃなくて、全智さん側からの要望っていうのがてぇてぇでしかないよね。自分の欲望に抗わず私に頼る。とても光栄で嬉しいことだよ。

　私は全智さんの隣に座る。

　どこか緊きん張ちようがちな全智さんの頭を撫でて落ち着かせつつ、私はスプーンによそったチキンライスを運ぶ。

「はい、あーん」

「ん。……おいしい」

「二人で作りましたからね」

「うん」

「次は私にも食べさせてくれませんか？」

「えぅ……わ、わかった」

　悪戯な笑えみを浮うかべた私は、全智さんの正面を向いて口をあける。目を瞑つぶって微かに口を開けるその格好はキス待ちのようだ。

　それを幻視したのか全智さんの顔は赤い。

　スプーンを持ち上げる全智さんの手はふるふると震えていて、傍はたから見ても緊張しているのは丸わかりだ。しかも、初期位置から全く動かない。

　私は震えるだけで進まないスプーンに自分からかぶりつく。

「はむっ」

「……っ」

「ごちそうさま♪」

「あぅ」

　ペロリと唇を舐なめると、その仕草だけで全智さんは顔を真っ赤に染めあげる。瞳ひとみの赤色と同じくらい赤いんじゃないかと思う頬は熱を帯びている。

　チョロすぎない？　意識してやってることと無意識でしていることもあるけど、勘かん定じようしても全て赤面してる気がするよ。


・悪の心が浄化された

・全人類見ろ

・尊いっててぇてぇって読むんかｗｗｗｗｗｗ俺おれずっとｗｗｗｗｗｗｗｗｗ　こんなのが見たかった

・↑構文からのガチ本音で草

・ここまでデロデロに甘ぇ空間は見たことないわ

・全智が堕ちて堕ちて堕ちきってる……

・花依の言うこと全て聞きそう

・間ま違ちがいないｗ



　いや、別にそれは望んでないんだけどさ……。

　全智さんが幸せになってくれれば私は満足だよ。もう堕ちたし。

　その後、暫しばらく無言で食べさせ合いを行った。

　全智さんはお腹なかも心も満足のようで、むふー、と腹を擦さすりながら私をぼぅっと見つめていた。

「どうしました？」

「ううん、たのしいなぁって」

「……私も楽しいですよ。こうやって誰かと作り上げる『楽しい』が」

「花依だから。私を見てくれた花依だからうれしい」

「そっか……じゃあ、耳かきＡＳＭＲするよ」

「なんで……!?　文脈の繋つながりが見えない……」

「細かいことは気にしないでください」

「唐とう突とつでさすがに気にする」


・いや、草

・さすがに分からんｗ

・急にどうしたんだよｗ

・一気にギャグセン高くなってきたな

・耳かきＡＳＭＲは草



　えーい、いいんじゃい。長過ぎるシリアスな雰囲気は苦手だからね。強制的に空気を変える。これぞ私の得とく意い技だ！

「そーれ！」

「うわわ」

　呆ぼう然ぜんとする全智さんをお姫ひめ様さま抱だっこでソファまで運ぶ。

　そのまま私の太ももへＩＮ。これぞ必殺、むちむち膝ひざ枕まくらである。

　そして懐ふところから取り出すのはＬＥＤライト付きの耳かき専用道具。お値段１万５０００円！

「ちょっと、はずかしい」

「大丈夫です。慣れれば平気ですよ。……慣れるまで遊ばせていただきますケド」

「うん？　なにか言った？」

「いえいえなにも」


・おいこらｗ

・マイクで直に聞こえてるから呟き声聴こえてんだよなぁｗ

・遊ばせていただくてｗ

・これはてぇてぇの気配



　私は慎しん重ちように耳かきを操あやつる。

　全智さんは耳が人一倍敏びん感かんで、特に人体の中でもデリケートな耳だから細心の注意を払はらわねばならない。細かい操作は得意だから自信はあるけども。

「んっ」

「おっと、センシティブ」

　耳の中に侵しん入にゆうさせると、全智さんは早さつ速そく嬌きよう声せいをあげる。本当に弱いらしい。頬も耳も真っ赤でなんとも分かりやすいことか。

「はい、じゃあ取っていきますよ～。こしょこしょこしょ～……ふぅー」

「あぅ、いやっ、あっ。んんんん～ッッ！」

「我が慢まんしてくださいねぇ～ほれほれほれ」

「うぅ、いじわるぅ」

「えっろ」

　嬌声混じりの涙なみだ目めで私を見る全智さんは、控ひかえ目めに言ってもセンシティブで、私は思わず本音を呟く。


・おい、本音漏もれてんぞｗｗｗ

・これはえろい

・てぇてぇすぎてｗｗｗ

・なにこのやり取り、神か？？？



　これ以上はＢＡＮされたらいけない、と本気で耳かきを遂すい行こうする。

　両耳が終わった頃ころには、くたっと力なく私の膝枕を堪たん能のうする全智さんがいた。

「ひどいめにあった」

「可愛すぎる全智さんが悪いです」

「理り不ふ尽じん……」

「世の中理不尽だらけですよ。それと一緒」

「絶対ちがうとおもう」

「細かいことは気にしたら負けですよ！」

「花依がその言葉を言う時は細かいことじゃない」


・よくわかってらっしゃるｗ

・全智がツッコミに回ってんのおもろいｗ

・これはこれでてぇてぇ

・よき

・草



　ぐぬぬ、私のことをしっかり理解している……！

　でも、まあ私の口八丁な言い訳はまだまだあるから問題ない。煙けむに巻くのも得意だからね。あれ、私の特技悪あく辣らつすぎない??

　そんな会話を交かわしながらいること数時間――その間ずっと私の膝枕――そろそろ夜の帳とばりが下りた。

「さて、夜ご飯でも作りますか」

「カレー食べたい」

「よし、任せてください」

「私も――」

「全智さん、手伝ってくれますか？」

「うん……！」




＊＊＊




　カレーを食べて満腹になると夜も遅おそいのもあって眠ねむくなってくる。

「お風ふ呂ろ一いつ緒しよに入ります？」

「さ、さすがにむり。はずかしいから」

「私も自分を抑おさえきれなそうなんで今日は勘弁してあげます」

「今日は……？」


・ナニするつもりだ花依ｗ

・風呂中は何も聞こえんからプライバシーはある

・見えないからこそ想像できるナニかがある

・↑解かい釈しやく一いつ致ちｗｗｗ



「まったく……リスナー諸君は変な想像ばかりしてるなぁ……そんなことちょびっとしか思ってないのに」

「変な想像？」

「純じゆん粋すいな全智さんには関係ないから大丈夫ですよ」


・純粋な全智に色々教おしえ込んだのは誰だよ、言ってみろ

・ちょびっと思ってんじゃねぇかｗｗｗ

・逃にげろ全智

・もっとやれ花依

・↑相反してて草



「じゃあ、先に私入りますね」

「わかった」




＊＊＊




「花依の残り湯……」


・まずい、花依の侵しん食しよくを受けている！

・その発想はヤバくねｗｗｗ

・花依より変態説あんぞｗ
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　二人ともお風呂に入り終えた。

　全智さん宅の風呂は、風呂というより大浴場で、温泉が好きな私からしても満足度が非常に高いものとなった。これは羨うらやましい。

　互たがいにホカホカした状態である。

　私はピンク色のごく一いつ般ぱん的てきなパジャマを着ている。女のコらしさを前面に押おし出すとともに、第一ボタンを開けることによって色気も醸かもし出している。

　現に少しばかりの視線を感じている。

「全智さん、見すぎ」

「っ、み、見てない。きのせい」

「ふふっ」

「うぅ」

　分かってるよ、と言わんばかりに微笑ほほえむと、恥ずかしげに全智さんは俯うつむいてしまった。

　……人のこと言えないくらい私も全智さんのこと見ちゃいそうだけどね。

　白のネグリジェ一枚を着た全智さんは、幼い肢し体たいながらも真っ白な肌はだと艷やかに流れる髪と、私以上に色気を出していてたまらない。

　可愛さを表現しながらも、培つちかった年ねん齢れいの色気。

　若々しさの中にある大人の気配。

　全智さんの魅力はそれ以外にも多くある。

　この前知ったけど、全智さんは20歳らしい。

　全てが可愛すぎて吐はいた。

　どこまでも無む垢くで愛らしくて弱々しい。

　それでいて意思はハッキリしていて、決して無知じゃない。悪感情には敏感だろう。

　守りたい。この笑え顔がお。

　おっと、再び限界化しそうになった。

「じゃあ、そろそろ寝ねますか？」

「や、やっぱり一いつ緒しよに寝るの？」

「もちろん。嫌でした？」

「ううん、嫌じゃない。でも一緒に寝てくれるなら……抱だきまくらになってほしい」

「うぇ、い、良いですとも」

　抱きまくら？

　大丈夫か、私の体と精神持つか？

「花依に触ふれると安心するから。気持ちよくねむれるとおもう」

「あはは、私を安あん眠みんグッズにしようとしてます？」

「そうかも」

「ちょいとそれは見過ごせませんねぇ。全智さんには抱きまくらじゃなくて抱かれまくらになってもらいましょうか」

「え、あっ」

　再びお姫様抱っこ状態で私たちは寝しん室しつへ向かう。

　あんまり使っていないみたいだけど、そこには天てん蓋がい付きベッドが、ドンッと構えている。白のレースで区切られたベッドの入口を開けて、私は全智さんを優やさしく抱きながら寝転がる。

　さすがに距きよ離りが近い。

　互いに見つめ合うように肌と肌を接着させた状態で、小さな体から伝わる体温と、腰こし付近に感じる微かな膨ふくらみが際きわ立だつ。

　ふむ、残念だったなリスナーよ。すでにマイクは外している。寝る時は無防備になってしまうから、そこは看過できない。

　今しばらく私だけが全智さんを独どく占せんしよう。

「は、花依。近い」

「そりゃ抱きついてるんだから近いでしょうよ」

「このまま寝るの……？」

「ええ、もちろん」

「……でかちちで窒ちつ息そくしそう」

「言い方ァ……！」

「でも柔らかくてきもちいい」

「あんまり動いたらお尻しり揉もみますからね」

「べつにそのくらいなら……」

「あんまりそういうこと言わない方がいいと思いますよぉ～？」







[image: ]







「ひぅ、本当に触さわるの……？」


・こいつ、全智側のマイクがオンになってんの気づいてないんだろうなぁ……

・何度やらかせばいいんだ

・てぇてぇというか最も早はやそれすら超ちよう越えつしてるわ

・リスナー全員賢けん者じやになってんの草






「――Oh……」

　翌朝、全智さんのマイクが切られていなかったことに気づいて、無事に白目を剥むいた。何だかんだこういうハプニングには慣れてきたけど――いや、慣れたらダメなんだよ。




＊＊＊




　全智さんのマイク切り忘れ事件から二日経たった。

　なぜか私の登録者数は膨れ上がったけど気にしないことにする。いや、無理。気にする。

　今や私のチャンネル登録者数は36万人だ。何がどうなったらこうなるか理解し難がたいんだけど、まあコラボのお陰かげかなぁと思っている。

　それぞれツナちゃんは18万人、クラちゃんは11万人と大きく数字を伸のばしてきて私は嬉しい。ＶＴｕｂｅｒ黎れい明めい期き後とはいえ、未いまだ発展途と上じようのＶＴｕｂｅｒ界かい隈わいでこれほど数字を伸ばすのは容易なことじゃない。

　そう考えるとやっぱり全智さんは化け物級である。

「２００万人とか到とう達たつできる気がしないもんね。ありゃ無理。配信頻ひん度どもそこまで高くないし」

　私生活が落ち着けば増やしても良いとは思うんだけどねぇ～。如何せん勉強だとか友達付き合いで結構な日数を消費してしまう。

　勉強は大学範はん囲いまで履り修しゆうしてるし復習するだけなんだけどね。

「ソロ配信で30万人突とつ破ぱを祝うとして……スパチャも解禁されたし頑張らなきゃ」

　今現在、私はネットで所謂いわゆるエゴサーチということをしている。自分の評判ってどうしても気になっちゃうんだよね。

　某ぼう掲けい示じ板ばんでは絶賛というか面おも白しろがっているコメントが多い。

『さっさと全員堕おとせｗ』

『あぁ、もうじれってぇな(ry』

『なお、いやらしい雰囲気は二日前にあった模様ｗｗｗ』

『あれは最高だったｗ』

　とかとか。

　上手く需じゆ要ようと供給が回せているようで私も安心する。視し聴ちよう者しやのニーズがてぇてぇだと分ぶん析せきしてアピールしたわけじゃないんだけど、私の夢と噛かみ合ってることが昨今の急増した登録者の現状だと思われる。

「ほほほ～、言われんでも堕とすよ。完かん膚ぷなきまでに」

　ここらで私にとっての堕とす。

　それを再確かく認にんしていこう。

『堕とす』。その意味は単に相手を絆ほだすわけじゃない。

　私を信しん頼らいし、心も体も満足させて全ての世界を色づかせる。私を起点に幸せと喜びを享受させる。

　これこそが堕とす意味だ。

　あと、てぇてぇ。

　前者二割。後者八割ね。

「……うんうん、コラボは満足してるけど、ソロが少し物足りない印象かな。もう少し企画を盛もり込んでみようかな。ただの雑談じゃ飽あきちゃうもんね」

　大方意見を収集し終えた私は、メモ帳に今後の展望を記録する。

　私は私のやりたいことを全力で遂行する所存だけど、だからといって視聴者をおざなりにしてはならない。私という存在は見てもらえるリスナーがいてこそ成り立っているのだ。

　勢いですることも多いけど、基本私は計算タイプだ。

　計画を立案して実行することは得意なのだよ。台本通りにこなしたりね。もちろん、自分なりに工く夫ふうして予定以上の仕上がりにするケド。

「さてさて～……ん？　んんん？　あ？」

　低い声が口をついて出た。

『クラシーとかいうやつ人気者の汁しる吸ってるだけだろｗ』

『大して面白くもないのにコラボで登録者を増やす女ｗ』

『魔ま王おうとか弾ひいてるだけじゃんｗ』

『それすらもプロのを流してるだけだったりしてｗｗｗ』

『あり得るｗ』

　アンチスレでもない応おう援えんスレにこんなアンチコメントが押し寄せていた。ファンの風上にも置けない。

　私はクラシーという偉い大だいなＶＴｕｂｅｒが、どれほどの努力を積み重ねてきたかを理解している。

　ＶＴｕｂｅｒ、並びに配信者は露ろ出しゆつがあると、批判の意見が来ることは理解できるし、それは仕方ないと思っている。

　どうしても避さけることはできないし、ただの暴言ならともかく感想は人それぞれだからねぇ。

　だからと言って、プロの演奏を流している、というコメントだけは看過できない。

　怒いかりで歯を噛みしめる。

　ギリィ、と歯は軋ぎしりが鳴る。

「……っ、ダメだ。私が怒ってなんになる。人気者に悪評は付き物だ。応援だってあるんだから」

　……だけれど、風向きが悪い。

　仄ほのかな火種が今、撒まき散らされている。それは蔓まん延えんし、時により爆ばく発はつする。それこそが炎えん上じよう。疑いから始まる噂うわさは尾おヒレがついて飛び回る。




――音楽系ＶＴｕｂｅｒ、クラシー。




　アバターの容姿は、金きん髪ぱつロングに水色の瞳。氷の意い匠しようが施ほどこされているドレスを着き飾かざった、可愛かわいいというより、美しいという言葉が似合うスタイル抜ばつ群ぐんの美女だ。

　彼かの女じよは前世でチャンネル登録者３４７万人を超こえる、超ちよう絶ぜつ大人気ＶＴｕｂｅｒだ。

　デビューしてから十年後の話だけど、将来的にクラちゃんが全智さんをも超える人気を誇ほこることは決まっている。

　だけど……！

「焦じれったい。……違ちがう、悔くやしい。前世の時じゃない、今のクラちゃんの良さだっていっぱいある。声を大にして言える」

　けれど……いや……どうしてクラちゃんは実力を隠かくすのだろうか。

　稀き代たいの歌うた姫ひめ。

　僅わずか一年で登録者１００万を超えた彼女の実力は、数字を見れば明らかだ。初期に見ていたわけじゃないから、いったい彼女がいつ歌い始めたのかも定かじゃない。

　仄かな火種が発芽する前に。

　私は決意した。

「うん、堕とそう。前者二割の理由で」







11.　クラちゃんとデートしよう！







　善は急げという言葉がある。

　良いと思ったことは躊ちゆう躇ちよせずにやれ、との意味があるけどもその『良い』が自分にとって良くても相手にとっても『良い』とは限らないのだ。

　つまり、直球で本題に入ることは善じゃない。

　そもそも出会ってそこまで経っていない私がクラちゃんの心を解きほぐせるなんて過か剰じような自負は持ち合わせていない。

　全ぜん智ちさんとツナちゃんは明確な弱点があったから即そく堕おちさせられたケド。ちょっと例外だよね～、あの二人は。

「まあ、うだうだ言ってないで行動するのは間違ってないよね。ってわけでクラちゃんと親交を深めることにしよう」

　いつものように独り言をブツブツ呟きながらスマホを操作する私。配信者としての癖くせか独り言が多くなるんだよなぁ……喋しやべりのコツを掴つかめるようになるし悪いことじゃないんだけど、傍から見たら危ないやつに見えるからね。




―――


花はな依より『デートしない!?!?』

クラシー『えぇ……？』

花依『簡潔に言えば案内するだけだよ。地理的に疎うといと危険そうだし』

クラシー『そう言われると弱いわね……。分かったわ』

花依『おぉ、じゃあパチ公前で明日の９時にどう？』

クラシー『了解。そこなら迷わずに着けるわ』



―――




　自信満々に言ってるけど渋しぶ谷や駅から秒で着くからね？

　クラちゃんが住んでいるのは渋谷らしいし、ちょうどいい。私は駅を跨またぐ必要があるけど、別に方向音おん痴ちじゃないしなぁ。

「よしよし。忠猫ねこパチ公なら迷わない、と。変な知識覚えちゃった」

　有名所は人が多いだろうし、そこに行っても多分楽しめないから一般的な場所に行こうかな。

　あとは計画を上手く進められるかが問題だけど……こればっかりはやらなきゃ分からない。

「よぉし、精せい一いつ杯ぱいお洒落しやれするぞ」




＊＊＊




　私は現在、パチ公前でクラちゃんを待っていた。

　チラリと時計を見ると、約束の十分前程度。

　待ち合わせするとナンパされるんだけど、恋こいする乙おと女めの表情で待っていると大たい概がい察せられてナンパされない。演技派の役立つテクニックだよ。

　……とはいえ、本気で誘さそってくる人もたまーにいるから、少しばかり断ると良心が痛む。すまんな、男にはときめかないんだよ……。女になって出直してきて。

「そろそろかなぁ」

　今日の服装は黒×白の王道モノトーンコーデ。

　素材が良いとシンプルな装よそおいでも似合うから助かる。

　センタースリットの入った白のデニム。ソフトでゆったりと穿はけるタイプで、ハイウエストを強調している。

　トップスはふんわりとした黒のブラウス。

　季節は秋で、寒いには寒いけど充じゆう分ぶん我が慢まんできる範囲なので問題なし！

　ミニスカ穿いてる人だって沢たく山さんいるしね。冬でも関係ないよ、あれは。お洒落のためなら温度は気にしない。覚かく悟ご決まりすぎでしょ、と前世の頃は思っていたけど、今となっては『まあ、分かる』の精神でやってる。

「ごめんなさい、待ったかしら」

「今来たところだよ――フッ」

「謎なぞのドヤ顔はなんなのかしら」

「テンプレ的返しを言えたドヤ顔だよ」

　若じやつ干かん駆かけ足で私と合流したクラちゃんは、一連の流れに首を傾かしげた。どうもラブコメ的テンプレはご存じないらしい。

　そんな会話はさておき、私はクラちゃんを上から下までじっと見た。

　遠目からまたドレスかと思ったが、今度は体の線が浮き出ないタイプの赤色のワンピースだった。刺し繍しゆうの入った細かな装そう飾しよくは、やはり高級品としか思えない。

　いいとこの出身なのかな？　それともＶＴｕｂｅｒ以外でめっちゃ稼かせいでいたりとか。

「何か変なものでもついてる？」

「いや、何でもないよ。今日も可愛いね」

「あなたこそ。その服装よく似合ってるわ」

「うん。でしょ」

　過度な謙けん遜そんは嫌みになるとの過去経験があるから、私は事実を事実としてしか見ないことにしている。場合にもよるけど、特に自分のことに関しては言われたら認める。

　隙すきあらば自語りはしないよ。

　特にクラちゃんも気にしていないようで、挨あい拶さつもそこそこに私たちは歩き出した。

「やっぱりここ、人多いわね……」

「まあ、待ち合わせの聖地みたいなものだしね。ちょっとは経験値積めたんじゃない？」

「吐きそうよ」

「ダメじゃん」

　おえっぷ、と口に出しながら青い顔をするクラちゃんは本当に吐きそうだった。無理やり慣れさせるのは性に合ってないみたいだね。次からはやめておこう。

「今日はどこに行くのかしら？　あんまり人の多いところは勘かん弁べんよ」

「大だい丈じよう夫ぶ！　確かに人は多いけど飲食店だから」「飲食店？」

「うん。この前美味おいしいって話題のカフェ見つけたんだ。ぶらぶらショッピングしながら昼になったらそこ行こ」

「分かったわ。前に花依さんの勧すすめで喫きつ茶さ店てんに行った時もコーヒー美味しかったから、店選びはあなたに任せるわ」

「うん、任せて～。情報収集は欠かせないからねぇ」

　微び笑しようを携たずさえて言ったクラちゃんは、凄すご味みを感じる吊つり目と優しげな笑顔のギャップがあった。これもクラちゃんの一つの魅み力りよくだと思う。

　少なくとも私はぐっときた。

「そういえば高校生だったかしら。それは流行に目め敏ざといわけね」

「高校生全員が流行に詳くわしいわけじゃないケド」

「そうね。私の学生時代のようにね」

「自じ虐ぎやくが反応し難いんだけど！」

「冗じよう談だんよ」

　一いつ瞬しゆん真顔になったクラちゃんの表情は真に迫せまっていた。

　……多分事実だよね。うん、まあ……色々と苦労してそうではあるけどさ。

　私は微び妙みような空気を打破すべく、にっこり笑ってクラちゃんの手を取る。

「さ、行こ！　はぐれないように手、握にぎってあげる」

「……っ、そんな歳じゃないのだけれど……悪くないわね」

　微かすかに頬ほおを赤らめるクラちゃんは間違いなく照れていた。効果ありか。

　デレたクラちゃんも間違いなく可愛いです、うむ。

「おっと、クラちゃんもデレ期かな……？」

「余計なこと言うとこの手て離はなすわよ」

「その手を離されて困るのはクラちゃんじゃない？」

「……」

　不承不承といった様子で閉口したクラちゃんは、私に手を引かれて歩き出す。不ふ機き嫌げんというわけでなく、単純に恥はずかしそうにしているようだ。

「ふんふふーん♪」

　適当に鼻歌を歌いながら歩いていると、クラちゃんが隣となりでぼそっと呟つぶやいた。

「私といて楽しいのかしら」

　不安。懐かい疑ぎ。少なくとも良い感情ではない。

　私はクラちゃんの手をギュッと握って、耳元で囁ささやく。

「楽しいよ。不安がらないで私についてきて」

「……っ、わ、分かったから耳元で話すのはやめてちょうだい。心臓に悪いわ」

　久しぶりのボイスチェンジ、inゆらぎ。

　落ち着かせるにはこれが一番いい。何を不安がっているのか、クラちゃんの抱かかえてることは知る由もない。

　でも、私といる間だけでも安心してほしい。

　紛まぎれもなくそれは、演技でもない私の本音だ。




　――それから私達は、手を繋ぎながらデートを楽しんだ。




　最初は手を繋ぐことに抵てい抗こうを覚えていたクラちゃんも、時間が経つにつれて慣れたのか、それとも諦あきらめたのか気にしないで楽しんでいた。

　クラちゃんはどうやらワンピースかドレスしか持っていないらしく、それを知った私が服屋へ直行。クラちゃんのファッションショー後に何点かお買い上げした。ちなみにカード一いつ括かつ。

　その後は目的地のカフェに辿たどり着き、今に至る。

「なかなかお洒落ね」

　店内を見み渡わたしたクラちゃんが感心したように言った。

「でしょ。それにピークの時間外してるからそんなに人いないし落ち着くよねぇ」

「確かパンケーキが有名だったかしら。確かに昼前じゃそこまで混まないわけね」

「ノンノン。甘あまいよ、クラちゃん。パンケーキは立派に昼ごはんになるんだよ。この店は３時からしかパンケーキを提供してないから混んでないだけ」

「えぇ……あんな糖分の塊かたまりをご飯にできるの……？」

　若じやつ干かん引いたクラちゃんは今の時代についていけていない。私も昼からはちょっとキツイ。絶対胸焼けするし、視覚的にも甘すぎる。

　まあ、パンケーキって言っても全部フルーツのアイスとクリームが載ったやつじゃないんだけどね。普ふ通つうにご飯として食べられるのも多い。

「パンケーキも美味しいけど、ここのオススメはグラタンだよ。カフェっていうか喫茶店なんだけどね、ここ。ただ店長がどうしてもカフェをやりたくてカフェって言ってるらしい」

「わざわざそのために飲食店許可営業を受けたのかしら……なかなかの執しゆう念ねんね」

「だよね～。そのお陰で美味しいメニューもいっぱいあるから良いんだケド」

「そうね。店長のこだわりをとやかく言う筋合いはないわ」

　そんな話をしながらグラタンを頼たのむ。

　店長はヒゲの似合うナイスダンディである。

　ギャップで萌もえる。
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「美味しかったぁ～」

「予想以上だったわ。……次から一人で来れるかしら」

「あはは、気に入ってもらえて良かったよ。迷ったらまた誘ってくれてもいいし、電話くれたら道案内はするよ」

「そうね……頼むわ」

「了りよう解かい～」

　頼たよることを渋しぶっていたクラちゃんが素す直なおに頼むとは。私を信頼……したわけじゃなくて、これは純粋に店を気に入っただけだね。残念。

　ちょっと入り組んだところに位置してるし、案内の出番はきっと来るだろう。こうして接点を増やすのが私の狙ねらい……！

　あれ？　天才なのでは？？？

　いや、これは自うぬ惚ぼれ。

　二人して満腹になったお腹なかを擦さすりながら、クラちゃんが私を横目でチラリと見る。

　次はどうするのか、と問いかけるような目線だ。

　……私は微かに息を呑のんで、ついに今日の目的を達するべく怪あやしまれないように笑顔で声をかけた。

「次は……遠出する時間もないしカラオケ行こう？」




　――――瞬しゆん間かん、反応は劇的だった。




　クラちゃんは顔をサァと青くして俯く。

　微かに震ふるえた肩かたは拒きよ絶ぜつ反応の証。どう考えてもまともではない。

　悟さとった私は慌あわてて付け足す。

「そうそう、実は楽器持ってきてて、教えてほしかったんだよね」

「楽器……？」

　ピクリと肩を震わせ、クラちゃんは私の取り出したピッコロを見た。

　息を吐いて震えを収めたクラちゃんは、力ない声で言った。

「分かったわ。楽器なら私の得意分野よ」

「ふふ、知ってる。じゃなきゃ頼まないよ」

　表面上では笑いながら、私は思ったより歌に対するクラちゃんの拒絶に疑問を覚えながら、強こわばる表情を誤ご魔ま化かして歩を進めた。

　そう簡単にはいかないよね……。
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「そういえばカラオケに入ったの初めてかもしれない」

「あら、そうなの？　手慣れてる感じがしたのだけれど」

「私の歌声って結構素が出ちゃうから身バレリスクがあるんだよね」

「あぁ、そういうこと」

　前世はそれこそ何百回と行ったくらい歌うのが好きだったけど、今世ではＶＴｕｂｅｒになるなら全てを気をつける必要があるから出来るだけカラオケは避けた。

　ボイストレーニングと専門の方に歌い方を習ったけど、一番上手うまい歌い方が素で出す歌声らしい。すでに形として完成しているから、細かなところを直せばいけると。

　私としては疑問だらけなんだけどね。

　プロに言われちゃ仕方ないし、実際に録音した声を聞いたら言っていることが理解できた。

　ボイチェンして歌うこともできるケド。

「私もある程度の楽器なら弾けるんだけど、ピッコロが吹ふけないんだよね」

「笛が苦手なのかしら？」

「そうかも。……でも、コンサートフルート吹けるしなぁ」

「なぜ……いえ、サイズかしらね。とりあえず演奏してみせなさい」

　とりあえず私はトルコ行進曲を演奏してみた。

　……うーん、表現が苦手だなぁ……吹くので精一杯だ。

　ある程度吹くと、クラちゃんはじっと考かんがえ込こんでいた。

「……そうね。十分吹けるじゃない、という感想はこの際置いておくわ。……単純に慣れ、だわ。あまり経験ないでしょう。フルートは種類それぞれで勝手が違うから、コンサートフルートの感かん触しよくで吹くとミスるわ」

「あー、確かに……これが吹けるならこれも吹ける、みたいなイメージでやってたかも」

　それは楽器舐なめんな、って感じだよねぇ……。

　至る所に手を伸ばすと、どれかが欠けてしまう。完かん璧ぺきなオールラウンダーを目指したいけどまだ遠そう。

「……あたしがお手本見せようかしら？」

「いいの？　お願いしようかな」

　私は予備で持ってきたマウスピースを手て渡わたす。

　インフルエンザも流行はやってきてるし、こういう対策はしっかりしないとね。

　クラちゃんはマウスピースをはめて、ピッコロを構える。

　その姿はやはり様になっていて、どこか幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きすら感じるほどだ。これが本物。音楽に関しては敵かないそうにない。

「～～♪」

　吹き始めたトルコ行進曲は、私とは別格、としか表現できなかった。

　ただただ圧あつ倒とうされる。

　高音がカラオケ室内に響ひびく中、私は楽しそうに演奏するクラちゃんを見る。

　笑顔で、すべてを魅み了りようする表情でクラちゃんは演奏する。音楽が好きです、と全身で表現してるみたいだ、と私は思った。

「すごい。すごいよ、クラちゃん！」

　私の称しよう賛さんにくすぐったそうに笑うクラちゃん。

「日々の積み重ねよ。音楽しか能がないのだから人並み以上に練習しなきゃ置いてかれるの。あなただってすぐに上手くなるわ」

「うーん、勝てる気がしないけどなぁ……」

「いいのよ。勝負しているわけじゃないのだから」

「まあ、それもそっか。でも、私って本番に強いから案外クラちゃんに勝ったりして」

「あたしは負けないわ」

　いつにもまして自信にあふれるクラちゃんを見るのは心ここ地ちいい。基本的に卑ひ屈くつだから、自じ慢まんするくらいに自信満々でいてほしい。

　私を見習えってことかな!!　……違うか。

「こんなに楽器が上手いならさ。クラちゃん、歌も――」




　――私はその一言で自身の失言を悟った。




「……っ、花依さん。あなた、私の何を知っているの？」

　あぁ、きっと急ぎすぎた。

　……違う、深入りしすぎたんだ。

　朗ほがらかに笑えみを浮うかべていたクラちゃんはもういない。

　微かな怒りと恐きよう怖ふを浮かべるクラちゃんに、私は何も言えなかった。私が悪いと分かっているから。

　黙だまる私に痺しびれを切らしたクラちゃんは、徐おもむろに荷物をまとめて席を立つ。

「今日は楽しかったわ。――でも、私の事情に立ち入らないで。……これからは同じＶＴｕｂｅｒとしてよろしく頼むわ」

「――っ、待ってクラちゃ……」

　制止の一言は無む惨ざんに閉じられた扉とびらに阻はばまれた。

　きっとあれは拒絶だ。

　同じＶＴｕｂｅｒとして。裏を返せば、それ以上の関係になるつもりはない、という意思表示。

　最後の最後……ううん、最初から事情を聞き出そうとした私が間ま違ちがっていた。やっていることは自己満足に過ぎなかったんだ。
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「あぁ、クソ……。推おしだからって、同じＶＴｕｂｅｒだからって、自分全てが解決できるって……傲ごう慢まんすぎたのか……？」

　私は前世の口調が出てしまうほどに動どう揺ようと後こう悔かいをしていた。

　自分の揺ゆるぎないアイデンティティが崩くずれ落ちるような。絶対的な夢と目標の意味を見失いそうになる。

「……ネガティブになるな、私。今日はとりあえず帰って寝る……ツナちゃんとコラボする約束だっけ」

　忘れていた。

　今日は夜中からツナちゃんとコラボする約束をしていたっけ。

　正直そんな気分じゃないけど、自分の都合でツナちゃんに迷めい惑わくをかけるわけにはいかないし、すでにリスナーには告知済みだ。

「帰ろ」

　行きとは打って変わって沈しずみ込んだ感情に自じ嘲ちようしながら、私は悔しさを飲のみ込んで歩いた。
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Ｓｉｄｅ　クラシー




　あたしには誇れるモノが何もない。

　過去から現在まで、全ての事象は両親から受け継ついだ才能に裏付けられた虚きよ構こうでしかない。

「なんで……あんな言い方しかできないのかしら」

　花依さんはどこまでも純じゆん粋すいで真まっ直すぐで、心が痛くなるほどに優やさしい。演技じゃないってそれだけは分かってる。

　笑え顔がおで手を引く花依さんも、あちち、とグラタンを頬ほお張ばる花依さんも。

　全ては彼女のアイデンティティだ。彼女にしかないもので、彼女にしかできないこと。

　歌と聞くと体が強ばる。

　花依さんにカラオケへ行こうと誘われた時は、呼吸がままならなくなって、あわや醜しゆう態たいを晒さらすところだった。

　人をよく見る花依さんのことだから、きっとあたしの様子がおかしいことは気づいていたのだろう。

「あたしが……あたしでいるため」

　力なく呟いた声は虚こ空くうへ溶とけた。

　自分の証明は、どうも上手く行きそうにない。
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　あたしは自分が幸せだと思っていた。

　裕ゆう福ふくな家に生まれ、父はスコットランド人の天才作曲家兼けん天才オーケストラ奏者。

　母は天才歌手兼天才女優。

　所謂あたしは二世という分類にあった。

　物心ついた時から不自由なく育って、三歳さいになる頃ころには子役として数多くの撮さつ影えいをこなした。

　幼心ながらに両親の期待に添そいたかったのもある。一番は、いつも忙いそがしい彼かれらと少しでも接する時間を長く取りたかった。

　順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな日々で、バラエティにも数多く出演した。

　褒ほめられて持ち上げられて、世界はあたしを中心に回っているんだって錯さつ覚かくもした。

　……けれど、歳が経たつにつれて、あたしのメッキは剥はがれていった。戻もどることのない錆さびついた日々に陥おちいった。

　八歳にもなれば仕事はなくなった。

　二世の時効だそうだ。

　限られた子役の時間内に自分を発揮できなかった子役は見切りをつけられ姿を消す。

　私には才能があった。

　そう、勘かん違ちがいしていた。

　どれも中ちゆう途と半はん端ぱで器き用よう貧びん乏ぼう。

　劣おとるものがないことがあたしの強みなら、秀ひいでたものがないことが弱みなんだろう。常に上がいた。

『さすが◯◯のお子さんだ』

『◯◯の子どもならこれくらいできるに違いない』

『◯◯の名を汚けがすな』

　漫まん画がとかでよくあるだろう。

　才ある両親に比べられ、自分を見失う哀あわれな娘むすめが。

　常に付き纏まとった両親の名は重い鎖くさりになって私を縛しばる。

　ある時、歌番組に出演することになった。

　ラストチャンスだ、って私は思った。

　ここで結果を残して両親に認めてもらう。

　すでに立派な業界人だと思ってもいないくせに、自分の忙しさを免めん罪ざい符ふに家に帰宅しなくなった両親。

　寂さびしかった。悔しかった。




　そして出演した歌番組で――

　――あたしはあたしの限界を知った。




『～～♪』

　――誰だれも拍はく手しゆをしなかった。

　誰もが呆ぼう然ぜんとしていた。

　一拍ぱく置いて番組プロデューサーは途と轍てつもない苦々しげな顔で私を睨にらんだのだ。

　その表情であたしは自分の失敗を悟って逃にげ出した。

　その場から涙なみだと嗚お咽えつを堪こらえながら逃げ出した。

　タレントとして絶対にしてはいけなかったことだと思う。

　けれども、八歳のあたしには全てが耐たえ難がたいことだ。




　――その後、番組は私の出番をカットし放送した。




　引きこもったあたしは流れるように引退。全てを放り捨て、両親の期待を裏切り、応援してくれたファンを蔑ないがしろにしてしまった。……そもそも応援してくれたファンがいたのかも分からない。

　それから歌を聴きくと過呼吸になるようになった。

　何年も経って、他人の歌なら平気になった。

　けれども、自分が歌うことは当然不可能。もしくは、あたしが歌うことを他者から示し唆さされるだけでも気分が悪くなった。

　これが私の歌えない理由だ。
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「何を語っても、どれを選んでも言い訳にしかならないわ。花依さんの差し伸のべた手を叩たたき落としたのはあたし」

　意地っ張りで自分に自信が持てない。

　それ以前にあたしは、八歳から時が止まったまま過ごしている。

　両親との繋つながりを捨てきれなくて惰だ性せいで続けた楽器。

　結局誇ることはできなかった。全てが上位互ご換かんの両親がいるから。

「ＶＴｕｂｅｒとして昔のあたしを捨て去れば、あたしがあたしでいることの存在証明ができる。そう思ったのにね」

　結局変わることはない。

　自己中心的で我わが儘ままで、花依さんにもツナマヨさんにも迷惑をかけてしまった。

　あたしが信しん頼らいできると素で思えた花依さんの手を自分で拒絶してしまった。

「……どんな顔をして会えば……いえ、会う資格もないのかしら」

　彼女は人たらしだ。

　恵めぐまれた容姿もそうだが、基本的な話し方だとか滲にじみ出る性格だとか。一いつ貫かん性せいのある内面と素の優しさが、どうしても警けい戒かい心しんを一段階も二段階も下げる。

　彼女と繋いだ体温の温かさを思い出したあたしは、熱くなる顔を冷ますように手で扇あおいだ。

「踏ふみ入られるなら。暴あばかれるならあなたがいい」

　もう一度だけでも手を差し伸べてくれたのなら。

　あたしは素直になれるのかな。







12.　ツナちゃんの年上（？）人生相談







　ツナちゃんとのコラボはつつがなく終わることができた。

　落ち込んでることを誰にも悟られずに、いつもの私を演じることができたと思う。やっぱり演技力が物を言うね、うん。

　……はぁ～、いつまでも落ち込んでるわけにはいかないけどさ。どうしようもない現実なんて久しぶりに味わったよ。

　努力したことで全てを解決できる、なんて思ってたけど、人の心を甘く見すぎたんだろうねぇ。

「お疲つかれツナちゃん」

「あ、お疲れ様さまです、花はな依よりさん。あ、あのぉ……もう少しだけお話ししませんか……？」

「え？　配信するってこと？」

　私は思わぬツナちゃんの提案に面食くらう。

　いつもなら精神力を消費しすぎて呻うめきながら通話を切るんだけど……珍めずらしいね。

　でも、さすがに二つ目の枠わくを取って配信するのは乗り気になれない。

「い、いえ、そうではなく。配信関係なしに少し話したいんですよ」

「へぇ、珍しいね。そんなこと言うなんて。ツナちゃんもデレ期かな？」

　冗談めかして言うけど、今の私は気き丈じように振ふる舞まうだけの元気はない。いつもなら即そく答とうでイエスと答えるところだけど、このままじゃボロを出してしまいかねない。

「えっと、そのぉ……なんて言いますか……！」

「なになに？　なんか悩なやみでもあるの？」

　自分の悩みを棚たなに上げて問いかける私だが、そこで思わぬ反はん撃げきを食らう。

「な、悩みがあるのは花依さんなんじゃないですか……！」

「え、私？」

「今日、元気がないようでしたので！　そうかなと！」

　私は息を呑のむ。

　まさかツナちゃんにバレるとはツユにも思わなかった。人の感情を察することが得意といっても、私は完璧に声こわ音ねをコントロールしていたはず。

　……いや、もしかしたらいつもの私と違ちがったことをしていたのかもね。それを見つけるツナちゃんもすごいケド。

「……うん、まああるけどね。というか、悩みのない人なんていないんじゃない？」

「花依さんは悩みがなさそうな人なので……」

「馬鹿にしてる？？？」

「ち、違いますぅ。悩みなんて全部粉ふん砕さいして前に進みそうというか、なんというか……！」

「あはは、そうできたら良かったんだけどねぇ」

　上手くはぐらかそうとしたけど、ツナちゃんの言葉で軌き道どう修正を図られた。無意識なんだろうけど、どこなくムカつく。

　乾かわいた笑みを浮かべた私にツナちゃんは遠えん慮りよがちに。けれども、強い声音で言う。

「ど、どうですか？　年上の私が相談に乗るとか……！」

「頼りにならない年上だなぁ」

「うぐぅ……全く以もつて事実なんですけど、少々言葉の刃やいばが鋭するどすぎでは！！！」

「冗談だって。……気持ちはありがたいけど、私の事情にツナちゃんを巻き込むわけにはいかないから」

　私はツナちゃんの厚こう意いをやんわりと断る。

　結局、私から始めたことであって、そこにツナちゃんを巻き込むわけにはいかない。

　これは私一人が解決しなきゃいけない……って考えはちょっと危ないけども。

　私の冷静な部分が意見を真っ二つにする中で、ツナちゃんが言った。

「そ、その悩んでることって、クラシーさんについてですか？」

「なんで……」

「今日、いきなり連れん絡らくが来たんです。曰いわく迷ったと。四苦八苦しながら家に帰すことはできたんですけど、普通なら花依さんに頼みますよね？　と思って」

「そっか、帰れなかったんだ、あの場所から……」

　忘れてた。

　ツナちゃんよりもクラちゃんの方が方向音おん痴ちだった。大通りから外れたら迷うもんね。さすがにあの状じよう況きようで思いつかなかったし、拒絶した後に「道に迷ったわ。助けてくれないかしら」なんて言うわけないよね、そりゃ。

「もし良かったら聞かせてくれませんか？　詳しくなくていいんです。どういうところに迷ってるか、とか。た、頼りにはなりませんけど、私にも年上としての意地がありますから！」

　微かに震えた声に含ふくまれた強い決意。

　辿たど々たどしくて、どこまでもツナちゃんらしい言葉は……不覚にも私の心に響いてしまった。

「ごめん。ありがとう。ちょっと聞いてもらってもいい？」

「もももも、もちろんです……！」

「不安になってきた」

「ですよねぇ！」
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　少しの時間をかけて、私はポツリポツリと語った。

　全部は言えない。けれど、ツナちゃんは相あい槌づちを打って「ゆっくりでいいんです」と聞いてくれた。

「――ということがあったんだよね。……まあ、私が焦あせりすぎて深入りしたのが悪いんだけどね」

　私は自嘲げに呟く。

　話してスッキリ、とまではいかなくても心の重荷は少しだけ軽くなった。

　口を挟はさまず、ただうんうん、と聞いてくれたから心地よかった。ツナちゃんは聞き上手の才能があるのかもしれない。

「なるほどぉ……人間関係がゴミクズな私にはとことん無む縁えんな悩み……！」

「自嘲したのにそれを超こえるネガティブさを見せつけてくるのやめてよ」

「なにせ同期以外にお友達がいないもので！」

「元気に言うねぇ……」

　ネガティブなのにしっかりと私たちを友達認にん定ていしているのは、ツナちゃんなりの成長だろうか。本気で言ってくれているのが私にとっては救いだよ。

　軽く笑って外を見る。

　すっかり暗くなった真夜中に、私の心は意に反して鬱うつ屈くつとしたものに覆おおわれる。

「やっぱりお節せつ介かいなのかなぁ、私」

　頬ほお杖づえを突ついて言ったそのセリフに、ツナちゃんは今日一番に意思を持った、そして優しい声で言った。

「はい。花依さんはお節介ですよ」

「……っ、だよね」

「勘違いしないでくださいよぅ。花依さんはお節介ですけど、それが花依さんじゃないですか！　どこまでも世話焼きで優しくて、細かく人を見る。花依さんのお節介は嬉うれしいんです。優しいんです」

「ツナちゃん……」

　あれだけ自分の意見をハッキリ言えなかったツナちゃんは、一いつ切さいの動揺も恐おそれもなく話している。

　その声には慈いつくしみだとか、私に対する信頼が感じられた。

　……どうしてそこまで私を信じるんだろうね。

　魅み力りよくは、ある。努力もしてきた。

　でも、誰かを救ったことはないから。

　それが人にとって救いなのか、迷惑なのか。

　今一分からない。

「私はずっとコンプレックスだったんですよ。妄もう想そう癖へきってやつが。自分の意思じゃどうしても止まれなくて。誰かに馬鹿にされ続けて。親だって胡う乱ろんな目で私を見ていました。花依さんだけだったんです。面と向かって、嘘うそも嘲あざけりもない純粋な瞳ひとみを向けてくれたのは」




「――私は花依さんに救われたんですから」




「……っ。私が誰かの救いに……？」

　危なかった。

　もしもテレビ電話で話していれば、とてもじゃないけど見せられない表情をしていた。

　ツナちゃんと同じで、私は誰かに肯こう定ていしてほしかったのかもしれない。認められたかったのかもしれない。

　ツナちゃんは最後にこう締しめくくった。

「だから――勇気を持って、全力でお節介してください」

　強い意志の点ともった言葉に――堪たまらず私は吹き出した。

「ぷっ、全力でお節介ってなにそれ！　あはは！」

「えぇ、ちょ、笑うことないじゃないですか！」

「あはははは！！！！」

「花依さああぁぁん！！！」

「ふふっ、あははっ！！！！」

　ありがとう、ツナちゃん。

　私は全力でお節介するよ。

　きっと助けを求めているクラちゃんに。

　ラジオの時に浮かべた笑顔。楽しいって言ってくれたその言葉に嘘はないって信じてるから。







13.　メスガキ（笑）ＶＴｕｂｅｒの真面目修行







　次の日の学校を無心で過ごした私は、家に帰ると早さつ速そく作戦を練り始めた。

「ふむ……修行パートといきますか」

　考えはある。

　実行もできる。

　けれども、それには私の実力が必ひつ須すなわけで、生半可な行動じゃクラちゃんの心は動かせない。日々自身の向上を図はかってきた私であっても、何かを極きわめることはできない。広く深く勉強したけど、深層まではつかめない。

　私は電話帳から一年ぶりにその人物を呼び出した。

「あ、もしもし～、久しぶりですね、先生」

『……お久しぶりですね、盗ぬすっ人と』

「ははは、人聞き悪いですよ」

『よく言いますよ。ワタシから技術盗んでレッスン辞やめたくせに』

　電話越ごしからため息が聞こえる。

　死ぬほど美び麗れいな声の持ち主である女性。

　それこそ私の音楽の師し匠しよう的存在だ。

　随ずい分ぶん嫌きらわれてるみたいだけど……まあ、先生の技術を見て盗んで辞めた弟で子しだからね。そら言われる。

　しっかりレッスンを受けたけど、それはあくまで基本の話。応用は全て盗んで自分のモノにしたのだ。

　そこまで才能はないんだけど、どうも音楽に限っては習熟が早いらしい。私も漫画みたいな練習方法で上手くなるとは思わなかった。

『で、今いま更さらなんの用ですか？』

「あー、歌が上手くなりたいんですよ」

『もう上手いでしょう。それともこの一年で鈍にぶりました？』

「まさか。もっと上手くなりたいんですよ」

『アナタにそこまでの才能はありませんよ』

　歯はに衣きぬ着きせぬ物言いに、私は苦く笑しようを漏もらす。

　限界まで伸ばしてくれた先生だからこそ、私の限界を知っている。

　そして、その限界をぶち壊こわせと私に教えたのは先生だ。

「才能なんてどうでも良いんですよ。先生が言ったんですよ？　心に届けばそれは歌だ、って。そうでしょ？」

『……はぁ。明日の五時にスタジオ集合』

「はーい♪」

『チッ……』

　最後に舌打ちが聞こえた気がするけど、多分気のせいに違いない。うん、先生優しいなぁ。
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　黒のＶカラージャケットとタイトスカートを身に纏うスーツ姿の女性。

　ポニーテールに纏めた髪かみと、つり上がった瞳を隠かくす丸メガネ。

　仕事帰りのスーツ美人がそこにはいた。

　場所は都内のスタジオ。

　目の前に立つ女性――先生は厳しい視線で私を見る。

「面めん倒どうです。ワタシだって暇ひまじゃないんですよ」

「知ってますよ。副業ですもんね、これ」

「ええ、折せつ角かく定時に上がることを社長に許されたというのに、この後すぐに馬鹿の相手をしなければならないとは」

「うっわ、辛しん辣らつ～」

　目が笑ってないよ。怖こわいんだけど。

　先生の本業は……まあ、本当は知ってるんだけど、私が知っていることを先生は知らないはずだ。

「サクサク始めますよ。あと、気持ち悪いので敬語は不要です。一年前のように接して構いません。殊しゆ勝しようなアナタは似合いません」

「それ暗に失礼極まりないヤツって言ってない？」

「そう言ったはずですが？？？」

　眼力強めで凄すごむ先生には相当の怒いかりが垣かい間ま見みえていたけど、その奥おくには僅わずかな善性と私を信頼する感情があることを知っている。多分ね。

　時間を削けずられて怒ってるのは間違ってないケド。

「ねー、先生。心に届ける歌ってなんだと思う？」

「ブサイクに歌うことです」

「わーお、即答」

　グリンと動いた首が私を捉とらえて、真っ直ぐ私の瞳を見つめながら即答する先生。

　即答なのはさておき、かなり色々と矛む盾じゆんしてる気がする。

「……良いですか？　上手うまい歌が心に響くかと言われればＮＯです。だからといって感情だけが先行していては歌として機能しなくなります」

「うんうん」

　それは分かる。

　そもそも上手い歌というか基準は何か。音程を外さない。抑よく揚よう等の技術がある……どれもこれも上手く歌っているだけであって、その歌が上手いのかは分からない。

　その前提を理解していなければ、先生の言ってることも伝わらないだろうね。




「ゆえに、心に届ける歌というのは自分の正しさを押し付けることです」

「エ。それ独りよがりじゃない？」

　予想外の言葉に、私は純粋な疑問を投げかける。

　先生は「ええ」と肯定したうえで言った。

「もちろん、これはワタシの持論ですから聞き流しても構いません。ですが、自分が相手の心に踏み入ることはどのみち独りよがりです。アナタが知りたいのは一人の心に届く歌でしょう？」

「――ッ！」

　まるで私の事情を理解しているかのような言葉に、バッと驚きよう愕がくとともに先生を見る。

　彼かの女じよは優しく微笑ほほえみながら、さて、とマイクを手に持った。

「大衆の心を掴つかむ技術はすでに教えました。アナタが私に助力を頼たのむとしたらそれしかありません」

「なんだ。先生、私のこと好きじゃん」

「生徒としてはクソガキですが、その心意気は嫌きらいじゃありませんよ。それに、アナタを見ていると彼女を思い出す」

「彼女？　先生の恋こい人びと」

「なぜそうなるのですか。違います。……才能に潰つぶされたか弱い女の子です。まあ、私の古い教え子と言いますか」

　古いって、先生まだギリギリ二十代じゃん。ギリギリだけど。

　などと考えていると、ギロリと睨まれた。

　なぜだ……私の考えが読まれた？　この三み十そ路じ間近に。

「なにか無礼極まりない事を考えていますね？」

「何言ってんの。無礼なのはいつもでしょ？」

「開き直らないでそのクソガキを治しなさい。アナタ、もう高校生でしょう」

「先生に歳のこと言われたくないなぁ」

「了りよう解かいです。レッスンの濃こさを十倍にします」

　女性に歳のことを聞くのはマナー違い反はんだと言うけど、私自身が女性だからセーフ……なわけないか。親しき仲にも礼れい儀ぎありだね。私が一番できないやつじゃん。

「厳しいのは歓かん迎げいだよ」

「そのポジディブさが面倒なんです。ワタシとの温度差考えてください」

「私って太陽だから周りも暖かくしちゃうんだよね」

「炎えん上じようしろ」

「シンプルな罵ば倒とう!?」

　その言葉は私にとって致ち命めい傷しようなんだけど！

　未いまだ燃え上がった経験ゼロだから何とかできてるのに、言葉は言こと霊だまって言うじゃん。だめだよ。

「いいからやりますよ。さっさと声出しから始めてください」

「はーい♪」
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Ｓｉｄｅ　？？？




　才能がありすぎるのも考えものですが、中途半端にあるのが一番面倒ですね。それでいて本人にやる気と覚かく悟ごはしかと備わっているとは。

　難なん儀ぎなものです。

　彼女がそれ程までに救いたい存在が気にならないとは言えませんが、あくまで彼女と私の関係は教え子ですから。

　汗あせを拭ぬぐいながらも必死で声を捻ひねり出す馬鹿生徒。

　あぁ、悔くやしい。

　私の心にすら届けてしまう、圧あつ倒とう的てきな意志の強さ。どこまでも純粋で穢けがれのない想おもい。

　その歌声を直に届けられる人物には同情を禁じ得ません。

「あの子はどうしているのでしょうか」

　私の初めての生徒。

　才能しかなかった。それゆえに、微かすかな行き違いと大きすぎる才能に彼女は潰された。

　八歳だった彼女もすでに十九歳。

　考えても仕方ありません。道を選んだのは彼女ですから。

「どう？　先生！」

　息を切らしながら問いかける馬鹿は、自信満々に私を見つめています。キラキラ輝かがやくその美しい瞳を手に取りたいと願う人も多いでしょう。

　だからこそ私は絆ほだされるわけにはいかないのです。

「０点です」

「えぇー！！？？」
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　一週間が経ち、その間私は先生にみっちり技術や感情表現のノウハウを教わった。

　完かん璧ぺきとは言い難いものの、私の強みは本番で発揮できる。気合いが空回りしないように気を引き締めなければならない。

　なにせ、私は一人の心に土足で踏み込こんで荒あらす。

　拒きよ絶ぜつされても突き通す圧倒的エゴを押し付ける。

　だからこそ、負けない覚悟と信念が必要だ。

「マネージャー。例の件は？」

『恙つつ無がなく。今日の昼に事務所前でお待ちしています。クラシーさんはこちらの方でお出で迎むかえするのでご心配はありません』

「よし、ありがとうございます。今日は任せました」

『ええ。成功させましょう！』

　笑え顔がおでマネージャーと電話で話す。

　マネージャーには一部の事情を省いて説明した。今回の作戦には事務所の協力が必要不可欠だからね。

　マネも乗り気だったし、一週間で全ての準備を終わらせてくれた。

　忙しいのに感謝しかない。今度お菓か子しの詰つめ合わせでも送るか。

「いよいよ今日か。外そと堀ぼり囲う感じになっちゃってるけど怒らないでよ、クラちゃん。今日は堕おとすんだから」

　やると決めたらやる。

　堕とすと決めたら完堕ちさせる。

　私の信念はちょっとやそっとのことじゃ曲がらない……ツナちゃんと話してなかったら曲がってた可能性もあったケド。

「どんなズルい手を使っても最後に大団円になれば良い。ねぇ、クラちゃん。私って思ったより悪い子なんだよ？」

　ふふふ、と虚こ空くうに笑いかけた私は、覚悟を決めて家を出る。

　緊きん張ちようはない。




　私はＶＴｕｂｅｒ、花はな依より琥こ珀はくだから。







14.　音楽対決コラボ！







Ｓｉｄｅ　クラシー




「あたしが悪いのだけれど気まずいわね……」

　高くそびえるビル――事務所の前であたしは尻しり込ごみをしていた。

　あたしから花はな依よりさんを拒絶して一週間と少し。

　最も早はや直に会うことはない、と思った矢先にマネージャーから花依さんとのオフコラボの収録依い頼らいが来た。

　出鼻を挫くじかれるとはまさにこのことか。

　どんな顔で会えるというのだろう。

　あたしが花依さんと会う資格はあるのか。

　どれもこれも頭に浮うかんでは消えていく考え事も、微かなＶＴｕｂｅｒとしての自負が逃げることを許さなかった。

　だから今、あたしは依頼を受けてこの場にいる。

「音楽対決コラボ、ね。事務所の意向とはいえ間が悪いわ」

　一週間前の出来事を思い出す。

　もう花依さんはあたしを見限ったに違いない。手を差し伸べてくれることも、優やさしく語りかけてくれることもない。

　あたしから言ったのよ。

　同じＶＴｕｂｅｒとして宜よろしく頼むって。

　この言葉の真意に気づかない花依さんではないはずだ。




　淡たん々たんと。粛しゆく々しゆくにこなそう――

　――と思っていたのに。




「あ、クラちゃん！　久しぶり！」

「え、えぇ……」

　花依さんは変わらない純じゆん粋すいな笑顔で私を出迎えた。

　……どうして??

　疑問が浮かび上がり、それを口にする直前で止める。

　不確かな希望を持ったところで打ち砕くだかれるのは自明だ。あたしから拒絶しておいて今更それを問うことは虫が良すぎる。

「今日はよろしくね！」

「……そうね」

　結局あたしは、眩まぶしい笑顔から目を逸そらすことしかできなかった。
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　第一関門突とつ破ぱ、と。

　普ふ段だん通りに接した私に対してどんな反応を取るのか。

　私が確かく認にんしたかったことは、あの拒絶が少なくとも不本意なものであるかだ。

　希望に縋すがっているわけじゃないよ。ただ、あの言葉には怒りじゃなくて、恐きよう怖ふと焦りが大部分を占しめていたから。

　恐怖からの拒絶。

　それは、知られたくない。知って嫌われたくない。踏み込まれるのが怖い。

　大体この三つで構成されてると思う。

　さっきクラちゃんは、バツの悪い表情で視線を逸らした。つまり、私に対して負い目を感じている証しよう拠こになる。

　ゆえに第一関門、完全に拒絶しているわけではない、を突破したことになる。

　……ふぅ。希望的観測かなぁ、と思ってたけど案外上手くいったねぇ。

「じゃあ、収録室行こう」

「ええ」

　私が声をかけると、小さな声でクラちゃんは頷うなずく。

　そこを突っ込むことなく、私たちは無言で歩き続けた。

「あたしたち以外いないのね」

「うん。スタッフさんたちの都合が悪くてね。機材の使い方なら教えてもらったし大だい丈じよう夫ぶじゃない？　そこまで難しい企き画かくじゃないし」

　これは嘘だ。

　準備中に無理を言って、二人きりにするように頼んだのは私だ。踏み込んだ質問をするのに、全くの他人が絡からんでは本心も話せないからね。死ぬ気で使い方を学んだよ。

　めっちゃ難しかった。本職の人すげぇ、って素す直なおに感心した。

「そう。なるほどね」

　幸いクラちゃんは納なつ得とくしたようだ。

　結構無理のある言い訳なんだけど、社会に疎うといクラちゃんなら何とかいくかなぁ、って感じの行き当たりばったりな作戦だ。

　序じよ盤ばんのガバは勘かん弁べんしてほしい。後で取り戻もどすから！

　私は機材を操作しながら、収録室を見み渡わたす。

　所ところ狭せましと並べられた楽器類は、全て事務所が管理しているものだ。

　ピアノに始まり、ギターもベースもドラムもある。

　そのせいでかなり手て狭ぜまになっちゃってるけど、演奏するスペースならあるから我が慢まんだね。

「どういう流れで進むのかしら？」

「そうだなぁ。まあ、雑談を入れつつ楽器を交こう互ごに演奏していく形かな。それを後から全ぜん智ちさんとツナちゃんに聞いてもらって、勝敗を後々明かす予定～」

「０期生の全智さん……随ずい分ぶん大おお掛がかりなのね」

「まあねぇ。審しん査さ員いんとして一期生も巻き込みたかったんだけど、さすがにダメみたい」

　事務所主導のコラボということを強調するため、私は二人を間接的に巻き込んだ。

　まあ……純粋にリスナーに楽しんでもらいたいってのも大きいケド。

　私の個人的用事のためにリスナーを利用するようなことはしたくない。かと言って、作戦のためには配信であることが必須。

　ならどっちも楽しめばいいじゃない！　的な？

　脳筋思考っていうツッコミは聞かないでおく。自覚はあるからね……。

　流れを説明しながら話していると、ふいにクラちゃんは険しい顔で俯うつむく。

　どうしたのだろうと怪け訝げんに思う私に、クラちゃんは何かを言いかける。

「花依さん……あなたは――いえ、なんでもないわ」

「そっか」

　何となく聞きたいことは分かる。

　だけど、クラちゃんが言葉に出していないなら、私が答えることは野や暮ぼだろう。私は言いたくなるまで待つか、言いたくなるように攻こう略りやくするかの両りよう極きよく端たんだからね。

「じゃあ、始めようか」
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「みなさん、こんにちばんわ！　二期生の花依琥こ珀はくとぉ……？」

「同じく二期生のクラシーよ」

「はい！　というわけで、今日はツナちゃんを仲間外れにして二期生コラボだよ！」

「言い方が酷ひどすぎると思うの」

　収録が始まった。

　始まり出しは順調だね。一期生は知らないけど、二期生はツナちゃんも含めてスペックが高いから、台本無しのぶっつけ本番でも進めやすい。

　流れは決めないと流石さすがに難しいけど、ある程度なら各おの々おのの判断でアドリブを打ってくれる。

「さぁ、今日は私とクラちゃんで音楽対決コラボだよ。音楽系ＶＴｕｂｅｒに音楽で挑いどむなんて分が悪いけど……負けるつもりはないよ」

　私は万ばん感かんの思いを全てクラちゃんにぶつける。

　歯をむき出して睨にらみつける私に驚おどろいてビクッ、と震ふるえたクラちゃんだが配信のための演技だと断定したようで、すぐに元の調子へ戻った。

「そう……あたしも負けられないわ」

　それは私のセリフなんだよなぁ。

　絶対負けられない。負けたくないからここにいるんだし。

　決意の灯ともった瞳で私たちは相対する。

　……とりあえずはコラボを優先しなきゃね。

「気合も十分なことだし、最初の対決は……これ！」

「ギター……かしら？」

「そう！　アコースティックギター！」

「花依さんは経験あるのかしら？」

「そうだねぇ、一応習ってたことはあるよ。二ヶ月で辞めたケド」

「合わなかったの？」

「いや？　先生より上手くなったから」

「サラッととんでもないこと言うのね……」

　若じやつ干かん引いてるクラちゃんだけど、教えに来た人もアマチュアだったし手先が器用な私はあっという間に基き礎そを固めることができた。応用は漏れなく盗んだ。

　そこまでギターに時間をかけるわけにもいかなかったから短期で辞めたけど……私に追い越こされた先生は大いに燃えて有名ギタリストになってるし結果オーライって感じ。

「クラちゃんはどう？　経験ある？」

「ええ、楽器の類は粗あら方かた触さわったわね。新しいことを覚えるのは楽しいわよ」

「だよね。分かる」

　できなかったことができるようになるのは楽しい。

　それはどんなことでも当てはまることなんじゃないかと思うけど、私にとって新しいことに取り組むことは日常であり必要なことだった。だからこそ、その日常に楽しさを見み出いだす。

　音楽もその一つかなぁ。

　私はギターを抱かかえて椅い子すに座すわる。

　そのまま、自分の想いごとギターを掻かき鳴らした。
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　私たちは様々な対決をした。

　ギターに始まり、ピアノ、トランペット、ヴァイオリン、ドラムなどなど。

　どれも高水準でこなす私と、全てをプロ級に仕上げているクラちゃん。どう足あ掻がいても勝ち目はないはずだけど、音楽というのはパフォーマンスが全てじゃない。

　演者の籠こめた想いだとか、言葉で表せないモノが勝敗を分けることがある。

　その点を鑑かんがみれば、恐らく今の勝敗はイーブン。

「はぁはぁ……なかなかやるね、クラちゃん」

「……はぁ、花依さんこそ。正直驚いたわ」

「私もだよ。クラちゃん守備範はん囲い広すぎ。ドラムまで完璧とか自信なくすよ」

「しっかりついてきたのに良く言うわ」

　予想以上に手て強ごわかった。

　オーケストラ楽器が専門だと思っていたから、勝手の違ちがうギターとかドラムならいけるかなぁって思ったんだけど……全然そんなことなかったね。

　収録開始から一時間半。

　表面上は良好に見えるだろう関係も、実際はそんなことない。

　なにせ目を合わせると逸らすから。笑えみを浮かべながらも、その笑顔が無理をしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　私にとってはここからが本番だ。

　どう切り出すか。

　もうそれは何度も何度も考えて決めた。

　シンプルイズベスト。

　変に言葉をてらうことは正しくない。

「ねえ、クラちゃん。ここから先はオフレコなんだけどさ。クラちゃんに選んでほしいんだ」

「何を……？」

　クラちゃんは怪訝な顔で私を見た。

　笑みも浮かべず強い決意でクラちゃんを見つめる私に、何かを感じたのか唇くちびるをキュッと噛かむ。




「最後の対決しよっか。歌対決」

「――っ、いや！　いやよ！」




　拒絶するクラちゃんの表情は悲痛に満ちていた。

　決意が揺ゆらぐ私は拳こぶしをギュッと握にぎって耐たえる。

「いいの、クラちゃんが選んでほしい」

「そんなの決まって――」

「でも！　その前に私の歌を聴きいてほしい。人の歌を聴くなら大丈夫でしょ？」

　カラオケでは至る所から歌が聴こえていた。

　防音っちゃ防音だけど完全に遮さえぎってるわけじゃないし、その時のクラちゃんは少なくとも表面上では平然としていたから、他人の歌を聴くだけなら平気であると予測した。

　それはあっていたようで、クラちゃんは頭を抱えて体を震わせながら微かな沈ちん黙もくを呼んでから……「分かったわ」と言った。

　第二関門突破。

「決まりだね」

「どうして花依さんはあたしにそこまで……」

「決まってるでしょ」

　ピン、とニヤリと笑いながらクラちゃんに向かって指を指した私は言う。




「――堕とすためだよ」
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Ｓｉｄｅ　クラシー




　……なんて花依さんらしい答えなんだ、と状じよう況きようが状況じゃなければ笑ってしまいそうな言葉だった。

　手を差し伸のべた時の優しい笑顔じゃない。歯をむき出した挑ちよう戦せん的てきな瞳ひとみだ。それだけ本気なんだって、ようやくあたしは花依さんの強い決意に気づくことができた。

　どうしてそんなに強くいられるの？

　どうしてそんなに自分を、相手を信じられるの？

　花依さんは準備をしながら、時折あたしを気にかけるようにチラチラこっちを見る。

「選んでもいい……。これまで逃にげ続けてきたあたしが」

　あぁ、残ざん酷こくだ。

　きっとあたしがまた逃げようと、花依さんは絶対にあたしを見捨てない。そんな予感がする。

　希望じゃない。きっと花依さんは見捨てることを知らない。

　……それでも、あたしは歌えない。

　どんなに花依さんの歌が上手くたって、それがあたしの歌う理由にはならないから。

「クラちゃん。今は余計なことを考えなくていいからさ。私だけを見て。私の歌だけを聴いて。




　――私は君だけを見るから」




　……っ、なんでそんなに強いの……っ。

　あたしは今まであたしとして見られたことなんかない。全て両親の肩かた書がきで見られてきた。

　花依さんはズルいわ。

　ずるい。ずるい。

　黙だまっていると、花依さんはスピーカーから音楽を流し始める。




　続いて聴こえた歌声は――

　――私のすべてを吹ふき飛ばした。




【お待たせ、どうか手助けを】作詞作曲『恋こい狸だぬき』

『素直じゃない君は

　いつだって悟さとって欲ほしくて

　言葉に出せないケド

　私を見つめて欲しくて』




　――これはあたしだ。

　まるであたしの心を看破されているかのような歌詞に、思わず心を揺さぶられる。




『過去と現在いまの境界線

　繋つなぐ絆きずなと想い信じたいの

　喜びあった思い出は

　きっと嘘うそなんかじゃないから』




　花依さんと、ツナマヨさんとあたし。

　確かに交流を深めた時間は少なかった。

　それでも、楽しかった。テンポよく弾はずむ会話に喜びの感情が芽生えたのも記き憶おくに新しい。

　思い出がフラッシュバックしていく。

　花依さんの激情とともに直に心を揺さぶられている。




『不安でも言えない

　想いの錯さく誤ごに

　口をついて出た言葉

　たすけて』




『お待たせ、どうか手助けを

　待ち焦こがれたあの温ぬくもりは

　消えない思い出をまた

　作り直せるんだ

　お待たせ、どうか手助けを

　待ち望んだあの言葉には

　消せない思い出を今

　作り上げるんだ』




　助けを、求めていた。

　誰か助けてって。現れるはずもない誰かに縋っていた。そんな独りよがりで傲ごう慢まんな考えで救われるわけもない。

　暗い今を自じ嘲ちようして、ただただ未来を悲観していた。

　あたしはただ一言言えばよかったのかしら。




「たすけて」




　一層、歌に籠められた想いが強くなる。

　ぎゅうぎゅう締しめ付けられる心は、今にも軋きしみあげて壊こわれそうで。

　可愛かわいさも格好良さもかなぐり捨てて、流した黒くろ髪かみを振ふり乱して必死に歌う花依さんに、一筋の雫しずくが溢こぼれ落ちるのを感じながら……どうかこれ以上あたしを泣かせないで、って祈いのった。

『やり直せないことはない

　過去を忘れることは必要ない

　今を見てくれる君を

　抱だきしめていたいから』
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「――あ」

　今までの歌詞があたしの心を代弁しているとすれば、最後の歌詞だけは花依さんの言葉のように聞こえた。

　まだ間に合うって。許すことも忘れることも必要ない。

　ただ今を……違う。花依さんを見ろって。

　そこでようやく、あたしと花依さんの視線が重なり合った。

　どこまでも信しん頼らいしている目だった。

　宣言通り、その瞳にはあたし以外映っていない。

「あたしは……まだ間に合うの……？　っ、あ、あたしは花依さんに嫌われたくないっ。歌ったらきっとあなたは――」

　蘇よみがえるテレビ収録のあの日。

　シーンと凍こごえきった会場の空気と、苦々しげにあたしを睨むプロデューサーの姿。

　あの日のようにもう逃げたくないから。

　花依さんに嫌われたくないから。

　嗚お咽えつをこらえて、あたしはぐっと涙なみだをこらえて。

　叫さけんだ言葉は花依さんに遮られた。

「誰がなんて言おうと関係ない。私はクラちゃん――音楽系ＶＴｕｂｅｒ、クラシーの歌を聴きたい。君だから、誰よりも強くて優しい君の歌を聴きたいよ」

　綺き麗れいな黒色の瞳があたしを射い貫ぬいた。

　澄すみ切った瞳には一いつ切さいの嘘は感じ取れない。そこには両親のしがらみも期待もなかった。

　純粋に私の歌声が聴きたいんだって分かった。




　だからあたしは――――
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　その日の配信は後に《覚かく醒せい配信》と呼ばれるに至った。

　音楽系ＶＴｕｂｅｒ、クラシーが真に羽ばたいた日であり、二期生最後の砦とりでが崩くずれ堕ちた日でもある。

　後のインタビューで彼女はこう語った。




Ｑ．どうしてあの日歌を解禁したのでしょう




Ａ．クラシー「たった一人でもあたしを見てくれる人がいる。それだけであたしは満足だったって気づけたの。過去に囚とらわれてばかりいて、見たいものも見れなくなって。そんな私の目を覚ましてくれた恩人のお陰かげ」




――その恩人というのは？




クラシー「言わなくても分かるでしょう（笑）」




――一人しか該がい当とうしませんね（笑）




　きっと彼かの女じよがいる限り二期生は安あん泰たいなのでしょう。




【百ー合雑誌より抜ばつ粋すい】







15.　二期生コラボｉｎカラオケ ＃どんまいツナマヨ







「どうして私ハブられたんですかあぁぁ！！！」

「ごめんて」


・どんまい

・謝罪が軽いｗ

・いや、おめぇ楽器演奏できないじゃん……






　クラちゃんとの音楽対決コラボから一週間が経たった。

　無事に公式チャンネルで放送されたコラボは大きな反はん響きようを呼び、急きゆう上じよう昇しよう１位にまで上り詰めた。

　私もクラちゃんもチャンネル登録者数を伸ばし、私は42万人。クラちゃんは26万人へ。

　なぜかツナちゃんも相そう互ご作用で20万人に。

　これで二期生全員登録者が20万以上になった。

　ほくほく顔の私は、現在カラオケで二期生コラボの真っ最中だ。

　涙なみだ目めのツナちゃんには悪いけど、ハブるつもりでいたからね最初から。あの場にそぐわない人物だったから仕方ないんだって。

　君いたらシリアスぶっ壊れるじゃん。

「ごめんなさい、ツナマヨさん。仕方ないのよ。花はな依よりさんがあたしを離はなしてくれなかったから……」

「語ご弊へいを招く発言はやめよ？　クラちゃん。まあ、離す気はないけどね」

「花依さん……」

　キラキラした瞳で赤面しながら私を見つめるクラちゃん。お互たがいの距きよ離りは一センチとない。ピッタリと私に寄り添そうクラちゃんは傍はたから見ても堕ちている。

「ちょっと、そこぉ……!!」

「「なに？」」

　怪あやしい雰ふん囲い気きを醸かもし出す私たちに、堪たまらずといった様子で叫ぶツナちゃん。

　対面に座っているツナちゃんは、バンッと机を叩たたくと言った。

「なに？　じゃないですよぉ！　おかしいじゃないですか、距離感！　前までツンツンしてたのにちょっと絆ほだされたらデレちゃうんですか！　もうちょっと手強い感じじゃないんですか、クラシーさん！」

「珍めずらしく語感が強いね」

「誰のせいだと思ってるんですかぁ！　目の前でイチャイチャされる私の身にもなってくださいよぅ！　脳が破は壊かいされる……っ！」

「……交ざる？」

「あたしは別に構わないわ」

「あなたたち揃そろって倫りん理り観かん終わってるんですか」


・いや、草

・魂たましいの叫びすぎるｗｗｗ

・寝ね取とられてるじゃん

・なお、ハーレムは構わないようｗ

・全員好感度１００％だからヘイト管理はバッチリとｗ

・真顔でツッコむの珍しいなｗｗｗ



　いや、ごめんて。

　クラちゃんがここまでデレるとは正直思ってなかったしさ。とはいっても、これは演技だと思うけどね。

　元々クラちゃんはツンデレってわけでもないし、デレてはいるんだろうけど、これは些いささか過か剰じようすぎる。




　うん、でもさっきから太ももさわさわするのやめて？




「ふぅ、まあ冗じよう談だんよ」

　クラちゃんはそう言って、私から距離を取った。

「確かに花依さんには堕とされたわ。でも、すぐにベタベタする程ほど軽い女じゃないのよ」

「堕とされてはいるんですね……」

「二期生、ゲットだぜ！」

「洒落しやれにならないボケ……っっ！」

「否定できないわね」


・三人目も堕ちたか……

・あと三人か

・これ後こう輩はい入ってきたらどうすんだろｗｗｗ

・堕おとすんだろｗｗｗ

・そりゃそうだｗ

・本当にゲットしてるもんなぁｗ



　軽い女じゃない……？

　キャバ嬢じよう的テクの太ももさわさわはいかに。気にしない方が良いような気がするから言わないでおこう。

　世の中知ったこと全てが良いことじゃないからね。

「後輩来たらどうする？　ってコメント結構来てますね……。や、やっぱり堕とすんですか……？」

「もちろん。肥こえ溜だめに所属してるなら等しく私のターゲットだからね」

　私は自信満々にふふふ、と怪しく笑う。

　堕とせば堕とす程、私の経験値は上じよう昇しようしていく。そしてレベルアップに限界はない。

　全員完堕ちさせててぇてぇハーレム作ってやるぜ、という目もく論ろ見みも無くはない。欲望に比類はない。高みを目指す野心は良い方向に働けば便利だからねぇ。

「次は一期生に狙ねらいを定めようかなぁ。一人は知り合いだし」

「あら、そうなの？」

「うん。多分あっちは気づいてないケドね。上手うまくそっちのアドバンテージを活用したいところ」

「花依さんって、しっかり策略練って動くから怖こわいんですよね……」

「ツナちゃんは策略も何もなく堕ちたけどね！」

「ひぅ、そんなにチョロくないって言ったのに哀あわれ秒速で堕ちた私の話はしないでくださいよぅ……！」

「そこまで卑ひ屈くつになるようなことは言ってないと思うわ」

　策を練らずに動くなど馬鹿のすることだ。

　言うなれば勉強せずにテストに臨のぞむ……はよくやる人がいるよね。まあ、ノー勉で受験的なイメージかな。

　ツナちゃんも本人には言わないけど、一応研究はし尽つくしたし、それなりに労力はかけてるケド。


・一期生の知り合い……誰だ？

・遂ついに一期生とのコラボが解禁されるのか……！

・最初の被ひ害がい者しやは誰だｗ

・一人、鉄てつ壁ぺきの女がいるからキツイだろ

・哀れ秒速で堕ちたは草

・自じ虐ぎやくが悲しすぎるｗ



「ツナちゃんはオッチョコチョイな妹って感じで好きだよ？」

「い、妹……」

「あら、私は？」

「頼たよりにならない姉？」

「……頼りにならない」


・草

・本人、否定できないの悲しいな

・解かい釈しやく一いつ致ちｗ

・オッチョコチョイは否定しないのかｗ



　実際そうだし……。

　となると私が次女になるかな。全ぜん智ちさんも妹枠わくだし。

「まあまあ。そろそろ歌わない？　折せつ角かくカラオケ配信なんだし」

「そうね……」

「私、お二方に比べれば下手なんですけどぉ……！」

「大丈夫、大丈夫。笑ってあげるから」

「全然大丈夫じゃないんですけど!!」

「気にしないで楽しく歌いなさい。上手いとか下手とか些さ事じよ」

「クラシーさん……！」

「まあ、配信者としてリスナーに歌の下手さが露ろ呈ていするのは避さけられないことだと思うけれども」「クラシーさん……？」

「ついでにそれが掲けい示じ板ばんで馬鹿にされて音おん痴ちとかウンチって言われるんだよね」

「花依さあああぁぁんん!!」

「なに、さっきから私たちのこと呼んで。そんなに好きなの？」

「ち、ちが……くはないんですけどぉ、その言い方はあんまりじゃないですかああぁぁ!!」

　叫ぶツナちゃん。笑う私。ジュースを飲むクラちゃん。

　どこまでも二期生らしい日常である。

　まだ見ぬ一期生も含ふくめて、ＶＴｕｂｅｒという職業は楽しくて。苦労もあるけど、誰もが自分の個性を持っている。

　転生して苦労を重ねてきた。

　明るい未来を手に掴つかむために努力してきた。

　その結果、私はＶＴｕｂｅｒとして正しい道を歩むことができている確信がある。

「ふふっ、ツナちゃん、クラちゃん。好きだよ」

「「ぶふっ、え、ちょ」」

　二人は含んでいたジュースを思いっきり噴ふき出した。

　私の笑え顔がおに見み惚とれたのか、目線はずっと私に固定されている。

　顔もそんなに赤くして……可愛いなぁ。

　堕としてよかった。





・てぇてぇ

・てぇてぇ

・てぇてぇ

・てぇてぇ









16.　百合っぷる観察人の日常







　俺おれの名前は佐々木幸喜。

　三度の飯より百合が好き。

　座右の銘めいは百合の間に挟はさまるな。

　陰いんキャを極きわめすぎて教室で百合小説を読むしがないイケメンである。容姿に対する自信だけは昔からある。まあ、否が応おうでも女子から攻せめられれば分かるもんだ。

　普ふ段だん女子と話すことはないし、百合の邪じや魔まをしたくないから必要な時以外は話さないようにしている。

　趣しゆ味みはクラスメイトで百合カップリングを作ること。

　妄もう想そうは自由だと思うんだ、うん。たとえそれが如何いかにキモいことなのかを自覚していてもやめられないことはある。

　だが聞いてほしい。

　最近はマジでユリユリなんじゃねぇかと思う二人がいる。

　夢ゆめ見み蓮れん華げと川かわ内ない江え里り子こ。

　片や美少女。片や普ふ通つうの女子。

　何とも素す晴ばらしい百合の香りがする。

　普通女子の川内さんだが、俺としては別に普通と言っても良いところは全然あるし、サバサバしてるところに好感がモテる。

　でも俺はなぜか嫌きらわれてる。

　女子からの好感度はぶっちゃけどうでも良いけど。

　さて。そんな二人は学校ではいつも一いつ緒しよにいる。

　それ自体は珍しくない。意味もなく友達に抱きつくのが女子高生だ。ベタベタするのは俺としても百合成分の補給が捗はかどってありがたい。




　だが！！！！！




　夢見さんと川内さんは仲は良いが、一定の距離感がある。互いのパーソナルスペースをしっかり守った上で接しているのだ。

　それだけでも親友＆百合ップルって感じがして鼻血が出そうになる。




　なのに！！！




　時折そのパーソナルスペースが侵しん害がいされる時――――俺の鼻から鮮せん血けつが迸ほとばしるのである。

　今から例の一つを紹しよう介かいしよう。




Ｃａｓｅ １




　あれは俺が夏の暑い日に学食に行った時だ。

　うちの高校は結構在ざい籍せき人数が多いためか、学食は大混雑していて席が空いていなかった。

　かといって相席を頼たのむにはハードルが高いし、食事くらいは一人で取りたい。そんな陰キャ心があった。

　たまたま角が空いているのを発見した俺は、少し安あん堵どして黙もく々もくとカレーライスを食べていた。

「あ、ごめん。相席良いかな？　他に空いてなくてさ」

「ちょっと、やめようよ。イケメンの側でご飯食べたくないぜ、私」

「川内ってイケメンにトラウマでもあるの？　拒きよ否ひ反応大げさすぎない？」

　漫まん才ざい的やり取りをしながら話しかけてきたのは、件くだんの夢見さんと川内さん。この頃ころから川内さんには普通に嫌われてた。何もしてないのに。

「あぁ、全然構わないよ」

　内心キョドりながらその言葉を言うと、夢見さんは「ありがとー」と軽く言って、川内さんと対面に座った。

　意図せずに百合の間に挟まりそうになった俺は、軽く血が出そうなほどに唇を噛み締めながら、カレーライスを大急ぎで頬ほお張ばっていた。この時ばかりはカレーライスを恨うらんだね。

「川内さー、またラーメンじゃん。栄養のこと気にしたら？」

「良いんだよ、別に。金払はらってるんだから好きなもの食べたくね？」

「金で健康を買うのが今の世の中だよ」

「世知辛ぇ……」

　何とも身も蓋ふたもないことを言うな……。

　達観してるのか諦あきらめてるのか、どちらにせよ真理ではあると思う。

「本人の自由だから私はとやかく言わないけどさ。太るよ？　最近ウェスト気にしてるの知ってるよ？」

　直球言ったぁー！

　と思いながら、俺は川内さんの反応が気になった。

　大たい抵ていこういう場合は、キレるか悲しむかどっちかだ。

　だが、川内さんの場合は違った。

　ケッ、とやさぐれた目で吐はき捨てながら彼女は言う。

「いいんだよ。私みたいなモブは太ってても痩やせてても変わりゃしないでしょ。しいて言うなら肉付き良くなった？　とかからかわれるだけじゃね」

　強っ。どこでそんな感性身につけたんだよ。

　明らかに華はなの女子高生がしていい目つきじゃないだろ。

　しかし、問題はここから。

　俺の鼻血が炸さく裂れつする瞬しゆん間かんがこちらである。




　――夢見さんはふふっ、と笑いながら、対面の川内さんの頬ほおに手を当てながら言った。




「まあ、私は太ってても痩せてても川内が好きだよ。でも、早死にしてほしくないから健康にも気を遣ってほしいかな？」

「ちょ、ちょ、ちょいちょいちょい。そうやってすぐにイケメンオーラ出すんじゃないよ！　照れるでしょうが！」

「チョロい川内が悪いと思うなぁ」

「うるせぇ！　てか、ここ公共の場！」

「どこでやっても照れるじゃん」

「そういう問題じゃない!!」

　顔を真っ赤にして叫ぶ川内さん。

　対たい称しよう的てきに余よ裕ゆうを持った笑えみで飄ひよう々ひようと川内さんを弄もてあそぶ夢見さん。

「……ごちそうさま」

　俺は全てに合がつ掌しようしながら席を立つ。

　そしてその足のままトイレに直行する。

　……よし、人はいない。

　ポケットからハンカチを取り出し、口を当てて叫んだ。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！！！！」




「てぇてぇぇぇぇぇぇ！！！！！！！！！」




「できることなら１５０ｍ先で観測したかったあああ!!」




　俺のこと途と中ちゆうから存在消してたよね!?

　ありがとう！　俺は感知されずに百合を観測したい！

　あぁ、よかった！　品行方正に過ごしてて！

　傘かさのないお婆ばあさんに傘をあげ、転びそうな男の子を助けて、痴ち漢かんされてた男の娘こを庇かばい、コンビニ強ごう盗とうを撃げき退たいし、捜さがし物を６時間一緒に捜して良かった！

「俺の人生最高ですっっっ！！！」

　――俺のいたトイレからは後日、夥おびただしい量の血けつ痕こんが発見され、一時期大おお騒さわぎになった。







17.　花依のいない全智の日常







　０期生、全智の朝は早い。

　元々夜型だった全智だが、花依からの細かいオカン注意を受けて朝が強くなりつつある。

　ムクリとパソコン前のソファから起きた全智は、寝ねぼけ眼まなこで辺りを見み渡わたし一言。

「花依……いないな」

　当然のことなのだが、花依が全智宅に泊とまって以降、全智は花依成分不足（※造語）に陥おちいっていた。

　依い存そんしている、とは一いち概がいに言えない。ただ、ずっと一人だった全智に対して世話を焼くアホがいれば……まあ、こうなる。

　雛ひな鳥どりに世話を焼く親鳥。ただし雛から親への感情はクソ重とする。

「ふわぁ……。顔洗お」

　傍かたわらに置かれていたヘアゴムで髪かみを結びながら欠伸あくびをする全智。ちなみに勿もち論ろん、全ての発言はリスナーに聞こえている。


・朝から尊いもん見せんな

・一いつ瞬しゆんで目、覚めたわ

・寝ね言ごとでも花依って呟つぶやいてるからな……

・クソ重すぎやろｗ

・てぇてぇの過剰供給



　顔を洗った全智は、ボサボサの髪の毛のままキッチンへと移動し食パンを焼く。

　お湯を沸わかすことしかできなかった全智も、花依の指導により中学１年生程度の家庭科技術を取得していた。

　全智は焼き上がったパンにバターを塗ぬって黙々と食べる。

　この時の全智の脳内を紹介しよう。

（花依と食べたらもっと美味おいしい。なんで一人で食べたらこんなに寂さびしいんだろう。久しぶりに家に呼ぼうかな……。でも迷めい惑わくに思われたら。……どうしよう）

　花依一色！

　前言撤てつ回かいしようか。やっぱり依存している。

　どことなく共きよう依い存ぞんのような気がしないでもないが、一方がクソ重なのは間ま違ちがいないだろう。

　食べ終わった全智は、マイクを装着して話し始める。

「みんなおはよう」


・うぃーす

・ちわちわ

・学校行く前に聴いてるぜ

・花依音助かる



　花依音？　と全智は首をかしげる。

　知らないのも無理はない。つい一週間ほど前に出来た概がい念ねんで、全智が花依のことに対して無意識的に言げん及きゆうすることを指しているのだ。

「今日は適当にダラダラする」


・いつものことだろｗ

・今日は、じゃなくて今日も

・全智の生活ルーティンをリスナーの方が知っている事実ｗｗｗ



「私の生活はリスナーと花依に支配されてるから当然」


・突とつ然ぜんの花依音

・あながち間違いではない

・俺らより花依の方が支配している件ｗ

・支配っていうか教育じゃね？ｗｗｗ

・それな



　鈍どん感かん気質な全智だから、この24時間配信は成り立っている。自分のことに無む頓とん着ちやくとも言うが、人に見られ聴かれることを仕事にしている全智が、すべての行動を視し聴ちよう者しやに左右されることは当然の話だ。

　そのことを苦にも思っていないから全智は人気がある。

　全智は黙々とパソコンを操作する。配信用でなくサブの普ふ段だん使づかいの方だ。


・最近よくパソコン弄いじってるけどなにしてんの？

・何か仕事するようなことあったっけか



　そんなコメントが目に入った全智は、若じやつ干かんドヤ顔を浮うかべつつ嬉き々きとして話す。

「ふふふ、最近は私と花依の二次創作書いてる」


・いや、草

・地産地消すんなよ

・花依と会えないから寂しさを埋うめる代だい償しよう行こう為いなんですね、泣けます

・遂におかしくなったか

・花依のセルフ声真似まねと同じくらいやべぇぞｗ

・後々黒歴史になるやつやんｗ



「完成したら公開するから読んでほしい」

　全智はクリエイターである。

　家事以外は基本的にハイスペックな全智は、プログラミングもできるし、絵も描かける。小説も漫まん画がも描ける。

　ただ著いちじるしくやる気がなかっただけだ。

　しかし、あまりにも花依成分が消え失うせた全智は、若干の深夜テンションのままに書き上げている。

　……していることの恥はずかしさを公開してから後こう悔かいするのだが、それはまた別の話。


・花依ガチ勢やん……

・何を今いま更さらｗ

・花依を愛し、花依に愛された女やぞ

・自分と花依の二次創作は強すぎるｗｗｗ



　未いまだ発展途と上じようの羞しゆう恥ち心しんのせいで、全智はなぜ笑われているのか理解ができない。本人は至って真面目なのである。

　そんなこんなで時間が経ち、時刻は夕方になっていた。

　窓から射さす夕ゆう陽ひのせいだろうか。

　どこか全智はアンニュイな気持ちでいた。

　物もの憂うげにため息を吐きながら彼女は一人の女性を想おもう。

「花依……。会いたいな」


・うぐっ……

・やめろぉ……てぇてぇがァ

・早く会ってやれよ花依



　ネタ的雰囲気もあるが花依に非難が集中する。

　……補足しておくが、必ず日に一回は花依とメッセージのやり取りを交かわしている。直接会いたい気持ちも分からなくはないが。

　すると、ピロリンと全智のスマホに通知音が鳴る。


・こ、この通知音は……！

・待っていたぞ！

・ナイスタイミング!!

・やっぱりお前が最強だよ



　全智はメッセージを見て、ぱぁと顔を輝かがやかせる。

　そのまま立ち上がって、リビング周辺を歩き回りソワソワし始めた。

「花依がうちに来るらしい……！」


・語ご尾びが強い

・一気に全ての表情が明るくなってて草

・これがてぇてぇや……

・ソワソワしすぎｗｗｗ

・【花依琥こ珀はく】今行くから待っててね♪

・花依おるやん！

・早よ来い！

・ちゃっかり配信見てるしｗ

・これは泊まりルート来たぁぁ！



　一気にコメント欄らんが騒さわがしくなりはじめ、同接もぐんぐん急上昇していく。

　ＳＮＳのトレンド欄には『花×全お泊とまり』の文字がある。

　全智は花依からのコメントを見て小さくはにかむと言う。

「うん、待ってる！」







あとがき







　はじめまして。恋こい狸だぬきと申します。

　この度は『ＴＳ転生した私が所属するＶＴｕｂｅｒ事務所のライバーを全員堕としにいく話』を手に取っていただき誠にありがとうございます。

　本作は第４回ＨＪ小説大賞、小説家になろう部門で受賞させていただき、出版の運びとなりました。

　名だたる作品が多くあるＨＪ文庫さまで出版できることを心より嬉しく思います。

　※冷静にこのあとがきを書いていますが、作者は受賞が決定した時にトイレで口をハンカチで押さえながら叫びました。




　――さて、本作について少し説明をさせていただきます。




　本作は『ＴＳ』『ＶＴｕｂｅｒ』『百合』『逆行転生』の要素が盛り込まれたもので、主人公の花はな依より琥こ珀はくが女の子として転生したことを境に、好きだったＶＴｕｂｅｒ事務所に入ろうと努力を重ね――その結果ハイスペ百合過激派ＶＴｕｂｅｒとしてデビューします。

　常に彼女の視界にあるのは『堕とす』の文字のみ。個性強い同期や先輩ＶＴｕｂｅｒを『堕とす』ために邁進していく話が主軸になっています。

　主人公の一貫性。個性の強い同期や先輩ＶＴｕｂｅｒとの絡みで発生するてぇてぇに心を動かしてくれたらいいなぁ、と思います。

　それでは謝辞を。

　本作を出版するにあたって、素晴らしいイラストを描いてくださったイラストレーターのほまでり様。大変お世話になりました担当編集さま。この場を借りて心より感謝を申し上げます。

　読者の皆様におかれましては、またお会いできることを心より祈っております。
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電子書籍版特典ショートストーリー『花依琥珀？いいえ、夢見蓮華です！』







　私の朝は早い。

　自己鍛錬に余念がない私は、早起きして色々と準備してランニングに出掛ける。

　配信業とはいえ、どんな仕事も体が資本。いざとなった時に体調壊すとか一番怖いからね。

「さて、今日も学校行きますかぁ」

　ふわぁと欠伸をしながら学校への道のりを歩く。

　自己鍛錬に余念がないとはいっても、朝はダルいし人生二周目なのもあって学校もそこそこ面倒臭い。それでも行く意味があるし、面倒臭いことほどやった方が良いって相場が決まってるのだ。

　そんなわけでテクテク歩き、公共交通機関のラッシュを避けつつ乗り継ぐこと一時間。

　校門を抜け、教室に辿り着き、ガラガラと扉を開けると注目が集まる。

「夢見ゆめみさん、おはよう！」

「みんなおはよ～」

　声をかけてくるクラスメートに挨拶を交わし、私はふと後ろの席でボーっとしていたイケメン……佐々木ささきに視線を移した。

「……!?」

　彼は私の視線に気がつくと、酷く仏頂面かつ焦ったような表情をしていた。

　しかし、私がいつものように親友の素朴系女子……川内かわない江え里子りこのもとに駆け寄ると、目に見えて安堵し菩薩のような微笑みに変わった。流石百合ガチ勢。単純なやつ。

「川内おはよ」

「ん、おはよ。相変わらず蓮華れんげは人気者だねぇ」

　多くの挨拶を交わす私を見て、シニカルに笑った川内が人気者と評した。

　嫌味というわけではなく、私には無い大変さだなぁ、といつもの自虐である。

「なに？　嫉妬でもした？」

「そんなんじゃないって！」

　ふふっ、と笑ってみせると、目に見えて川内は動揺を露わにした。こういう反応しちゃうから私みたいなヤツに狙われるんだよね～。

　ずーっと川内は自信無さげだけど、私からしたら何でそんなに卑下してるのか分からない。

　容姿なんて関係ない。川内には川内の可愛さがあるんだから。

　……とはいえそれを言ったところで川内は謙遜して響かない。

　――だからこそ！！　行動で表せば良い！！

「川内さぁ……」

「な、なにさ」

　私は少しずつ川内に近づいていく。

　壁際に寄せるように徐々に徐々に。後ずさる川内を追い詰めるように近づいていく。

　動揺する川内は、私が距離を詰める度に顔を赤くしながら後ずさっていく。

「ちょちょちょ、ちょい！　なんか言ってよ！」

「うーん」

　手を前にして押し退けようとしてくる川内。残念、フィジカルは私の方が上なのだ。

　そのまま壁際に川内を押し付け、顔の横に手をドンッ……！　そう、所謂壁ドンを仕掛けた。

　ベタだと笑えば良い。でもこういうのに耐性が無い川内には効果抜群なのだ。

　そして、耳元で囁くようにして言った。

「――私も川内が他の女の子と話してたら嫉妬する、って言ったらどうする？」

「――女子限定なわけ!?!?」

「ぶふっ！」

　ムードぶち壊れた。さすが川内、一筋縄ではいかないね。

　ふふ、おもしれー女。

　というかよくよく考えて教室内でやることじゃなかったかな？　幸い教室の端だったから目立ってなかったケド。

「は～、川内ってさ。鈍感だよね」

「あんたには言われたくない」

「えぇ？」

　そんな会話を交わして、私たちは笑い合った。




　――一方、掲示板では。




『――ってことがあったんだけどどう思う？』

『妄想乙www』

『リアルと二次元が混同しちゃったんだね、可哀想に』

『妄想も程々にしておいた方が良いよ』

『そんな妄想に時間使ってないで勉強した方が良いよ』

『創作物としてはまあ、良いんじゃない？』




　誰にも信じてもらえなくて人知れず涙を流した百合ガチ勢がいたとかいないとか。
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